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  大正五年三月


  柏木に於て

  藤井武


  



  
    附言

    本書収むるところみな聖書の教訓が著者の心に訴えたる感想である。しかして中「共働者イエス」「子たる者の自由」及「十字架を負うの歓び」の三篇はかつて雑誌「聖書の研究」誌上に載せられしもの、同誌主筆にして著者の恩師なる内村鑑三先生の承諾を得てここにこれを収録したのである。

  


  



  来たりて見よ


  



  　人よ。求むる人よ、飽きたる人よ、哀かなしめる人よ、歓よろこべる人よ、弱き人よ、強き人よ、野に立つ人よ、巷ちまたに隠るる人よ、若き人よ、老いたる人よ、男よ、女よ、万国の民よ、人というすべての人よ、


  　「来たりて見よ。」


  　何を？と問うか。風に動かさるる葦あしではない、文繍うるわしきものを着て奢おごれる者ではない。時を遡さかのぼること二千年、西亜の一角エルサレム城北の小丘しょうきゅうに来たりてそこに十字架に釘つけられしナザレのイエスを見よ。


  　磔殺たくさつの極刑、何の罪のゆえぞ。その頭こうべには棘いばらの冠がある、その罪標すてふだにはユダヤ人の王とある（しかもヘブル、ギリシャ、ロマの三国語にて）。王か罪人か、そもそもこれ何の謎ぞや。


  　げにも彼は自ら王なりと言いしがゆえに反逆の罪に問われたのである。「ピラト彼に曰いけるはしからば汝は王なるか。イエス答えけるは汝の言うところのごとく我は王なり、我これがために生まれこれがために世に臨きたれり」（ヨハネ十八章三十七節）。「ユダヤ人びと叫び曰いけるはすべて自己を王となす者はカイザルに叛そむく者なり」（同十九章十二節）。彼は言う我は王なりと、人は言う汝は叛逆者なりと。人の言ことば真まことであるか、彼の言ことば果たして偽りでありしか。


  　「我これがために生まれこれがために世に臨きたれり」と彼は言うておる。ゆえに我等は暫しばらく彼の一生を見よう、彼の人格とその言行とを見よう。幸いにして歴史は我等の手に存のこっておる、我等は冷静なる学者の態度をもって暫しばらくこれを検けんして見よう。


  　彼の在世三十三年、その晩年に至るまでの隠れたる生活についてはこれを措おき、ヨルダン川の畔ほとりにてバプテスマのヨハネが彼を世に紹介してより人はナザレのイエスを知らざるを得なくなった。彼はユダヤ、ガリラヤの野を経へ巡って天国の好よき音信おとずれを伝えた。彼によりて病める者は癒され「貧しき者は福音を聞かせ」られた。彼は罪人の友となり又その罪を赦した。彼は僕しもべのごとくに人に仕え終わりまでこれを愛した。まことに彼はこの世の王らしくはなかった。しかしながら彼は言うた、「我が国はこの世の国にあらず」（ヨハネ十八章三十六節）と。彼は自ら神の子なりと称した、しかしてこの世の国の王ならざる神の子として彼の生涯は実にふさわしきものであった。彼がその言ことばと行おこないとをもって特別に深く教えたる事は「愛」であった。彼の一生は愛の一生であった。寸毫すんごうも己のためにせず徹頭徹尾てっとうてつび人を愛し人のためにするの生活、これ彼の一生であった。彼の生涯には又罪なるものを指摘することができない。彼をさばきしピラトが「我この人に罪あるを見ず」と繰り返し叫びたるは実まことに故ゆえある事であった。これを要するに彼の一生はもちろん尋常なるものではなかった、極めて優れたるものであった、偉大なるものであった、王らしきものであった。しかしながらこの世の王らしくはなかった、天国の王らしくあった、神の子らしき一生であった。心を虚むなしくして彼の一生を探る者はその死を見る前といえども少なくともこの「らしさ」を打ち消す事はできない。これはこれ公平なる歴史家としての見解である。


  　彼は世にある限り人を愛した、彼は「羊のために命を捨つる善き牧者ひつじかい」のごとくに世を愛した。しかし世は果たして羊でありしか、人は彼の濃き愛に報ゆるに柔順をもってしたか。否いな、「彼己おのれの国に来たりしにその民これを受けざりき」（ヨハネ一章十一節）。善き牧者に牧せらるべき羊はすでに羊ではなかった。その柔順の性せいは全く失うせていた、かえって叛逆が習ならいとなっていた。狼の害より己を守らんとて来たりし牧者ぼくしゃに向かい羊はかえって自ら狼となって迎えた。イエス人を愛することいよいよ深ければ人イエスを憎むこと益々ますます烈はげしかった。彼は人のために命をも捨てんとすれば人はこれに先だちて自ら彼を無きものにせんとした。羊は遂ついに善き牧者ひつじかいを噛まんとするのである。イエスは神の子らしく人を愛したるがためかえって虐殺せられんとするのである。「ピラト、ユダヤ人に曰いけるは汝等なんじらの王を見よ。彼等叫びて、これを除け、これを除け、十字架に釘つけよと曰う」（ヨハネ十九章十四、十五節）。ああ、愛に報ゆるに十字架。何等なんらの罪ぞ、何等なんらの叛逆ぞ、そもそもかかる罪に対する善き牧者ひつじかいの処置は何であるべきか。イエスの愛は人の反逆に対して如何いかなる態かたちを取りしか。


  　彼は素もとより事の終ついにここに至るべきをいとも明瞭に予知していた。彼は二たび三たびその事を予言した。彼にしてもしこの禍わざわいを免まぬかれんと欲するならば途みちはあったのであろう。もちろん人のかかる叛逆に至らずして悔い改めんことは彼の願いであった。しかしながらその遂ついに不可能である以上自ら難を免まぬかれようとは欲おもわなかった。


  
    今わが心憂うれえ悼いためり、何を言わんや、父よ、この時より我を救いたまえと言わんか、否いなこれがために我この時に至れるなり、願わくは父よ、汝の名の栄さかえを顕あらわせ（ヨハネ十二章二十七、二十八節）

  


  　これ受難の前に彼の祈りし言葉である。やがて時進みていよいよ捕卒とりては彼に迫った。ケデロンの河かわに近き園の中である。イエスと共にありしシモン・ペテロは堪たまらなくなった、彼の熱血は湧き立った、たちまち剣を抜いて一敵の耳を斬り落した。その時イエスは口を開いて言うた、


  
    剣を鞘さやに収めよ、父の我に賜いし杯を我飲まざらんや（同十八章十一節）

  


  　柔順なるは羊にあらずしてかえって牧者である、事ここに至るも彼はただ父と人とあるを知って己あるを知らない。


  



  ＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊


  



  　十字架は遂に立てられた、イエスは遂に釘つけられた。


  　来たりて見よ。


  　悼いたましき姿かな、棘いばらの冠を戴いただき衣は剥はがれ両手を展のべて彼は懸かかっている。その面おもてには限りなき憂愁の色が漂ただようている。しかしながらそれをも圧して人のすべて思うところに過すぐる大愛たいあいの光が輝き渡っている。


  　見よ、今彼の口は開く。敬虔なる祈りの声は我等の耳を衝ついて来る、「父よ、彼等を赦したまえ、そのなすところを知らざるがゆえなり」（ルカ二十三章三十四節）。「父よ、彼等を……」、しかり、彼等――叛逆者――わが敵――を如何いかにしたまえとや。罰したまえ？滅ぼしたまえ？否いなとよ、「彼等を赦したまえ」！これ果たして真なるか。何等の倒錯、何等の苦衷くちゅう、何等の忍耐、何等の寛容。ああ、驚くべき彼の大愛たいあいかな。かかる愛を人は未いまだかつて見た事がない。げにもこれを聞きし事はある、「汝等の敵を愛いつくしみ、汝等を呪う者を祝し、汝等を憎む者を善視よくし、虐遇迫害者なやめせむるもののために祈祷せよ」と（マタイ五章四十四節）。これかつて山上にて彼の訓おしえたまいしところであった。図はからざりき今日こんにち我等自ら敵となりて彼の言ことばの欺あざむかざるを実見じっけんせんとは。悔恨、感激交々こもごも至り、熱涙ねつるい滂沱ぼうだとして湧くを禁じない。


  　果然かぜん隣に懸かけられたる罪人の一人はこれを聞いて胸を打った、「かくてイエスに曰いけるは、主よ、聖国みくにに来たらん時我を憶おもいたまえ」。思わざる時思わざる人よりこの純じゅんなる告白を受けてイエスの慰籍なぐさめは如何いかばかりなりしぞ。事の終わりは寸刻の後に迫っている。しかして新しき福音はなおも彼の唇に上のぼった、


  　「誠にわれ汝に告げん、今日汝は我と共に楽園パラダイスにあるべし」（同四十三節）。「今日」である、「我と共に」である、しかして「楽園パラダイス」である、殊ことに罪人に向かってである。鮮あざやけき福音、いみじき同情、ここに又また人らしからざる愛の閃ひらめきを見る。


  　十字架の傍かたわらに悲痛の面おもてをもたげて立てるは何人なんびとぞ。イエスの一瞥いちべつは母と愛弟子あいでしとの上に注いだ。聞け、又彼の唇は動く、


  
    「婦おんなよ、これ汝の子なり」

    「これ汝の母なり」（ヨハネ十九章二十六、二十七節）

  


  　地に遺のこし往ゆく母を憶おもうて彼の濃こまやかなる愛情はかくのごとくに溢あふれ出いでたのである。語ことばは短し、されどその裏にいいがたき悲しみ、断腸の苦痛、しかして海のごとき浩愛こうあいが籠こもっている。


  　やがて物凄ものすごき寂寞せきばくは世を蔽おおうた、昼の十二時頃より三時に至るまで地の上遍あまねく黒暗くらやみとなった、黒暗くらやみその絶頂に達した時たちまち裂帛れっぱくの叫びは耳を劈つんざいた。


  
    「エリ、エリ、ラマサバクタニ」（我が神、我神わがかみ、何ぞ我を棄てたもうや）（マタイ二十七章四十六節、マルコ十五章三十四節）

  


  　愛する世の人よ、何ぞ悔い改めざるや、我が神よ、何ぞかくまでに見棄てたもうやと。よしこの語ことばが神の独子ひとりごの自覚最も鮮明なりし彼かれイエスの口に出でては素もとより絶望の声でないことは論を待たずといえども、その最も深刻なる苦悶の絶叫たるは明らかである。ああ、彼をしてかくまでに悶えしむる者はそもそも何人なんびとぞや。我等の叛逆の矛ほこは今し彼の心臓を抉えぐったのである。我等のために父の賜いし杯は今し彼かれの飲み干ほすところとなったのである。恐るべき犠牲の苦しみ、これみな我等のためである、しかりことごとく我等のためである。痛恨何ぞ堪たえん、慚愧ざんき何ぞ禁たえん。


  　かくして絶大の苦痛は十分に味わい尽くされた、人は己おのが叛逆の罪の深さ恐ろしさを面まのあたり隈くまなく見せつけられた、その時イエスの事は終わった、彼の貴たっとき面おもては和やわらいだ、


  
    「我渇く」（ヨハネ十九章二十八節）

  


  　声に応じて兵卒の呈ていせし酢を受くるや、


  
    「事終わりぬ」（同三十節）

  


  　たちまち最後の大声たいせいは響いた、


  
    「父よ、我霊わがたましいを汝の手に託あずく」（ルカ二十四章四十六節）

  


  　首こうべは終ついに俯たれたのである。
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  　人よ、汝は何を見たるや。


  　「罪」！


  　しかり、十字架の罪である、極罪きょくざいである、叛逆である、しかも真の罪人は誰たれぞ。


  　釘つけられたる彼に罪はなかった。彼は愛した、ただ我等を愛した。しかして我等は彼を釘つけた、エリ、エリ、ラマ、サバクタニと罪なき彼は十字架上に悶えた。


  　人よ、汝の見たる罪は誰たれの罪ぞ。


  　「愛」！


  　しかり、母を愛し、罪人を愛するのみならず、敵を愛するの愛である。愛のために甘んじて身を敵手に付わたし、しかして祈るところは「父よ、彼等を赦したまえ」である。これは「善き牧者ひつじかい」の愛よりも大いなるものである、これ到底とうてい人の愛ではない。


  　人よ、汝の見たる愛は誰たれの愛ぞ。


  　十字架―― 一線地に沿うて横たわり、一線天よりこれを貫つらぬく。横たわるものは「我等の罪」にあらずや、貫つらぬくものは「神の愛」にあらずや。


  　我等の見たるものはこの罪とこの愛である、この罪のために苦しみこの愛によりて我等を赦すイエスである、今や彼は神の子らしき者ではない、


  
    我等その栄さかえを見るに実まことに父の生みたまえる独子ひとりごの栄さかえにして恩寵めぐみと真実まことにて充みてり（ヨハネ一章十四節）

  


  　彼こそ確かに神の生みたまえる独子ひとりごである。その貴とうとき苦悶と測り難き愛とを見た時に、我等の頑かたき心は割然かつぜんとして砕けざるを得ない。無限の悔恨と、いい知らぬ感謝とは洪水のごとくに胸を衝ついて来て、熱き涙は迸ほとばしるのである。涙に曇りし眼を挙げて我等は神を仰ぐのである。「父よ！」我知らずかく叫び出いずるのである。「願わくは赦したまえ」、といいて彼に縋すがるのである。しかして思うところに過すぐる慈愛をもって彼に迎えらるるのである。旧ふるき叛逆はことごとく癒されて我等はもはや罪の軛くびきの下に苦しまないのである。今や我が主はイエス・キリストである、彼の霊が我等の心に臨のぞみて全く我等を支配するのである、彼の僕となりて我等は従来いままで予想だもせざりし大自由を取得するのである。今や闘うて勝たざるはない、苦しみて恵まれざるはない、躓つまずきてさらに大いなる望みを回復せざるはない。もちろん今なお艱難なやみはある、涙はある、罪も全く消え去らない。しかしながら身に余る恩寵おんちょうは日に我等を俟まつのである、尽きざる慰籍いしゃは常に彼より来るのである、罪を憎むの心は次第に我が性格となり往ゆくのである、今や天と地とは新しき光明をもって我を包み内心は歓喜と感謝との歌を唱しょうしてこれに応ずるのである、十字架上のイエス・キリストを見たるその時より我等の生命せいめいは一変したのである。


  　人よ、来たりて彼を見よ。彼は汝の叛逆を癒し、代かうるに信しんと望みと愛とをもってする。我等の生活の価値と意義とはただかくして得らるるのみである。我等は天下てんか一人にんの彼を知らざる者あるを欲しない。我等は世にある限り万民に向かって繰り返し叫ばんと欲する、曰く


  　来たりてイエス・キリストを見よと。


  
    注　「来たりて見よ」とはイエスが自己をその最初の弟子に紹介したまいし時並ならびに最初の弟子が又その友にイエスを紹介したる時に用いられたる言葉であって、言わばキリスト教の産声うぶごえともいうべきものである。「かく言えるを弟子（バプテスマのヨハネの）聞きてイエスに従い往ゆけり、イエス彼等の従えるを回顧ふりかえりみて、汝等何を求むるやと彼等に問う、答えてラビ何処いずくに住やどるやと曰う、イエス彼等に来たりて見よと曰いたまいければ云々」（ヨハネ一章三十八、三十九節）。「ピリポ、ナタナエルに遇あいて曰いけるは我等律法おきての中うちにモーセが載せたるところ預言者の記しし所の者に遇あえり、すなわちヨセフの子ナザレのイエスなり、ナタナエル言いけるはナザレより何の善き者出でんや、ピリポ彼に曰いけるは来たりて見よ」（同四十五、四十六節）。知るべし、キリスト教は初めより教理をかざす事なくただイエスその人の紹介をもって世に現われし事を。信仰とは彼を見て信ずることである、伝道とは彼について単純なる証しをする事である。

  


  



  イエスの二大慰藉


  



  　雪をいただくヘルモンの嶺は頭上に聳そびえ、その尾を引きたる岩根いわねこごしき渓間たにまを伝うて清冽せいれつの水幾筋いくすじガリラヤの湖さして流れ往ゆくところ、イエスは親しき少数の弟子を引き連れて歩みたもうのである。彼の伝道も最早もはや大分だいぶ終わりに近づいた。その権威ある説教も熱愛より出いづる奇跡も未いまだ睡ねむれるガリラヤ人の眼を醒さますことができない。しかも時は漸ようやく近づきつつある。異常の苦しみを受けて遂にこの世を去りたもうべきその時は今や程ほど遠からぬを自覚したもうた。人は未いまだ彼の何人なんぴとなるやを知らざるに神は早はやすでに彼を招きたもうのである。彼の恃たのみたまいしものは今その前後に手を携えて歩める少数の弟子あるのみであった。彼等はとにかく師を離れじと付きまとうている。たとえその中うちの一人が後に彼を渡すべき悪魔なることを夙つとに察知したまいしとはいえ、又たとえその多数はやはり彼を解すること一般人と多く異ならざるを知りたまいしとはいえ、一人あるいは二人の特別に神よりの黙示を受けて彼に関する真理を解し得た者がないであろうか。殊ことにかのぺテロは如何いかん。かつて夜中やちゅう海上を歩みて弟子等の舟に近づきたまいし時独ひとり「主よ」と呼びてその許もとに至らんとせしペテロ（マタイ十四章二十八節）、たとえをもて福音を語りたまいし時その意味の明らかに解かれんことを欲ねがうて熱心なりしペテロ（同十五章十五節）、少なくとも彼ぐらいは真理を見るの眼を開かれているのではあるまいか。イエスは人々についていたく失望したもうた、ただ一縷いちるの望みを少数の弟子の上に繋つなぎたもうた。


  
    イエス、カイザリヤ・ピリピの方かたに到りし時その弟子に問うて曰いけるは人々は人の子を誰というや、彼等いいけるはある人はバプテスマのヨハネ、ある人はエリヤ、ある人はエレミヤ、又預言者の一人なりといえり（マタイ十六章十三、十四節）

  


  　人々は彼の尋常人ただびとならぬを感じているはもちろんであるが、未いまだ何人なんびともイエスのキリストである事を知る者はない。バプテスマのヨハネ、エリヤ、エレミヤ又預言者、これみな信仰の勇士、ユダヤ史上の最大偉人、人類中の理想的人物である。しかしイエスを称するに何人なんびとをもってすとも彼を人類中の偉人として見ている間は人の眼の曇くもりは未いまだ拭ぬぐわれないのである。人々は果たして彼を了解していなかった。イエスは今更いまさらのごとくさびしみを感じたもうた事であろう。さながらこれ彼の予期したまわざりし事ではない。彼のいま知らんと欲したもう真意は「人々」にあるのではなくして「汝等」にあるのである。人々は素もとより未いまだ我を知らない、ただ汝等は如何いかん、汝等のうちせめて一人又は二人の真しんに我を解し得た者はないのであるか。


  
    彼等に曰いけるは、汝等は我を言いて誰たれとするか、シモン・ペテロ答えけるは汝はキリスト、活いける神の子なり（同十五、十六節）

  


  　果然かぜん、ペテロがおった。彼がそれであった。汝は人々の言うがごとくバプテスマのヨハネにもあらず、エリヤ、エレミヤ又は預言者の一人にもあらず、汝は偉人にあらず、汝イエスこそは偉人以上人類以上の救い主である、キリストすなわち活いける神の子であると、その答えは白日のごとくに明瞭であった。イエスの性格とそのこの世に来たりたまいし使命とは短き語句の中に十分説き尽くされた。我等の救わるべき途みちは彼をおいて他にないのである。ただ彼に従うて我等もまた神の子となることを得るのである。汝はキリスト活いける神の子なりと、これ真理中の真理、世界の最大真理である。しかしてこの大いなる真理は今初めて人類の口に上のぼった、（ペテロより以前にイエスを称して神の子なりと言いし者はないではないが、その何いづれも彼のごとく明白なる了解に基づく言でない事は前後の記事を読みて直ただちに察知しうるところである）（マタイ十四章三十三節、ヨハネ一章四十九節等）。シモン・ペテロ実によくも答えけるかなと言わねばならぬ。彼はこの時同じ弟子たちを代表して語りしのみならず、又実は我等全人類の代言者としてこの真理の表白をしてくれたのである。もし人類の言葉にして神の子イエス・キリストを慰むるものがあったとすればすなわちこの語であるに相違ない。


  
    イエス答えて彼に曰いけるは、ヨナの子シモン、汝は福さいわいなり、そは血肉汝に示せるにあらず、天にいますわが父なり、我又汝に告げん、汝はペテロなり、我が教会をこの磐いわの上に建つべし、陰府よみの門はこれに勝つべからず、又われ天国の鍵を汝に与えん、汝が地において繋つなぐことは天においても繋つなぎ、汝が地において解くことは天においても解くべし（同十七、十九節）

  


  と、もってイエスの満足を察すべしである。「福さいわいなるかなシモン」と言いたまいて彼の語調はさながら山上の垂訓のそれである。「天にいます父の黙示」、「教会の磐いわ」、「天国の鍵」と、かかる多くの高調なる言葉もて報いられてシモン・ペテロは恐らく自己の福さいわいを喜ぶよりも、むしろ人類について重かさね重がさね失望をのみ繰り返したまいしその主を少しく慰めえたる事を感謝したであろう。世を挙げて彼を信ぜず、彼を責め苦しめ遂に殺さんとしている間にただ一人ペテロのかくのごとく輝くばかりの信仰の告白をもって憂いに充みちたる主の心に大いなる慰籍なぐさめを献ささげたるを思うときは我等もまた衷心ちゅうしんよりこれを悦よろこびかつ感謝せざるをえない。イエスの感じたまいし最初の慰藷なぐさめは実にここにあった。


  　しかしながらシモン・ペテロは感情家である。彼はもちろん終局においてはイエスの預言通り教会の磐いわとなり使徒中最大者さいだいしゃの一人となったけれども、そのここに至るまでには幾多の激しき動揺に遭遇するを免れなかった。彼はたちまち電光の閃ひらめくがごとくに神よりの啓示を受くるといえども、又たちまちその消えて跡あとなき闇に帰するがごとくに人らしき感情に支配せらるるのである。彼はイエスと寝食を共にし朝夕ちょうせきその深遠なる教訓に親しみ、その人らしからざる浩愛こうあいに動かされ、その驚くべき異能を目撃して、遂に彼の性格の何であるかを知ることができた。光栄ある神の子、それでなくてはならぬ、しかり我等を率いて神の許もとに至りその右に座したもうべき救い主キリスト、彼こそはそれであるとペテロは知った。かくて彼はイエスの光栄を解した。しかしながらその受難に思い及ぶことはできなかった。苦痛と恥辱との焦点に立ちたもうべきイエスの姿を想像することは彼にとって耐えがたき事であった。しかもこの時イエスの特に彼等に教えんとしたもうところはまさに来たらんとするその受難である、死である。


  
    この時よりイエスその弟子に己おのれのエルサレムに往ゆきて長老としより、祭司の長おさ、学者等たちより多くの苦しみを受けかつ殺され第三日みっかめに甦よみがえる等とうなすべき事を示し始む（同二十一節）

  


  　ペテロは躓つまずかざるをえなかった。キリスト活いける神の子にいかでこの事あらんや、もしかかる苦き運命がエルサレムにおいて彼を待つならば主はこの際さい上りたもうべきにあらず、我等は力を尽くして彼の安全を護まもらざるべからずと、このように感じたのであろう。


  
    ペテロ、イエスを引きとめて、主よよからず、この事汝に来たるまじといいければ、イエス反顧ふりかえりてぺテロにいいたまいけるは、サタンよ、我が後うしろに退け、汝は我につまずくものなり、それ汝は神の事を思わず、人の事を思えり（同二十二、二十三節）

  


  　実にえらい相違であると言わねばならぬ。先には教会の磐いわをもって称せられ、今はたちまち聞くも忌まわしきサタンの汚名をもって叱しっせられんとは。ペテロといえども余りに事の意外なるに驚いたであろう。さりながら彼にも増して失望したまいしは主イエスである。「汝はキリスト活いける神の子なり」と告白しながらなおこの最も大切なる受難の真理、十字架の秘義を解するあたわざるか。我もし父の授けたもう苦き杯を飲まずんば人はいつまでも父を識しることができないのである。今我これがために往ゆかんとして汝我を阻はばむ、汝はすなわちサタンでなくてはならぬと。ああ、サタンか教会の磐いわか、シモン・ペテロは実にある時は磐いわであり、ある時はサタンであったのである。この後のちイエスの渡されんとしたまいし時にあたり、「みな汝に躓つまずくとも我は終ついに躓つまずかじ」（二十六章三十三節）とのいとも頼もしい告白をしたにもかかわらず、イエスは素気すげなく峻拒しゅんきょしたもうた、「我まことに汝に告げん、今夜鶏鳴かざる前に汝三度みたび我を知らずといわん」（同三十四節）と。しかして悲しいかなこの預言もまた見事みごと的中した。さればペテロは遂にイエス昇天の後のちまでなおその憂いの種であった。ヨハネの伝うるところによればイエス己おのれを三度みたび弟子等たちに現わしたまいし後、


  
    シモン・ペテロにいいけるは、ヨナの子シモンよ、汝これらの者に過まさりて我を愛するや、彼曰いけるは、主よ、しかり、わが汝を愛することは汝知れり、イエス彼に曰いけるは、我が羔こひつじを牧かえ、また再び彼に曰いけるは、ヨナの子シモンよ、我を愛するか（ヨハネ二十一章十五節以下）

  


  　かくて三度みたびまで同じ問いをもってペテロに訴えたまいしとある。その切々せつせつの愛情とその深刻なる憂愁ゆうしゅうとを思うて、我等はほとんど堪たえがたきを感ぜざるをえない。そもそもペテロにこの蹟つまずきありしは何の故ゆえであるか。イエスの光栄の一面を知ってその受難の一面を解かいしなかったからである。十字架上の死の真義を未いまだ味わいえなかったからである。しかしてイエスを知ってその受難と死とを解かいせざるは未いまだ彼を知り尽くした者ではなかった。否いな彼の救い主たる所以ゆえんはすなわちその死にあるのであるから、これを解かいせずして彼をキリストと称となうるも未いまだ真理の核子がいしに触れないのである。カイザリヤピリピにおけるペテロの大告白もここに至って頓とみにその価値ねうちを減ぜざるをえなかった。ペテロにしてなおイエスの死を解かいするあたわず、しからば彼の在世中これを知って貴とうとき慰籍なぐさめを献ささげた者は絶無でありしか。


  
    イエス、ベタニヤのらい病人シモンの家に居たまえる時ある婦おんな蝋石ろうせきの器物うつわものに価あたい高き香油においあぶらを盛りてイエスの食する所に持ち来たりその首こうべに注ぎしかば云々（マタイ二十六章六節以下）

  


  　時は過越すぎこし節の前二日、人の子の十字架に釘つけられんために付わたされたもうべき時は目前の間に迫っている。祭司の長おさと民の長老等としよりたちとは詭計きけいをもって彼を執とらえ殺さんと邸やしきの庭に集まり評議を凝こらしている。彼の弟子の一人は今や銀三十のために彼を付わたさんとて好よき機おりを窺うかがい待っているのである。しかしてイエス御自身はことごとくこれを知りたもうた。この苦き杯を父の聖旨みこころならば甘んじて受けなければならない。ああ、天国の福音を伝えたもうて三年、ユダヤの野にガリラヤの湖に彼の聖き姿は親しく影を印いんして、目あるものは見、耳あるものは聞きたるにもかかわらず、一人の真に彼を解かいするものなく、かえってその比たぐいなき真実まことと恩寵めぐみとのゆえに世は彼を置くに堪たえないのである。この時イエスの心に限りなき寂寥さびしみなくして何があろうか。素もとより父の賜う聖き慰籍なぐさめは彼の胸を充みたしてなお余あまりありしとはいえ、まさに彼によって救われんとするその人類中の何人なんびとかが一輪の花をもって彼の寂さびしき心を飾らざりしならば、我等は深き憾うらみに禁たえざるを覚ゆるであろう。幸いにしてここに一人の婦おんながあった。ヨハネの伝うるところによればそれはラザロ及びマルタの姉妹なるかのマリヤであるとの事である。かつてその家に主を迎えし時姉マルタは待遇もてなしの事多くして徒いたずらに思いみだれておったに反はんし、独ひとり主の膝下しっかに跪座きざして熱心に福音を求めていたかの婦おんなであった。


  
    マリヤは善き業かたを選びたり、こは彼より奪うべからず（ルカ十章四十二節）

  


  と主の弁護したまいしそのマリヤであった。聖書の記事のみによって見ても彼女は無口にしてさびしみを帯びたる婦おんなである。恐らく彼女の心を占めていたものは自己の罪に対する深き悔恨であったろう、天国に対する強き希望であったろう、心の貧しき者、哀かなしむ者、飢え渇くごとく義を慕う者、恐らくかかる人が彼女であったのであろう。しかしてイエスの受難と死とを解かいしうる者はかかる人でなくてはならない。もしペテロがここに蹟つまずきしとならば彼に代わってイエスの死と復活とにいいがたき同情を寄せたる者はマリヤであるべきである。果たせるかな、彼女にペテロの雄弁はなかったけれども又特別のふさわしき告白の途みちがあった。蝋石ろうせきの器物うつわものに高価なる香油においあぶら、これを注ぐは旧約時代以来の意味深き儀式である。しかしいまこれをイエスに注ぎかけて、ここに全く新たなるしかも最も深き真理が示された。この真理だけはペテロといえどもこれを掴つかむことができなかった。カイザリヤピリピにおけるペテロの雄大なる告白にいわば晴せいを点てんしたる完壁の真理、イエスをその十字架の下より仰ぎ見て主よと呼ぶ真まことの叫び、これを吐露したる者が使徒ならぬらい病人の家にありし卑しき一婦人であった。しかして憐むべし常時じょうじ主の側そばを離れず日夕にっせきその教訓に親炙しんしゃしたる使徒等たちはかえってその意味を読むことができない。


  
    弟子等たちこれを見て怒りを含みいいけるは、この費ついえの事をなすは何故なにゆえぞや、もしこれを売らば多くの金を得て貧しき者に施すを得えん（マタイ二十六章八、九節）

  


  これ正まさしく俗人の宗教観である。自ら砕けたる霊を有もたずして妄みだりに人を批評するものの愚かさよ。真理の美うるわしさは彼等の眼の前には封ぜられたる謎である。これを解とき得ずしてかえって自己の低き立場より免角とかくの評語ひょうごを放ちもってこれを汚さんとす、憐むべきは彼等である。


  　しかしながらイエスは素もとよりよく知りたもうた。心貧しき婦おんなマリヤよ、汝は今我がために葬りの儀式をなすのである、二日の後の悲劇はたとえ未いまだ明瞭には汝の予見するところたるあたわずとも汝の貧しき心のうちに何者か我が死につき囁ささやきつつあるは確かである、汝の聖き愛はその声に動かされてかくのごとき表現を取ったのである、福さいわいなる者よ、汝いま人の子にかかる同情を献ささぐるがごとくに天において汝の受くる報償むくいはいとも大いなるものがあるであろうと。イエスの感じたまいし慰籍なぐさめは深かった、ペテロが与えたる失望の痕きずはマリヤによって癒されたのである。


  
    イエス知りて彼等にいいけるは、何なんぞこの婦おんなを悩ますや、彼は我に善き事を行えるなり、貧しき者は常に汝等と共にあれど我は常に汝等と共にあらず、彼がこの香油においあぶらを我が体に注ぎしは我の葬りのために行なせるなり、我誠まことに汝等に告げん、天あめの下したいづくにてもこの福音の宣べ伝えらるるところにはこの婦おんなの行なしたる事もその記念かたみのために言い伝えらるべし（同十一、十三節）

  


  　イエスの福音は十字架の福音である。十字架上に顕あらわれたる驚くべき神の愛の福音、イエスの死によって我等罪人の上に降くだりし絶大なる恩恵おんけいの福音、これを離れてイエスの福音はない。ゆえに彼の死を解かいせずして彼を信ずることはできないのである。世の人素もとより解かいせず、弟子等たちすらなおこれを解かいするあたわざりし時、一人の弱きマリヤありて朧気おぼろげながらも彼の死を予感し悲痛やるせなく黙もくせんとして黙もくするに忍びず、語らんとして語るあらわず、遂に一壷ひとつぼの香油においあぶらを主の首こうべに傾け尽くして漸ようやくその切実なる愛を表わすことができた。正まさにこれ美うるわしき一篇の信仰詩、イエスは多分その特愛のダビデの歌を詠よむ心地ここちにて、否いなあるいはそれよりも一入ひとしば深き感慨をもってこのベタニアの一夕せきを過ごしたもうたであろう。十字架は今や近し、しかして唯ただ一人のこれを解するものあり、彼の心の寂寥せきりょうは癒されざるを得えんや。実まことに福さいわいなるはマリヤである、この名無き一婦人の繊手せんしゅによりて我等全人類の真心まごころ篭こめたる花環はなわが栄光の主の前に献ささげられたのである。かくて神の福音は智者かしこいもの達者さときものに顕あらわれずしてかえって赤子に顕あらわれたのである（マタイ十二章二十五節）


  
    我誠まことに汝等に告げん、天あめの下したいずこにてもこの福音の宣べ伝えらるる所にはこの婦おんなの行なしし事もその記念かたみのために言い伝えらるべし。

  


  



  イエスの神性


  



  
    それ神はその生みたまえる独子ひとりごを賜うほどに世を愛したまえり（ヨハネ三章十六節）

  


  　イエス・キリストは果たして神の独子ひとりごであるかどうか。彼は生誕の時よりすでに聖霊によって生まれたまえりという、余はその事実を信ずる。しかし人ありもし精緻せいちなる歴史の研究の結果を提ひっさげて余が目前にこの事実を否定せんか、この奇蹟的誕生に関する余が信仰はあるいは転覆てんぷくするかも知れない。パウロがロマ書において彼をダビデのすえ（男系）より出いづと明言せるがごときは現げんに余を悩ませる問題の一つである、余は処女懐胎の一事のみをもってイエスの神性を立証することはもちろん出来ない。


  　彼は死して後のち復活し処々ところどころにおいて幾度いくたびもその弟子の前に顕あらわれ又一時いちじに数百の人々に姿を顕あらわしたもうたという、余はこの事実を信ずる。イエスが復活体たいをもって、ことにその弟子等たちに再び遇あいたまいし事実を信ずる。しかしながらこれまた奇蹟である。奇蹟は我自身の上に又はわが眼前にて行われ自らこれを実見じっけんしたるものでない以上万一まんいちこれを否定するの新事実が発見せられたときに我は立って争うだけの根拠がない。史上の奇蹟を信ずるの信仰を支うるものは更さらに他になくてはならない。イエスの復活に関する聖書の記事のみが彼の神性に関する余の信仰の基礎とはならない。


  　彼は自ら神の子なりと称し又常つねに父と相あい抱くの生活をなしたもうた。彼の一生を見るときは、実に彼自身の言いたまいしごとく人として生活するイエスが生きたもうたのではなくして、父がイエスにありてこの世に働きをなしたもうたのであることを認めざるを得ない。父を離れて暫しばらくもイエスはなかった。これは驚くべき事実である。しかもいわゆる奇蹟ではない、神の子たるの自覚がかくも強大明瞭であったということは彼の神性を証明する有力なる事実である。しかしながらこれまたそれだけをもって動かすべからざる確証と見倣みなすことはできない。彼の自覚そのものが誤あやまりでないということを証明するものが更さらに他になくてはならないのである。


  　彼は罪なき一生を送りたもうた、パウロのいわゆる聖善せいぜんの霊をもって生活したもうたのである（ロマ一章四節）。罪なき生涯、これ人の送り得ざるところである。何人なんびとも絶対に罪なき生涯を送り得たるものはないのみならず将来といえどもまた絶無ぜつむであろう。罪の原理に関する学説は如何いかにもあれ、人類がことごとくその中に囚とらえられておるものなるの事実は否定するよしもない、又古来こらいこの事実を否定せんと試みたるものはない。ゆえにもしここに全く罪より離絶きぜつしたる一生を送りたる人があるならば、彼は正まさしく人ではない。しかしてイエスはかかる人であったのである。すなわち彼は人にして人にあらず、彼の神性を証明するにこれ以上の事実を持って来ることはできない。又この一事実がたしかである以上他ほかに何の証拠がなくとも彼の神性を証明するに十分である。しかしながらここに悲しきは罪に雲りたる我等の眼めである。身み自ら暗き罪の中にありて罪なき人を批判することは不可能である。何が罪であるか、そのことが明瞭にわからない。罪の罪たるは神の光に照らされて初めて顕あらわるるのである。神の側に立ちて罪を見て初めてその本体が明瞭にわかるのである。イエスの一生のうちには平和もあった、戦闘もあった、同情もあった、叱責もあった。否いな彼は決していわゆる聖人君子のごとき円満なる生涯を送りたまわなかった。彼の行いの節々ふしぶしのみを見るときは彼は不孝者ふこうもののごとくにも見ゆる、不敬漢ふけいかんのごとくにも見ゆる、狂人のごとくにも見ゆる、乱臣賊子らんしんぞくしのごとくにも見ゆる、現げんに彼はすべてかかる汚名を衣きせられて磔殺たくさつせられたもうたのであった。彼の神性を認むる前に彼の生涯の罪なきことを証明せんとするは難中なんちゅうの難事である、否いな不可能である、彼を主と仰あおぎ神の前に義とせられ聖霊の導きの下にある者にして初めてその事ができるのである。


  　しからば彼の神性は何に拠よりてこれを確かめうるのであろうか。生誕の奇蹟必ずしも固守するあたわず、復活の事実またこれを信仰の唯一の基礎となすことはできない、彼の自覚も彼を信じて初めてその真なるを知る、彼の生涯に罪なかりし事は最上の立証たるに相違なきもこれまたその事自体がさらに証明を要するのである。いわんや彼をその弟子が何と見たか、聖書に何と明言してあるかというがごときは直ちに執とってもって我の信仰の根拠とするに足りない事は言うまでもない。果たしてしからばイエス・キリストの神性は今ただ疑問の裡うちに封ぜられているのであるか、そもそも又これは各人の信仰に一任すべき主観的事実に過ぎないのであろうか。


  　否いなと答えざるをえない。すべて以上のごとき事実のほかに我等は幸いにただ一つ何としても疑うことのできない火よりも瞭あきらかなる確証を与えられている。それは何であるかと問うならば見よと言いて十字架を指すのである。そこに人は彼を釘つけた、しかしてそこに彼は人のために祈りたもうた。最大の敵意、しかして至上の愛、彼の一生の同情に報ゆるに人は殺戮さつりくをもってした、しかして人の殺戮さつりくに報ゆるに彼はなおかつ純じゅんの純じゅんなる愛をもってしたもう。ここに至ってもはや人の彼に報ゆべきものは尽きた。しかり、主よと呼びて己おのれのすべてを献ささぐるよりほかに今や彼を遇あつかうべき途みちはないのである。この十字架上の愛のみは説明を要しない、万人の胸に輝く大事実である、史上何人なんびとか斯かかる愛を抱くことを得たるか、これは確かに人の領分を超越しておる、この愛を懐いだくことを得るものはこれを人と呼ぶことはできない。しかしてこれを知って彼の一生を探るときは彼の人に対したもうや常にこの愛であったことを発見するのである。彼の三年の公生涯は十字架の愛の連続である。実に彼は終始しゅうし十字架を負いたもうたのであった。彼の最後はその一生の縮図である、模型である。我等はかかる愛の所有者に罪を想像することはできない。彼が復活したと聞いて疑うべくもない、彼が処女より聖霊によって生まれたもうたと聞いてこれを打ち消すことはできない。しかして彼が自ら神の子であると言うのである、いかにふさわしき事よ、彼が神の子でないならば我等はもはや神を見るの望みを抛なげうつべきである。しかり彼のみが神の子である。彼はたしかに神の独子ひとりごである。しかして彼のこの世に来たりたまいしは最初より我等を救うがためであったという、すなわち神は我等を愛するの余りその独子ひとりごを人として世に遣わししかも我等の罪のために殺戮さつりくせらるるをも忍びたもうたのである。神はかくまでに世を愛したもうのである、実にその生みたまえる独子ひとりごを賜うほどに。しかしてその確証は十字架にある、我等の信仰と希望との根拠は一いつに懸かかって十字架にあるのである。


  



  共働者イエス


  



  　今や人はみな重荷を負うて暮している、瑞あえぎながら人生の行路を辿っている。実にこの世に多くの艱難がある、心配がある、失望がある、又難むずかしき謎がある。吾等われらはかかる荷を負うてその重きに堪たえがたきを感ずるのである。もちろん時に我を忘れて苦し紛まぎれの気焔きえんを吐かぬでもない、雄大なる自然の懐ふところに抱かれて心腸しんちょうを一洗せんすることもないではない。我を慰むるに歌あり、我を励ますに友あり、家庭の和楽わらくあり、事業の快味かいみあり、しかもすべてこれらのものをもってして到底充みたすことの出来ない深い深い要求があるではないか。見よ何人なんびとの唇に感謝の歌が湧わいているか、何人なんびとの眸ひとみに希望の光が輝いているか、何人なんびとの頬ほほに歓喜の色が溢あふれているか、何人なんびとの腕に死をも恐れない勇気が充みちているか。紳士とよ、彼等は社交に長たけている、しかし真の友を有もたない。学者とよ、彼等はあるいは万巻の書を渉猟しょうりょうしたかも知れない、しかし真個ほんとうの真理を知らない。実業家とよ、彼等は霊魂の糧かてに乏とぼしき乞食こじきである。政治家とよ、彼等は政権のために売られたる奴隷である。宗教家とよ、彼等は神と財たからとに兼かね仕つかえんとする二頭の怪物である。吾等われらはただあちこちの労働者すなわち平民の中うちに僅わずかばかりの人らしき顔を見るのである、彼等は無用の虚栄心に悩まされない、生活問題もその低き生活と高き道念どうねんとに追い付かない、彼等には世の政治家実業家学者輩はいに見ることの出来ない喜色きしょくがある、がしかし彼等にも実は苦労の雛しわの伸のびる暇とてはないのである、彼等に卑屈の相そうはない、しかし真個しんこの独立 と自由との気象きしょうを見ることが出来ない、彼等に心配は少ない、しかし絶対の平安はまだその手に握っていない、彼等もやはり労する者重荷を負える者である、その日に焼けたる瞼まぶたにもしばしば涙の露つゆが宿るのである、その逞たくましき筋肉にもしばしば倦怠けんたいの色が現われるのである。ああ、吾等われらはみな鹿の渓水たにみずを慕うよりも切に平安を慕うてやまない、労働者と貴族と学者と政治家と、否いな全人類の背に負わされたる重荷を取り去ってその渇ける心に歓喜の泉を充みたすべきものは果たして誰であるか。


  
    すべて疲れたる者また重きを負える者は吾われに来たれ、我れ汝等を息やすません（マタイ十一章二十八節）

  


  　喜べ楽しめ、汝の萎なえたる手を強くし弱りたる膝ひざを健すこやかにせよ。明白なる福音は吾等われらの耳朶じだを打ちつつあるのである。その声に世の常の生温なまぬるき響きはない、絶対的である、無条件である、しかも最も個人的である。「往ゆけ救いの途みちは彼方かなたにあり」ではない。「来たれ、我に来たれ」である。指図ではない、招待まねきである、親友を呼ぶ言葉である、これよりも柔やさしき声を聞くことは出来ない。「我れ汝等を息やすません」という。「我れ汝等に息やすみを与えん」ではない、我自身汝等の息やすみとならんである、我自身を息やすみとして汝等に与えんである。驚くべきかな、吾等われらは未いまだかつてかかる申し出を受けたことはない。そは余りに嘘らしくある、何となればもしこの約束が真まことであるならば「我」とはもちろん人以上のものでなくてはならない、しかもその貴とうとき身を贈物おくりものとして敢あえて我等ごときものに提供せんとは果たして真実であろうか、吾等われらはかかる逆説パラドックスを信ずるに躊躇ちゅうちょするのである。しかしながら彼は又いう、


  
    我は柔和にして心の謙遜なる者なり（同二十九節）

  


  　「偉大なる者は我なり」とはいわない、「高潔なる者は我なり」とはいわない、「柔和にして謙遜なる者は我なり」と、しかりこれ実に彼の名である。これよりもふさわしき名を彼に附ふすることは出来ない。


  　見よ、学者、パリサイの徒と、政治家、軍人の恐れし彼に憚はばからず近づきて、満腔まんくうの敬愛を献ささげたる者の多数は婦人であったではないか。姦淫をなせる女の捕えられて彼の許もとに来たりし時の彼の裁判さばきは如何いかがであったか。己おのれを敵に渡さんがために裏切らんとせる弟子を彼は如何いかに遇あつかいたまいしか。兵卒及および下吏したやくども炬たいまつと剣つるぎとを携えて彼に迫りし時如何いかにして捕われたまいしか。唾つばきせられ鞭うたれ棘いばらの冠と紫の袍うわぎとを被きせられあらゆる嘲弄ちょうろう侮辱を受けたまいし時の彼の態度はどうであったか。しかして終ついには十字架に附つけられて却かえって敵のためにその罪の赦されんことを祈りたもう。これ実に柔和の中の柔和であって吾等われらの怪あやしとするところである。そこに微塵みじんも自己の主張を見ることが出来ない。無限の信頼絶対の帰依きえとはこの事である。蓋けだし柔和とは己おのれの力を殺して神の力の発現はつげんを待つことである、一切を神の御手に委まかせ奉まつるがゆえに己おのれの手を挙あぐるを要せざることである。イエスのこの世に来たりたまいしは神の聖旨みむねを成らしめんがために外ほかならなかった、ゆえに彼は最初よりして信頼の人帰依きえの人であった、彼の柔和はすなわち神の聖旨みむねの進むべき軌道であった。吾等われらはイエスの柔和に信仰の典型タイプを認むるのである。吾等われらは柔和の人イエスに人の子―神に酔える人の子を見るのである。柔和とは畢竟ひっきょう人の神に対する絶対の信頼に外ほかならぬのである。


  　イエスは又神の子であった。彼の神格は彼の罪無き生涯の証明するところである。彼は天において神と共にあった。人類にしてもしかくまでに堕落せざりしならば彼はその国を棄ててこの世に降臨こうりんするに及ばなかったのである。しかしながら人の罪を救わんがために神は遂にその独子ひとりごを送りたもうた、神の子は人としてこの世に降おり立った。しかも王侯の宮殿にあらず、天下の首都にあらずして、ユダヤの片隅かたすみである、大工の家庭である、馬槽うまぶねの中である。何たる謙遜！更さらにその地上の一生を見よ。税吏みつぎとり及および娼妓あそびめの友、らい病人に親しみ、弟子の足を洗い、遂に十字架を負うて雪よりも白き身に世の罪をことごとく引き受けたもう。神の子が人として生まるる既すでに驚くべき謙遜であるのに、人として死するに至っては余りに極端であるといわねばならぬ。しかしながらこれ実にやむをえぬことであった。彼は最初よりして世の罪を負う羔こひつじである。親が子の苦しみを自分のものとして苦しむがごとく神が人の罪を自ら犯せしものとして処分したもうのである。神たるの栄光を棄てて人たるの恥辱を甘受かんじゅしたもう、神の独子ひとりごたるの幸福を棄てて罪人の贖い主たるの不幸を選びたもう。「それ神はその独子ひとりごを賜うほどに世を愛したまえり」。吾等われらはイエスの謙遜に恩寵おんちょうの結晶を見るのである。吾等われらは謙遜の人イエスに人煩悩の神の子を認むるのである。謙遜とは畢竟ひっきょう神の人類に対する切せつせつ々の同情に外ほかならぬのである。


  　この柔和にして謙遜なるイエス・キリストは今現げんに吾等われらと共にありたもう。吾等われらは彼の姿を認むることは出来ない。しかし彼の霊の力を切実に感ずることが出来る、彼の呼び声をさやかに聞くことが出来る、彼は今もなお万人に向かって呼びたもうのである、「来たれ、我れ汝等を息やすません」と。しかして心の貧しき者は最も敏さとくこの声を聞きつける。羔こひつじよりも柔和なる彼の招きを受けて吾等われらは何を措おいても彼に往ゆかざるをえない、限り無き親しみを感じて急ぎ起たって彼に往ゆかざるをえない。「我が軛くびきを負うて我に学べ、汝等心に平安を獲うべし」と（同節）、すなわち謙遜なる彼は吾等われらの共働者きょうどうしゃとなりたもうのである。吾等われらと同じ軛くびきを共に負いたもうのである。世の罪を自己おのれの双肩そうけんに負にないたまいし彼は今もなお吾等われらの重荷の凡すべてを引き受けたもうのである。しかして吾等われらはただ彼の軛くびきとしてこれを負い、彼が絶対の信頼をもって父に委まかせたまいしごとくにすべてを彼に委まかせて安やすんずればよいとのことである。彼の異常なる謙遜によって憚はばからずして彼を共働者きょうどうしゃと呼び、吾等われらの重荷を彼の肩にうち懸かけ、しかして彼の柔和に学び、彼のごとく神に信頼すればよいとのことである。すなわち彼を共働者きょうどうしゃとするに依よってすべての重荷に打ち勝ち、かつ神に頼よれる深き平安を味わうことが出来るのである。彼自身がわが息やすみとなるのである。彼を措おいてかかる共働者きょうどうしゃはない。ただ彼のみは朝あしたより夕ゆうべまで、昨日も今日も永遠までも変わらず、我と共に同じ軛くびきの下にある。しかして我れ疲るる時に我がために歌い、我れ蹟つまずく時に我を起こし、我れ前途を見失うとき我に希望の光を与う、我れ死の海に出でんとする時もなお我を離れず我が水先案内となりて神の国まで我を導いてくれるのである。実に彼と共にありて我は暫しばらくも神を忘るることは出来ない。彼と共にありて彼のごとく神と語らざるをえない。彼あるがゆえに神の愛は常にわが心を潤うるおし、神の平安はわが胸に漲みなぎるのである。ああ、親しき共働者きょうどうしゃイエス、彼はわがすべてである、我に賜いし神の恩恵めぐみのすべてである。世の労働者よ、彼を友として汝の額ひたいの皺しわを平たいらかにせよ。学者、貴族、政治家、宗教家、否いなすべて疲れたる又重きを負える者よ、往きて彼を友とせよ。しからば初めて汝等の深き要求は充みたされるであろう。


  



  教理と信仰


  



  　ナザレのイエスの説きたるキリスト教の教理は何であるか。詮せんじ詰つむればただ神の愛である。しかしてこれはイエスが説きたるがゆえに真理であるのではない、何人なんびとが説きたりとも神の愛は永久の真理である。釈迦もこれを説いた、仏教の教義また詮せんずるところこれに外ほかならぬ。この真理を明らかにするがための説き方には色々あったかも知れぬ。皮膚の色は異ちがっていたかも知れぬがしかし骨は同一である。その教理より見てキリスト教と仏教とは必ずしも別物ではない。神の愛はすべての宗教の帰するところである。磁石が北極を指すように宗教という宗教は皆この真理を目指しているのである。


  　しからば何ゆえ独ひとりキリスト教のみが余を救うてその他ほかの宗教は余を救うことが出来ないのであるか。


  　余は素もと仏教に負うところ甚はなはだ多い。ことに我が国の親鸞上人しんらんしょうにんの称となえたる真宗しんしゅうのごときはその単純にして深奥しんおうなる教理が強く余の心を引きつけるのである。そのただ聖名みなの奉唱ほうしょうすなわち信仰のみによりて救わるという思想や罪人ほど一層深く如来にょらいに愛せられるという信念のごときは、これを余の手に握り占しめ余の胸に抱き占しめたく欲おもうのである。現げんに余は幾度いくたび仏教の教えによって慰安いあんを獲えたかも知れない。余の失望せる心に向かって親鸞上人しんらんしょうにんの手より温あたたかき同情を投ぜられたる事は決して少なくない。それにもかかわらず仏教は遂に余の力となることは出来なかった。彼は光明の所在を示してくれたけれどもそこに達すべき途みちを教えてくれなかった。彼は余の心に高き理想を抱いだかしめたけれども余の全心ぜんしんに大革命を起こし、旧ふるきは去って皆みな新しく成ならしむるの力は無かった。余をして余の所有物もちものをことごとく棄て去り、赤裸々せきららとなってただ神の愛にのみ頼らしむる力は無かった。痛切なるあるいは強大なる誘惑の襲撃に対して泰然たいぜんとして「サタンよ退け主たる神を拝しただこれにのみ仕うべし」と言わしむるの力は無かった。いわんや死の手が今や余を拉らっし去らんとする時に、


  
    ああ日没、明星みょうじょう見ゆ

    我を喚よぶ声のあざやかさ

    ・・・・・・・・・・

    大潮おおしおは遠く我を運ばんも

    我一度ひとたび沙洲さすを過すぎなば

    我が水先案内を面まの当あたりに見ん（テニスンの詩、畔上氏訳による）

  


  と歌わしむるだけの力がないことは明らかである。実まことに余は仏教の招きに応じ余の傷手いたでをつつんで彼に赴おもむくも、彼は安やすからざるに安やすしと宣言するのである。彼の言葉は甘くかつ清い、しかし彼の手は余の五尺の体たいを支うるに足りない。彼は平常無事の日においてあるいは余の友らしく見ゆるかも知れない、しかし余の心の顛倒てんとうせんとする時に余の杖たるの用をなさない。これを要するに仏教の提供するものは陰影いんえいであって実体ではない、救いの宣言であって救いの綱つなではない、彼に頼って救いに入いらんと欲ほっするも遂に失望に終るの他ほかなきはまことにやむをえないのである。


  　蓋けだし信仰は信念ではないのである。信仰は信頼である、依頼である。神を信ずるとは単に神は愛なりと思惟しいすることではない、自己の身体しんたい財産は素もとより心霊までをも賭として神の愛にうち頼るのである。自分という自分を一切いっさい投げ出してお委まかせするのである。万一まんいち間違ったとするならば実じつに永久取り返しのつかざる最大の冒険である。何人なんびとがこの冒険の保証をするか。宗教家の説教や預言者の預言ではとてもこの重大なる保険に値あたいしないのである。いわんや一教一派の教理のごときは空虚の響きである、これに自己を託たくするは氷に火を託たくするよりも危険である。我等に対して神の愛の保証をするものは又それ自身神に等しき信用を有するものでなくてはならない、しかも我等と同じ血と肉とを備え我等の眼めをもって見、手をもって触れうべき生きたる人格者でなくてはならない。人にして罪なき者、神にして肉を備えたる者、もしかかる者が世にあってその行いをもって神の愛を保証してくるるならば、我等は安んじて信頼することが出来るであろう。もしかかる者が我等の罪のためにその生命いのちまでをも犠牲にしてくれるならば、我等は最早もはや神を疑わんと欲するもあたわない。もしかかる者が神の独子ひとりごであって、神が我等を愛したもうの余りその独子ひとりごを我等に賜うたのであるとしたならば、我等は今や彼自身を我等の主と仰ぎ、自ら彼の僕しもべとなって一切いっさいを彼に委まかせ、ただ彼の命めいのままに服従することが出来るのである。彼の霊を我等の霊の内に迎え、彼をして我を征服し支配せしめ、我に死して彼に生くることが出来るのである。我の力なるものをことごとく棄て去り、彼の力をそのままに我がものとすることが出来るのである。従って彼と共に神に向かいアバ父よと呼びかくることが出来るのである。彼を伴侶ともとしてあらゆる誘惑に打ち勝つことが出来るのである。彼を水先案内として死の瀬戸せとをも勇ましく打ち超ゆることが出来るのである。これすなわち信仰である。この偉大なる伴侶この力強き水先案内がなくして、何人なんびとが神の愛を疾呼しっこするとも余は到底信ずることが出来ない。


  　ああ、この伴侶ともこの水先案内は何人なんびとぞや、神の子は果たして何人なんびとぞや、ナザレのイエスこそはその人ではないか。我等と同じ肉を享うけてしかも罪を犯ししことなく、十字架に釘つけられてなお人を愛し、死して後のち甦りしイエス・キリストこそは紛まごうかたなき神の子ではないか。彼に依り頼み彼の肉を食らい彼の血を吸うて初めて永生えいせいは我等に臨のぞみ神の愛は我等のものとなるのである。救いの途みちはただイエス・キリストにのみあるのである。彼あるがゆえに救わるるのである。キリスト教の教理必ずしも優秀なるにあらず、イエスの教えは必ずしも釈迦の教えに勝まさらない。問題はただイエスその人を受くるか否いなかにある。彼を抜きにしたる仏教その他の宗教が余を救うあたわざるは少しも怪あやしむに足りない。ゆえに又たとえクリスチャンと称しょうするも、イエスの教えを聞いたばかりで彼と一つにならざるものは到底神の愛を我がものとすることは出来ない。ただ全く彼と結び付いて初めて我等は磐いわおの上に立ちしがごとく安全なることをうるのである。マタイ伝七章二十四節以下はすなわちこの事を教えるものに過ぎない。


  
    このゆえにすべて我がこの言ことばを聞きて行う者を磐いわおの上に家を建てたる智かしこき人に譬たとえん、雨降り大水おおみず出いで風吹きてその家を打てども倒るることなし、これ磐いわおを基礎となしたればなり。すべて我がこの言ことばを聞きて行わざる者を沙すなの上に家を建てたる愚かなる人に譬たとえん、雨ふり大水おおみず出いで風吹きてその家を打てば倒れてその傾覆たおれ大いなり。

  


  　「我が言ことばを聞きて行う者」「行わざる者」とあるその「行う」という字は原語にてあるいは「獲得する」「創造する」「守る」等の意義を有する語である。ここに記されたるも畢竟ひっきょう「イエスその人を我がものにする」、あるいは「旧ふるき自己を彼と共に十字架に附つけて新しき自己を創造する」、あるいは「彼を主と仰ぎ彼の僕しもべとなりて絶対的に彼の命令に服従する」等の意義を寓ぐうするのであって、つまりイエスその人に対する信仰を意味するに外ほかならぬ。彼自身が真理であるから、彼の言ことばを行うとはすなわち彼自身を身に体たいすることである。


  



  子たる者の自由


  



  
    我キリストと共に十字架に釘つけられたり（ガラテヤ二章二十節）

  


  　十字架に釘つけられたものは独ひとりナザレのイエスのみではない、我もまた彼と共に十字架に釘つけられている。我は如何いかにして十字架に上のぼりしか、そのことは知らない。しかしながら十字架上のイエス・キリストを仰ぎ見し時に、彼が何のために十字架に釘つけられたまいしかをはっきりと解かいし得た時に、その時我もまた彼と共にすでに十字架の上につけられていることを発見したのである。今やわが旧ふるき野心も感情も財産も勢力も皆かしこに釘つけられている。昔讃美の眼めをもって見しもの、憧憬あこがれの心を注ぎしもの、楽しみしもの、誇りしものは皆無残むざんにも釘くぎの下に打ちつけられている。今や我は一世いっせいの雄ゆうとなって天下を風靡ふうびせんとの野心を有もたない、今や巧たくみに社会の風潮と推移しつつその改善を図はかるがごとき真似をなすことは出来ない、今や隣人と共に躍り狂うことは出来ない、およそこの世限りのものに興味と尊敬とを有もつことは出来ない、安楽なる生涯や所謂いわゆる幅の利きく境遇は我がものではない。それゆえ昔我に対して多少の望みを嘱しょくせしものは皆失望の声を発するのである。彼等はその心中に独語ひとりごとしていう、「実に惜しいことである」と。彼等のあるものは今もなお我を呼び戻さんと試みつつある、ことに純じゅんなる愛の心より我に様々の期待をかけし者は今や深き痛みを胸に圧おさえている、どうかして今一度旧もとの我に帰さんとは彼等の切なる願いである、しかしてその事の遂に不可能なるを知って彼等は失望の余り叫ぶであろう、「彼はすでに死したのである」と。しかり実にそうである。我はすでに死したのである、十字架上にイエス・キリストと共に死したのである、かつて世の人の心にあるものとして認められたる我は今はかしこに釘つけられているのである。我は再び十字架より降りることは出来ない、我はかかる姿のままで世より全く葬り去られんことを欲するのである。


  　しかしてかくのごとく我を葬り去ることは我を愛する者に取って深き悲しみである、彼等はただ失望の嘆きのみをもって我を送るのである、その愛より出いづる涙を見て我もまた心動かざるをえない、我もまたこれがために泣かざるをえない。さりながら我は果たしてただ涙をもって送らるべきであろうか、彼等の愛する者が十字架につけられしことは果たして彼等の心より何かを奪ったのであろうか、旧ふるき我の死したることは果たして悲しむべきことであるか。


  
    もはや我生けるにあらず、キリスト我にありて生けるなり（同章同節）

  


  　旧ふるき我は死した、ゆえにもはや我生くるのではない。それにもかかわらず我は生きている、新しき我は立派に生きている。これすなわち我ではない。我はキリストと共にすでに十字架上に死した、しかし彼は死さない、彼は復活したもうたのである、しかして彼がまた死したる我を復活せしめたもうたのである。もちろん旧ふるき我を再び生かしたもうたのではない、ここに全く新たなる誕生が行われた、新しき我が造られたのである。新しき我とは何ぞ、我が眼わが口は依然として旧もとのままであるかも知れない、しかしながら我が内心に昔見ざりしものがある、我が内心に主人が座っている、彼が今や絶対の権能をもって我を支配している、我が物言うは彼が言うのである、我が事を行うは彼が行うのである、我が生命せいめいのすべては彼より出いづるのである。ゆえに新しき我の価値は彼の何人なんびとなるかによって定まるのである、しかして彼はすなわち神の子イエス・キリストである、彼は自己の生命せいめいを中心として新しき我を造りたもうたのである、彼を唯一の主人として又無二むにの親友として心の奥に迎えしものが新しき我である。


  　旧ふるき我と新しき我との間にこの外ほか別に変わりはない。しかし心の奥に彼を迎えたというこの一事は、我なるものを全然別のものにしてしまったのである、天地の間における我の地位を一変してしまったのである、実にその相違は根本的であって何物の変化もこれに比ぶることは出来ない。


  
    汝等すでに子たることをえしがゆえに神その子の霊を汝等の心に遣おくりアバ父と呼ばしむ（同四章六節）

  


  　彼すなわち神の子を心の奥に迎えてより、ただ一つ従来になき経験を有もったのである。「アバ父！」かくいいて神に縋すがるをえることがそれである。旧ふるき我にこの事だけは出来なかった。社会に勢力を占むることは出来たかも知れない、有益なる事業をなし遂ぐることは出来たかも知れない、しかしながらただこの一事だけは不可能であった。もちろん旧ふるき我も幾度いくたびかこの事を欲した、父なる神を見んことを欲した、が遂に不可能であった、「父よ」の呼び声を心の底より発することは遂に不可能であった。今は又わが能力も勢力も十字架につけられた、その代わりに見よ、我は満心の渇仰かっこうをもって「父よ」と叫ぶことが出来るのである。歓喜に充みちた時にもかく呼ぶのである、失望に沈んだ時にもかく呼ぶのである。我はこの声がわが心の那辺どのへんより出いづるかを知らない、多分心の奥にいますわが親しき主より出いづるのであろう、それに相違ない、何となれば彼を迎えて初めてこの事が出来るようになったからである。彼の霊が我をしてかく叫ばしむるに相違ないのである。しかして彼はすなわち神の子なるがゆえに彼の霊を迎えて我もまた子たるの資格を得しとは、いかにもさもあるべきことではないか。しかりかくして我は現実に子たるの資格を獲得したのである。神に子とせらる（あるいは義とせらる）とは単に子なりとの宣告を受くるのみではない。子たるの実力を与えられずして子とせらるることは出来ない。しかして父よと呼び子よと呼び交かわすその混まじりなき愛が現実に成立して、ここに初めて神に子とせられ即すなわち義とせられたのである。これが出来るまでは我は何でありしとも子ではなかった。これが出来てからは我は何でなかろうとも神の子たることだけは確実である。子と名づけられて子となったのではない、子たるの実力を与えられたるがゆえに子たらざるを得ないのである。


  
    このゆえに汝はもはや僕にあらず子なり…汝等神を識しらざりし時はその実じつ神にあらざる者に事つかえて僕たりき（同七、八節）

  


  　子となるまでの我は何であったか。その元気は盛さかんにその野心は強くその勢力は大だいであったにもせよ、要するに一個の僕しもべに過ぎなかった。名利めいりを獲えて名利に囚とらわれ、人を頤使いしして実は人に事つかえ、罪と死とに翻弄ほんろうせられ、多くの朽つべきもののために我が心は八方より抑おさえられていたのである。此方こなたに好よからんとすれば彼方かなたに悪あしく、右に伸びんとすれば左に屈し、矛盾又矛盾、弥縫びぼう又弥縫びぼう、内心の空虚充みたすに由よしなく僅わずかに不徹底なる慰安いあんを漁あさりてはかなきその日ぐらしを続けていたのである。ああ、これ実じつに現下こんにち世界幾億いくおくの人々の飾らざる内的消息しょうそくではないか。かの自信あるらしき学者政治家事業家の心事しんじも畢竟ひっきょうここを出ないではないか。これはこれ神を識しらざるものに取とって当然の途行みちゆきである。未いまだイエス・キリストを心に迎えざる者にして独ひとりこの事を秘ひせんとするは無益である。子たらざる者の身分は僕たるより外ほかないのである。旧ふるき我は実にこの世の奴隷たるを免まぬかれなかったのである。


  　しかるにキリストを迎えて我は釈放せられた、彼は奴隷たる我を贖あがなうて子たる身分を附与ふよしてくれた、彼は旧ふるき我を十字架につけてすべて我が心を縛りし虚栄や情欲や情実じょうじつを蹂躙じゅうりんしてしまった、しかして自ら代わって新しき我の主人となったのである。我はすなわちこの世の奴隷より脱まぬかれてキリストの僕しもべとなったのである。キリストの僕は奴隷ではない、子である。彼が我等の主たるは世の常の主人のごときではない、限り無き愛の主である、ゆえに又友である、新郎はなむこである、彼のごとき新郎はなむこを得て我はすべて今までの欲望を抛なげうたざるをえない、彼のごとき友を得て我はあらゆる恐れを棄すてざるを得ない、彼と共にあってこの世の光輝こうきは我が眼を眩くらませんとするもあたわない、彼の声を耳にして社会の喧騒けんそうは我が注意を奪わんとするもあたわない、彼に手を執とられて死も我を劫おびやかすに足りない、彼を主と仰ぐことを得て旧ふるき我を十字架上に曝さらすことは更さらに惜しくないのである、彼を迎えてなおかつ奴隷の軛くびきに繋つながるることは不可能である。


  
    イエスキリスト我等を釈ときて自由を得させたり、このゆえに汝等堅く立ちて復ふたたび奴隷の軛くびきに繋つながるるなかれ（同五章一節）

  


  　否いなただに奴隷の軛くびきより我等を釈とき放ちたるばかりではない、彼は今や我が内心に常住じょうじゅうして刻々こくこくに我を導きたもうのである。彼に導かれて我もまた子たる者の霊を有もつことが出来た。かくて我もまた彼と均ひとしく神の世嗣よつぎとなったのである、神の国を承うけ継ぐべき者は我等である。否いな彼と結び付いてすでに我等は神の国を嗣ついだのである、すでに天国の市民となったのである。もちろんこの国にありて我等は独ひとり自ら歩みうるのではない、歩ほ一歩いっぽ彼は我が手を執とって進む、彼の赴おもむく所に我は赴おもむく。かつて幾度いくたびか到達せんことを企くわだてて遂に失敗したるいと高きあるいはいと深き所へも、彼に導かれて今は到いたり着くことをえるのである。これ我わが行ゆくのではない、彼が連つれ行ゆくのである、彼と共に歩みて我が足は自然に前に進む。荊棘けいきょくも我を妨ぐるあたわず、雲霧うんむも我を遮さえぎるあたわず、彼の足跡そくせきを印いんする所に我もまた足跡そくせきを印いんする。しかして彼の道は愛である、ゆえに我もまた愛の道を辿らざるをえない、かくして彼と共にその高峯こうほうによじ登りて美しき峯々みねみねの眺望ちょうぼうを恣ほしいままにせざるをえない。


  
    霊みたまの結ぶ所の果みは仁愛じんあい、喜楽きらく、平和、忍耐、慈悲、良善りょうぜん、忠信、温柔おんじゅう、樽節そんせつ（同二十二節）

  


  と、かかる多くの賜たまものは求めずして自おのずから我がものとなるのである。実に彼を友として以来人生の味は一変するを感じた。罪は自おのずから我が心より離れ愛と義とは徐々にわが性格となりつつある、不思議なる手がわが胸の中うちの雑草を取り除きて美よき種を植えつつあるのである。これすなわち聖きよめである。しかして子たる者の自由とは畢竟ひっきょうこの不思議なる聖きよめに外ほかならぬのである。


  
    今より後誰も我を擾わずらわすなかれ、そは我われ身にイエスの印記しるしを佩おびたればなり（同六章十七節）

  


  　しかり、我は身にイエス・キリストの印記しるしを佩おぶるのである。我は彼と共に十字架につけられ、彼によって義とせられ、彼によって聖きよめられつつあるのである。すなわち我が全身が彼の印記しるしである。その限り無き光栄を憶おもうて感謝の涙に咽むせばざるをえないのである。


  



  活ける水


  



  　イエスはいまガリラヤ指さして旅したもう途上である。途みちは日頃ユダヤ人と互いに蔑視べっしして交際をなさざるサマリアにかかった。とある小邑しょうゆうのほとりに辿り着きたまいし頃は早はや日も高く昼の十二時頃であった。路傍ろぼうに見ゆるは由緒ゆいしょも深きヤコブの井いどである。水に不自由なるユダヤの曠野あれのを歩みたもうことすでに半日、身は相応に疲倦つかれを催もよおし喉のどは少なからず渇いている。イエスは座したもうた。簡単なる昼食ちうじきを備えんとて弟子たちは邑むらに立ち去った。引きかえに現われ来たりしは水瓶みずがめを小脇こわきに抱かかえしサマリアの婦おんなである。井いどの傍そばに見識みしらぬユダヤ人の蹲居そんきょせるを見て小こうるさしとや思いけん、されど何気無なにげなき素振そぶりにて汲器つるべを下げた。その時イエスは徐おもむろに口を開きて「我に飲ませよ」と要もとめたもう。婦おんなは意外なる面持おももちである。「汝はユダヤ人にして何ぞサマリアの婦おんななる我に飲むことを求むるや」、彼女は怪しまざるをえなかった。しかしイエスは答えたもうた、


  
    汝もし神の賜たまものと我に飲ませよという者の誰たれなるを知らば汝なんじ我われに求めん、さらば活いける水を汝に与うべし、

  


  ユダヤ人なりとて怪しむなかれ、汝もしかく言う者の何人なんびとなりやを知らば我いま汝に水を求むるごとく汝もまた我に求めん、しからば井いどの水ならぬ活いける水を与うべしと。婦おんなの怪訝かいがは一入ひとしば募つのった。汲器つるべなく井いどもまた深きに活いける水とは何処いずこより汲くみしものなるべき、そもそもかかる不思議を語るこの人は果たして誰たれぞやと。しかしイエスはなおも続けたもう、


  
    「すべてこの水を飲む者はまた渇かん、されど

    我が与うる水を飲む者は永遠に渇く事なし、かつわが与うる水はその中うちにて泉となり湧き出いでて永生かぎりなきいのちに至るべし」

  


  井いどの傍かたわらにて水の話である、ユダヤ人がサマリアの婦おんなに言うとはとの怪訝かいがに対して、「我の誰たれなるを知らば」といいたもうのである。話題は極めて自然的である。ここに一杯の水を求むるの序ついでに深遠なる真理を語りたもうと気付きつかざるは、独ひとりサマリアの婦おんなのみではあるまい。しかし我等は見落としてはならない。日常平凡の事例をもって神の真理を説明したもうはイエスの常の筆法ひっぽうである。彼は今人類の救済について語りたもうのである。神の愛と信仰とについて語りたもうのである、パウロの言葉にて義と聖と贖しょくとについて語りたもうのである。しかりこの簡単なる井端いどばたの立話たちばなしの裡うちに限りなく深き真理がある、キリスト教の奥義がそこに籠こもっておるのである。


  
    「汝もし神の賜たまものと我の誰たれなるとを知らば」

  


  神の賜たまものとは何であるか、順よき境遇か、幸福なる家庭か、知識か、徳義とくぎか、あるいは又親しき友人であるか、否いな神はかかるものを我等に賜たまう前に驚くべく貴とうとき賜たまものをたもうたのである。しかし我等はただ神の賜たまものの何であるかを胸に思い浮かべて見るだけでは遂にこれを発見することができない、我等は出いでて捜さなければならない、遠くパレスチナの一角いっかく髑髏どくろ山上に辿たどりてそこに立ちたる十字架を仰ぎ見なければ分わからない。これを仰ぎ見るときに我等はあたかも畑に蔵かくれたる宝を発見したるがごとくに驚きと悦よろこびとに打たるるのである。その十字架の上に釘つけられたる罪なき囚人めしうど、終わりまで世を愛し、愛したるがために却かえって死をもって酬むくいられ、しかもなおかつ世のために祈りたもう、彼は神の独子ひとりごでなくてはならない。果たしてしからば神は我等にその愛を知らしめんがために独子ひとりごをさえも賜たもうたのである。これはこれ驚くべき賜たまものではないか、十字架に釘つけられたる神の独子ひとりご、彼を仰ぎ見て我等は叫ばざるをえない、これである、これである、神の心づくしの賜たまものはこれであると。


  　彼の首こうべはうな垂だれておる、その頭かしらには棘いばらの冠がある。しかし彼を熟視じゅくしして我等は知る、この神の独子ひとりごこそは二年の昔サマリアの野なるヤコブの井いどの傍かたわらにて水汲みに来たれる婦おんなと語りたまいしかのユダヤの旅人なることを、「我に飲ませよ」と求めたまいしイエスその人なることを。さては神の貴とうとき賜たまものはすなわち彼自身にてありしか、世を救わんために来たりたまいし神の独子ひとりごは彼にてありしか。宜うべなり、「汝もし神の賜たまものと我に飲ませよという者の誰たれなるを知らば汝なんじ我われに求めん」と。しかり彼が神の独子ひとりごにていましたもうならば我等は彼を信じ彼に求めざるをえない、願わくは罪と死より救いたまえと、かくして我等は弱き自己をこのまま彼に引き渡すのである。


  
    「さらば活いける水を汝に与うべし」

  


  　活いける水とは不思議なる言葉である。かかる言ことばを初めて聞きしサマリアの婦おんなが汝何処いずこより汲みてその活いける水を有もてるかと怪しみたるも無理ではない。しかしこれは汲器つるべにて汲み取る物質の水でないことは明らかである、何となればこれを飲む者は永遠に渇くことなしとあるからである。しからばあるいは愛とか正義とか真理とかいう精神上の徳性又は知識の類るいであろうか、あるいは幸福とか安心とかいう境遇又は感情の類るいであろうか。神の独子ひとりごの我等に賜たまうものと聞いて、神の賜たまものについて懐いだきしと同じようなる疑問を再び繰り返すのである。しかしこれまた脳裏の想像をいかほど巡らしたればとて解することはできない。活いける水の何たるかは十字架上のイエスに自己を引き渡したる者にして初めてこれを実験することができる。これは口もって説くあたわず眼もって見るあたわず、ただ霊をもってのみこれを解しうる。しかりイエスの前に献ささげられたる砕けたる霊のみがよくこれを解するのである。


  　活いける水はもちろん物質ではない。さりながら又単に徳性や知識ではない、境遇でも感情でもない。活いける水はすなわち活いける者である、人格者である。彼は常に我等と共にありて我等を導きかつ慰むる友である（ヨハネ十四章十六、二十六節、十五章二十六節、十六章七節）、すべての事につき信頼すべき唯一の伴侶である。彼を友として我等は内なる罪にうち勝ち又外なる世にうち勝つのである。しかし彼は人ではない、彼に肉体はない、彼は霊である（七章三十九節、十四章二十六節）、真理の霊である。父より出いでたる真理の霊であって、イエスのために証しをなし、又すべての真理を我等に知らしむるものである（十四章十七節、十五章二十六節、十六章十三節）。彼に導かれて我等はイエスの兄弟となり、神を父と呼ぶことができるのである（ロマ八章十四、十五節）。すなわち彼は子たる者の霊であって、彼を受けたる者のみが神の子と呼ばるるのである。しかり彼は子たる者の霊である、神の独子ひとりごたるイエス・キリストの霊である。キリスト今はこの霊によりて働きたもう、ゆえにまた彼を信ずる者の霊の内に来たりて自ら宿りたもうのである。かくして我等は彼と共に神の子たるの地位を獲得する。神の独子ひとりごたるイエスを信じ彼を主と仰ぐときに彼の霊が我に臨のぞみてここに全く新たなる生活が始まるのである。活いける水を受くるとはすなわちそのことに外ほかならない。


  
    「わが与うる水を飲む者は永遠に渇くことなし」

  


  　この霊一度ひとたび我等に臨のぞむや窮かぎりなく我等と共にあるのである（ヨハネ十四章十六節）。我等はもはやしばらくも孤独であることはできない、しばらくも彼の導きと慰めとより離るることはできない。もし過あやまって彼を離るるときは彼は直ただちに来たりて我を取り戻すのである。ゆえに彼を受けたる者はたとえ過あやまって罪を犯すとも又直ただちに彼に立ち帰るのである。かくして我等は再び罪の軛くびきを負いてその奴隷となることはない。罪はなお我等を離れ切らざるも最早もはや我等の主人ではない、主人は活いける水なる聖霊である。彼はすなわち真理の霊であるから彼と共にありて真理に渇くの憂うれいはない。彼は又慰むる者であるから彼を伴侶として同情に渇くの虞おそれはない。彼の慰籍いしゃと指導との下に我等は日々に平康やすきと聖潔きよめとを獲えて行くのである。


  
    「かつわが与うる水はその中うちにて泉となり湧き出でて永生えいせいに至るべし」

  


  　それのみではない、この与えられたる水がいつまでも我等の中うちにあるのみならず、それが一つの泉となりて更に新たなる水が湧き出いづるというのである。我等の中うちに宿りし霊が常に我等と共にあるのみならず、その中うちよりさらに新たなる生命せいめいが生まれ出いづるというのである。実まことに彼を胸に懐いだきてより従来いままで識しらざりし貴とうとき力が限りなく溢あふれ来たりて、我等の地上における生活が益々ますます豊贍ほうせんなるものとなり行くはもちろんあるが、最後にこの朽つべき肉体が朽ちてしまう時に永久に朽ちざる完全なる生命せいめいが新たに彼より賦与ふよせらるるのである。この生命は全く疵きずなく汚しみなきものであって、キリストの栄さかえに似たる栄光の生命せいめいである。その時罪は最早もはや痕跡こんせきをも留とどめずなり、ただ聖きよき愛をもって充実するのである。我等はもちろん生まれながらにしてかかる貴とうとき生命せいめいを獲得すべき資格も能力も有もたない。我等は自己にのみ頼るときは遂に死して朽ち果つるの外ほかはない。しかしながらただイエスの何人なんびとなるかを知り、彼に頼りて彼より活いける水すなわち聖霊を受くるときは、聖霊そのものが泉となりてこの貴とうとき永世えいせいを我等の内に湧き出いでしむるのである。すなわちこれは全然彼の賜たまものである、我等に与えらるる最大にして最後の恩寵おんちょうである。


  　かくのごときがいわゆる活いける水である。疲れたる身を暫しばし路傍に休ませて一杯の水に喉のどを潤うるおさんとするにあたり端はしなくもこの深遠なる福音を初見しょけんの一サマリア婦人に伝えたもう。驚くべきはイエスなるかな。婦おんな初めはなおその意味を汲くみ取り兼かねしも遂に水瓶みずがめを遺のこして邑むらに行き人々に来たりてキリストを観みよと言い触れしといえば、恐らく神の賜たまものと我に飲ませよと言いし人の誰なるを少しく解かいしえたのであろう。先にはユダヤ人の宰つかさにてパリサイの学者なるニコデモ彼に来たり懇ねんごろに教えらるるも遂に覚さとらず、いかでこの事あらんやと言いて去りしに、今は名も無きサマリアの一婦人、しかもかつて五人の夫を有もち現げんに夫ならざる者と共にあるの罪人、井端いどばたに立ちて語ごを交かわすこと三言こと五言ことにして遂にイエスの神の子なるを知り驚きと悦よろこびとの余あまりこれを人々に伝えんとて蒼皇そうこう走り去る、実まことに福さいわいなるは智者達者ちしゃたっしゃにあらずして赤子の心をもてる罪人である。神の賜たまものとイエスの何人なるとはかかる人に顕あらわれて驚くべき活いける水が与えらるるのである。かくて二千年前サマリアの野における一場じょうの水問答もんどうは我等のために限り無き福音を遺のこしたのであった。（ヨハネ四章）


  



  来世の希望


  



  　我わが行先ゆくさきは何処いずこであるか、我はこれを知らない。これを隣人りんじんに問えば皆指さして言う、彼処かしこである、彼処かしこにて永ながき眠りが我等を待つのであると。その指さす処ところはすなわち墓である。ああ、果たしてしかるか。


  　もし隣人りんじんの言げんをして真しんならしめよ、人生五七十年決して長しと言うことはできない、しかしてその間あいだにありて我等の求むべきものは何であるかが分らない、何を求むるとも僅わずかに墓までの間、しかしてその入口にてすべてを投げ出さなければならぬならば畢竟ひっきょうこれ空くうである、しかりその時は我等もまた伝道の書の記者と共に「空の空、空の空なるかな、すべて空なり」と叫ばざるをえない。知識の探究？哲学の奥義おうぎを究め人生の目的を探りて、よし我はわが知嚢ちのうの重きにささやかなる誇りを感ずとも、帰きするところ自己の行先ゆくさきの墓に過すぎざるを確かむるのみならば知識はむしろ詛のろうべき憂患ゆうかんではないか。


  
    われ心を尽くし智恵を用いて天あめが下に行わるる諸もろもろの事を尋ねかつ調べたり……われ心の中うちに語りて言う、ああ、我は大いなる者となれり、我より先にエルサレムにおりしすべての者よりも我は多くの智恵を得たり、わが心は智恵と知識を多く得たり、……それ智恵多ければ憤激いきどおり多し、知識を増す者は憂患わずらいを増す（伝道の書一章十三、十六、十八節）

  


  　知識求むるに足らず、さらば逸楽いつらくか。しかりこれ現代最大多数人じんの求むるところである、否いな単に現代のみと言わない、「我等飲みかつ躍ろう、明日死ぬかも知れぬから」と古人がすでに言うておる。実まことに現世げんせいを終局と見て逸楽いつらく以外のものを求むるは愚ぐである。墓を界さかいとして万事休ばんじきゅうするならば霊性の向上畢竟ひっきょう何物なにものぞ、社会の改良畢竟ひっきょう何物なにものぞ。道徳とよ、それは享楽のための方便に過すぎない、博愛とよ、それは利己のための手段である、真の目的は逸楽いつらくにある、短きこの世の日の暮れぬうちに一杯の酒をも多く飲みたる者が利口者である。しかしこれ実に徹底したる論理ではない。その前提すでに絶望である、自暴自棄じぼうじきである、人生の意義の否定である、かくして逸楽いつらくがその目的であると言うとも論理を成さない、人生無意義ならば逸楽いつらくまた無意義たらざるをえない。


  
    来たれ我試こころみに汝を喜ばせんとす、汝逸楽たのしみを極めよと、ああ、これも又空なりき、……およそ我が目の好む者は我これを禁ぜず、およそ我が心の悦よろこぶ者は我これを禁ぜざりき（二章一、十節）

  


  　事業は如何いかん。政治、産業、土木、慈善、社会改良、風紀矯正、その名美うるわしくその実じつもまた少しく意味あるもののごとくである。しかしながらこれら現世げんせいの改善により人の幸福を増す畢竟ひっきょう幾何いくばくぞ。穀こくは倉に充みつるも心は義に飢え、制度完備するも罪の癒いやさるる途みちなくんば、事業の価値また知るべきのみ。事業のための事業ではない。もし霊のための事業にあらずんばすなわち肉のため、逸楽いつらくのための事業である。誰たれかいう事業の成功と。現世のみを目的として事業の成功はまた人生の失敗たるに外ほかならない。


  
    われ我が手にてなしたる諸もろもろの事業を顧かえりみるに皆みな空くうにして風を捕うるがごとくなりき、日の下したには益となるものあらざるなり（二章十一節）

  


  　幸福なる家庭！これは慕うべきものであるに違いない。しかしこれを人生の目的とするには余りに貧弱である。わが霊と肉とのすべての活動すべての労苦がただ家庭の幸福を中心として動くのであると聞いて、我等はその報償の過小にしてその目的の自己本位なるに驚かざるをえない。しかのみならず家庭の幸福はいかにして獲得せられ、いかにして維持せらるるか。患難、死別、愛情の冷却等とうの害虫が喰い入らんとするときに、現世主義の人生観はよき門守かどもりたるに適しない。


  
    日の下に汝が賜わるこの汝の空くうなる生命いのちの日の間あいだ汝その愛する妻と共に喜びて暮らせ、汝の空くうなる生命いのちの日の間あいだしかせよ（九章九節）

  


  　しかりこの書の記者の繰り返して言うがごとくすでに「汝の空くうなる生命いのちの日の間あいだ」である、家庭の幸福のゆえにこの生命いのちが空くうならざるを得るというのではない、愛する妻と共に喜びて暮らすまた空なりというのである。


  　実まことにもし墓が我等の行先ゆくさきであるならば、この世にありて我等の目的となしうべき価値のあるものは一も無い。この世の提供するものは我等の最も欲する処ところのものでない。しかして我等の最も願う処ところのものは現世げんせいのみでは充みたされないのである。我等は生まれながらにして二三の大いなる要求を荷になうて来ている。墓に至るまでの短き暗くらき旅路にては何処どこにもこの荷を卸おろして安やすらうべき処ところはない。もし墓の彼方かなたに美うるわしき園そのがあって、そこにてこの重荷がことごとく取り除かれ心の疲れが隈くまなく癒いやさるるにあらずんば、我等の一生は全然失敗である。


  　我等はまず第一に罪よりすっかり潔きよめられたいとの、いとも切なる要求を有もっておる。十重二十重とえはたえに我等の身を縛れる罪の絆きずなを見事みごとに断ち切って雪よりも白きものとなりたい。朝あしたより夕ゆうべまで罪の悩みに泣かざること幾時いくときぞ、愛すべき人を愛せんとして愛することをえず、汚れたる物より眼を反そむけんとして却かえって心奪われ、あるいは黒しと知りつつこれを白しと言い、利己、倣慢、冷酷、虚偽、卑怯、嫉妬、虚栄、情慾……数知れぬ頭あたまをもたげて罪の蛇は我に纏まとうのである。我は罪を憎まざるにあらず、否いなその醜陋しゅうろう汚穢おかいに戦おののき恐れつつしかもなおこれを棄て去ることができない、罪との悪縁全く絶え果つるにあらざれば我は枕を高うして眠ることができないのである。憎むべき罪よ、汝は実じつにわが憂患わずらいである、汝だになかりせば我は短き現世げんせいのみにても満足せんものを。


  
    我は罪の下したに売られたり、そは我が行う所のものは我もこれを善よしとせず、我が願う所のものは我これをなさず、我が憎む処ところのもの我これをなせばなり……われ内なる人については神の律法を楽しめども、我が肢体したいに他の法のりありて我が心の法のりと戦い、我を虜とりこにして我が肢体したいの中うちにおる罪の法のりに従わするを悟れり、ああ、われ悩める人なるかな、この死の体より我を救わん者は誰たれぞや（ロマ七章十四節以下）

  


  　ああ、われ悩める人なるかな、何人なんびとによりていかにして救われるのであるか。我は知る、この短き現世げんせいにおいて人は罪より全然潔きよめ尽くさるることのできない事を。我は幸いにしてややに罪より遠ざかりつつある、しかも日ひ既すでに午ひるを過すぎて行途ゆくてはいとも遥はるけし、この世の日没までにはとても旅行は終らないのである。有史以来五千年、生をこの世に享うけし者幾百億にして未いまだ神の子イエス・キリストを除く外ほか、一人の完全に罪より絶縁したる者あるを聞かない。実まことにこの世は罪の宿である、我等はここに客たる限りその臭気においの多少にても身に染しむるを免まぬかれ難がたいのであろう、罪より潔きよめられんとして我等の望みはこの世に繋つながるをえないのである。


  　要求の第二は永生えいせいである。死の手が無理やりに我を拉らっして往ゆこうとする時、ただ「さようなら」と言った切きり我なるものが全く消えてしまうとは堪たえ難がたきことである。すでに我を遺のこして飄然ひょうぜんとして去りしかの愛する者と最早もはや永久に再会の機がないのであったらば如何いかん。肉体の朽ち果つるは実まことにやむをえない、しかしそれと共に「我」なるもの「彼」なるものが朽ちてしまうのであるならば、


  
    人の世に在ある何故なにゆえか

    無限に吸われ死に呑まれ

    意味なき過去と消えんためにか（テニスン詩、「愛吟」訳出）

  


  　これ実じつに我等の堪たうる処ところでない、


  
    受造者つくられしものの空虚くうきょに帰せらるるはその願う処ところにあらず……我等も自ら心の中うちに歎なげきて身体からだの救われんことを俟まつ（ロマ八章二十、二十三節）

  


  　すなわち肉体の朽ちたる後になおそれに代かわる朽ちざる生命いのちの与えられん事を切望する。この世の向こうになお彼世かのよのあらん事は我等の深き要求である、祈求ねがいである。


  　要求の第三は神――真まことの父なる神を見たい事がそれである。神とよ、そんな者は我が胸の中うちに影も見当らないと言う者があるかも知れない。よし卿けいは暫しばらく無神論者としてあるがよい、しかしながら卿けいもまた人である、今に時が来るのである――何かは知らず慕わしさに堪たえざる時が――その時卿けいの頭は豪然ごうぜんとして言うであろう、我何なんぞ神を要ようせんと、しかし卿けいの心が裏切るのである、そしてそっと胸の戸を開いて彼を迎えんとするであろう。人の神を慕う要求は必ずしも痛切ではあるまい、実じつに人は多く彼を忘れている、しかしながら放蕩息子も遂に父を憶おもい出すの時が来る。その時父見たさは何よりも深き要求となるのである。その時彼もまたピリポと共に叫ばざるをえない、


  
    主よ我等に父を示したまえ、さらば足れり（ヨハネ十四章八節）

  


  と。しかして我等はこの世にありて朧おぼろに神を見ることはできるけれども残る隈くまなく明白に彼の姿をうち仰ぐことはできない、鏡をもて見るごとく昏然おぼろには見るを得うとも未いまだ面かおを対あわせて相見あいみることはできない。肉に繋つながれておる限り薄き顔覆いが全く取り除かるる時はないのである。しからばその時は何時いつになったらば来るのであろうか。墓の此方こなたかはた彼方かなたか、そもそもまたその時が永久に来ないのであるか。


  　無罪むざいと永生えいせいと見神けんしんと、かくも大いなる要求を荷になうて我等はその充みたさるべき処ところを捜すもこの世には到底見当らないのである、もし墓より先に行先ゆくさきがないならば、我等はただ的あてもなく歩ほを運んでいるのであるか。パンを求めて石を与えらるるも我等の飢えの癒さるる筈はずがない。この世がその尊とうとぶすべての宝を我等の眼の前に羅列られつするとも、この三のものが得られないならばただに悦よろこびでないのみならず、そは徒いたずらに憂いの種である。我等の望みをこの世にのみ繋つないで、絶望はわが人生観とならざるをえない。しからばすなわち眼を挙げて来世らいせいを望まんか、誰たれか墓の彼方かなたにつき確実なる保証を与うるものぞ。


  
    それ神はその生みたまえる独子ひとりごを賜うほどに世を愛したまえり（ヨハネ三章十六節）己おのれの子を惜しまずして我等すべてのためにこれを付わたせる者はなどか彼に添えて万物ばんぶつをも我等に賜わざらんや（ロマ八章三十二節）

  


  　神は我等を愛するの余り、我等を救わんとの熱心の余り、すでにその独子ひとりごを賜たもうたのである。見よ十字架上のイエス・キリストを。我等は未いまだかつてかかる愛を見た事はなかった。この愛はどうしても人の愛ではない、この愛を顕あらわしたる者は神御自身の代表者たるその独子ひとりごより外ほかありえないのである。ああ、神はその独子ひとりごを我等に賜いしか、恩寵おんちょうと真理しんりとに充みてる栄光の独子ひとりごをも我等のために惜しまずして付わたしたまいしか。これは理想にあらずして史上の事実である。二千年前エルサレム郊外カルバリー山上に人の罪とそれに対する神の愛とは遺憾なく顕あらわれたのである。神の我等に賜うべき恩恵を想像してこれよりも大いなるものに思い当ることはできない。最上のものを先まず賜うたのである、しかしてこれをもって神は保証したもうのである。その独子ひとりごの流したまいし血をもって神は我等に約束したもうのである。すでに現われたるこの絶大の恩恵おんけいを見て、後に現わるべきすべての恩恵を疑うことはできない。神は必ず万物をも我等に賜うに相違ない。しかも必ず「彼に添えて」である。先まず最上の恩恵たる「彼」を受けずして、別に「万物」を受くることはできない。「彼」が万物を受くるの途みちである。彼を受けて初めて神と我との和睦やわらぎが生ずる。神の先まず彼を賜いし理由はここにある。彼をだに受けんか、我等の眼は未いまだ見ざりし処ところに向かって開け、新しき望みは族々ぞくぞくと頭あたまをもたげて来る。その時より「我等の顧かえりみる処ところは見ゆる処ところの者にあらず、見えざる処ところのもの」となるのである。その時より我等は墓の向こう側に栄光の国を望むのである。その時より我等は自己の行先ゆくさきを発見して雀躍こおどりして喜ぶのである。「我等ここにありて恒つねに存たもつべき城邑みやこなし、ただ来たらんとする城邑みやこを求む」（へブル十三章十四節）。今や来世らいせいは神の賜うべき新たなる恩恵として最も確実なる希望を繋つなぐ処ところである。己おのれの子を惜しまずして賜たまえる者はなどか彼に添えて来世らいせいをも賜わざらんやである。我等はイエスを信ずるがゆえに、又疑わずして来世らいせいを待ち望むのである。


  　来世らいせい！彼処かしこにて我等の切なる要求がすべて名残なごりなく充みたさるるのである、彼処かしこにて親しく神と面まの当り相接することができる、顔覆いは綺麗に除かれて神の栄光は隅々すみずみまでも明白に輝き渡るのである。神の智慧の奥義に至るまで完全に我等のものとなるのである。


  
    我等今鏡をもて見るごとく見る処ところ昏然おぼろなり、されど彼かの時には面かおを対あわせて相見あいみん、我今知ること全まったからず、されど彼かの時には我が知らるるごとく我知らん（前コリント十三章十二節）

    僕ども神の面かおを見、神の名彼等の額ひたいに在あるべし、彼処かしこには夜あることなく燈ともしびの光と日の光とを用いることなし、そは主なる神彼等を照らしたまえばなり（黙示録二十二章の四、五節）

  


  　彼処かしこにて朽つべき身体からだは救われ朽ちざる生命いのちに入ることができる、しかしてこの世にての難難かんなんはことごとく癒いやされ、愛する者と再び手を握り永久に共に在あることができる。彼処かしこにて死は再び我等の煩いとなることはできないのである。


  
    この壊くつる者は必ず壊くちざる者を衣き、死ぬる者は必ず死なざる者を衣きるべし（前コリント十五章五十三節）

    我等これを知る、我等が地にある幕屋もし壊やぶれなば神の賜う処ところの屋いえ天にあり、手にて造らざる窮かぎりなく有たもつ処ところの屋いえなり（後コリント五章一節）

    神彼等の目の涙をことごとく拭い取り、復また死あらず、哀かなしみ哭なげき痛みあることなし、そは前の事すでに過ぎ去ればなり（黙示録二十一章四節）

  


  　かくて朽ちざるものを衣きせられ面まのあたり神を見ることを得て、罪はもちろん痕跡あとかたもなく消え去るのである。その時我等はすでにキリストの新婦はなよめである。


  
    婦よめは潔きよくして光ある細布ほそきぬのを衣きることを許さる、この細布ほそきぬのは聖徒の義なり（黙示録十九章八節）

  


  　我等はその時全まったく神に肖にたる潔きよきものとなるのである、すなわち彼処かしこにて完全なる聖化が実現せらるるのである。


  
    我等今神の子たり、後のち如何いかん、未いまだ露あらわれず、その現われん時には必ず神に肖にんことを知る、そは我等その真状まことのさまを見るべければなり（ヨハネ一書三章二節）

    すべて我等顔覆いなくして鏡に照うつすがごとく主の栄さかえを見、栄さかえに栄さかえいや増まさりて、その同じ像かたちに化かわるなり（後コリント三章十八節）

  


  　罪なく死なく栄光さかえの体に化かせられ神と共にキリストと共に又愛するすべての人と共に永久に相あい愛して存在するの国、これすなわち来世らいせいである、これすなわち天国である、神はこの国を必ず我等に与えんと約束したもう、しかしてその保証はイエス・キリストの血にある、しかして又彼を信ずる者はなおその上に質かたとして聖霊を与えられる。実じつに神は先まず十字架をもって我等に絶大の約束を立て、さらに聖霊をもってこれを堅うしたもうのである。イエス・キリストに頼りて我等の希望はただ益々ますます確実を増すのみである。


  
    イエス・キリストは是ぜといい又非ひと言うがごとき事なし、彼にはただ是ぜということあるのみ、すべて神の約束は彼の中うちに是ぜとなり又彼の中うちにアメンとなり我等によりて神の栄さかえの顕あらわるるに及ぶ、……神また我等に印いんしかつ質かたとして霊みたまを我等の心に賜えり（後コリント一章十九、二十、二十二節）

  


  　しかり、聖霊を与えられてより我等の罪は徐々に潔きよめられ、神の姿は日々に鮮あざやけくなり往ゆくのである。この不思議なる変化の実現は正まさしく来たらんとする生活の質かたではないか。その度どにおいては遥かに及ばずといえどもその質しつにおいては全く同一である。天国の反映はすでに地上に現われておるのである。来世らいせいの香気こうきはすでに現世げんせいにおいてこれを嗅かぐことができる。実まことに今辿りつつあるその途みちの果てに必ず我等の福さいわいなる行先ゆくさきがあるのである。指さして往ゆく方向は確かに誤っていない、否いな歩ほ一歩ぽ懐なつかしき故国の面影おもかげはいよいよ偲しのばれて来る。先導者イエス・キリストに信頼して我等は来世らいせいに入ることを少しも疑わないのである。


  　来世らいせいの希望、これありて我等は重苦しき現世げんせいの生活をも楽しむことができる。我等の国籍は今や彼処かしこにありて此処ここにあるのではない。我等は「地にありて賓旅たびびとである、寄寓者やどれるものである」。この世は宿である、幕屋である。此処ここに我等は永住するのではない、温かき屋いえが彼方かなたに俟まっている。神は我等のために新しき京城みやこを備えたもうた、其処そこに入いるがための準備をなす処ところが現世げんせいである。ゆえに我等の願いを露骨に言わしむるならばむしろ速やかに彼処かしこに移ってキリストと共に在あるの生活に入いりたい、


  
    我が願いは世を逝さりてキリストと共に在あらんことなり、これ最も美よき事なり（ピリピ一章二十三節）

  


  　しかしながら肉体に止とどまりてその準備をなすは刻下こくかの急務である。ただに我自身のためのみではない。未いまだかの驚くべき大いなる恩恵おんけいを知らず、従って希望を墓より彼方かなたに繋つなぐあたわずして人生の空くうを歎たんじている多くの同胞のため我等は起たちて福音を伝えねばならぬ、十字架上に現われし神の愛を証あかしして万国の民に示さねばならぬ。見渡せば逸楽いつらくと事業と虚むなしき知識とに悩まさるる人のみ多くして、真にイエス・キリストによる限り無き恩恵おんけいに与あずかれる者とては雨夜あまよの星のごとくに寥々りょうりょうたりである。しかのみならず却かえって偽りの証あかしをもって福音の妨げをなすものまた決して少なくない。かかる間あいだに我等は選ばれて一日も長く主の事業のために使われんことを祈らざるをえない。我等の希望は来世らいせいに在ある、しかして来世らいせいのゆえに現世げんせいもまた貴とうときものとなるのである。


  



  一粒の麦


  



  
    一粒の麦もし地に落ちて死なずばただ一つにてあらん、もし死なば多くの実を結ぶべし、その生命いのちを惜しむ者はこれを失い、その生命いのちを惜しまざる者はこれを保ちて永生えいせいに至るべし（ヨハネ十二章二十四節以下）

  


  　すべて植物の種子は自らその身を保護するの力を有たもち、堅き皮を被かぶりて独ひとりその生命せいめいを維持せんとしておる。しかし種子がかくいつ迄までも生命せいめいを自己の中うちに取り込んで守っておる間は決してさらに大いなる新生命しんせいめいを得る事が出来ないのみならず、遂には枯死こししてしまうであろう。しかるに一粒の麦もし地に落つるならば、たちまちその今までの自己本位を棄すてて全身を地に明け渡してしまう。堅き皮は破れ地の養分がその中に入り込んで遂に新しき生命せいめいが発芽はつがして来る。この事実は到る処ところにおいて年毎としごとに繰り返されているので、我等は別に怪しみもしない。しかしよく考えれば奇蹟である。なぜ自ら生命せいめいを保たもたんとする間は新しき生命せいめいが出来できず却かえって枯死こしの恐れがあるに反はんし、地に落ちて自己を全く地に委ぬる時は驚くべき新生命しんせいめいが出て来るのであるか。実じつに種を蒔いてその発芽を見るときに、造化ぞうかの奇蹟を感じないものはあるまい。しかしこれ動かすべからざる事実である、天然のこの原則は少しの例外もなく古来こらい今に至る迄まで繰り返されている、実まことにその生命いのちを惜しむ者はこれを失い、その生命いのちを惜しまざる者はこれを保つべしである。


  　この事はこれ天然の法則である。しかして天然の法則とは多く神の摂理の一面に過すぎない。神の摂理なるがゆえに真理である。ただに物質界の真理であるのみならず、精神界においてもまた真理である。これは新生命しんせいめい発展の法則である。しかして生命せいめいはただに肉又は物質においてあるのみならず、霊においてもまたある。否いな霊の生命せいめいこそは真ほんとうの生命せいめいの源であって、我等は物質の生命せいめいの発展に関するこの法則はむしろ霊の生命せいめいの発展に模象もぞうされたものであろうと思う。


  　物質に新生命しんせいめいがある、霊にももちろん新生命しんせいめいがある。物質の新生命しんせいめいはやがて物質と共に又消えてしまわねばならぬ、これに反はんし聖霊によりて生まれし霊の新生命しんせいめいは永久に朽つる事なき永生えいせいである。しからば我等は如何いかにして霊の新生命しんせいめいを得うる事が出来るか、朽つべき人間が朽ちざる永生えいせいを取得するの原理は何処いずこにあるか。汚れたる罪人の心に聖霊の宿り込むという法則は何であるか。


  　イエスはこの問いに答うるに様々の譬たとえをもってしたもうた。なかんずくヨハネ伝十二章に掲げられたるこの一粒の麦の譬たとえは最も適切通俗つうぞくなるものであろうと思う。イエスはこの驚くべき大原理を説明するに難しき哲理てつりをもってはしたまわなかった。彼の眼めには宇宙の大真理も通俗つうぞくならぬものはない。何となれば木の葉の散るも星の飛ぶも均ひとしく大能の摂理であれば、これを説明するに彼をもってするの容易なるは当然の事であるからである。イエスは聖霊獲得の方法如何いかんとの大問題に答えて、一粒の麦のごとしと言いたもうた。我等は実じつにこの一見全然没交渉ぼつこうしょうなるらしき二個の事実の間に、適切正確なる大類似だいるいじを発見するのである。


  　我等は自己の生命せいめいを救い永生えいせいの福さいわいに入いらんと欲して、自らいかほど善行を積み努力修養を重ぬるといえども事は絶対に不可能である。やがて恐るべき死は容赦なく襲い来たりて、我等はすべての所有物もちものをここに遺のこし、すべての望みを失い、寂寥せきりょうに悶もだえ暗黒に恐れ戦おののきつつ往ゆかねばならぬ。悲惨なるものにして絶望の死のごときはない。しかも我等はこれを脱まぬがれんとするもその途みちを知らないのである。いわゆる力ちから山やまを抜ぬき気き世よを蓋おおうの英傑えいけつといえども、自己に頼りて永生えいせいを獲得せんとするはあたかも木に縁よりて魚うおを求むるの痴愚ちぐを学ぶのである。


  　ここにおいて一粒の麦は我等に範はんを垂たるるのである。落ちよ、死せよ、死して全身を地に明け渡せよと。地はその抱有ほうゆうする豊かなる生命の材料を提供して麦の落つるを俟まちつつあるのである。しからばすなわち我等の生命せいめいを引き渡すべきその大地は果たして何であるか。


  　思えばこの謎そのものは必ずしも新しきものではなかった。古来こらい人生を悩ましたる最大問題は実に此処ここにあったのである。弱き種たねなる我等を発芽はつがせしむべき地を尋ねて人は長らくさまようた。その発見に苦しみし時代は長かった。イエスはいま又この解くべからざる謎をもって我等を苦しめたもうのであるか。かく思うて彼の顔を見上げた時にこの千年の謎語めいごは忽然こつねんとして解けたのである。彼である、彼である、彼かれ神の独子ひとりごイエス・キリストこそすなわち我等の生命せいめいを託ゆだぬべき大地である。謎のこころは今や読むことができた。「人の子栄さかえを受くべき時至れり」（ヨハネ十二章二十三節）と言いて将まさに光栄ある犠牲の死とそれに引き続く復活とを実現せんとしたまえる彼かれイエス・キリストに従うて、我等もまた死なねばならぬのである。一切いっさいをことごとく棄すて去り、ただ十字架を負うて起たたねばならぬのである。この罪に汚れし自己を投げ出して全く彼に明け渡さねばならぬのである。その時旧ふるき小さき我は死して新しく大いなる我が生まるるのである。自ら保たんとしたる霊を砕いてしまった時に初めてイエスの霊を吸い取ることができるのである。宜うべなり、神の求めたもうものは砕けたる霊なりと（詩篇五十一篇十七節）。彼は善行を要求したまわない、もちろん祭物さいもつを要求したまわない。彼はその独子ひとりごイエス・キリストを我等に渡して、ただ信ぜよしからば救われんと促したもう。実まことに我等の救わるべき途みちは彼かれイエスである、自己に死して彼に生くる時に我等は何の功績いさおしもなくして直ただちに義とせらるるのである。


  
    誠に実まことに汝に告げん、人もし新たに生まれずば神の国を見ることあたわじ……人は水と霊とによって生まれざれば神の国に入いることあたわざるなり（ヨハネ三章三、五節）

  


  　新生とは旧生命きゅうせいめいの死滅と新生命しんせいめいの創造である。水によりて旧生命きゅうせいめいを洗い棄すて、霊によって新生命しんせいめいを享受せずんば、永生えいせいは我等に臨のぞまない。しかして旧ふるき我を棄て去ってただイエスを主と仰ぐときに、聖霊は必ず我等の胸に宿り永とこしえに朽ちざる新しき大生命だいせいめいが我等に賦与ふよせらるるのである。何故なにゆえにそうであるかと問うか。我等は知らない。これ神のなしたもう処ところにして我等の眼にはいと奇あやしとする処ところである。しかし大いなる真理はみなそうである。我等はその事実たることを知れば足りると思う、しかしてその事実であることは疑いない、一粒の麦の発芽は我等の心霊的実験と相あい俟まちてこれを証明するのである。


  　一粒の麦もし地に落ちて死なば多くの実を結ぶべしと、これは洵まことに狭き門である。しかしながら生命せいめいに至るの門はこれを措おいて他に無いのである。


  



  蛇のごとく智く鳩のごとく単純


  



  　この世に処しょして如何いかに振る舞うべきか、すなわちいわゆる処世術しょせいじゅつ又は世渡りの道に迷うのは独ひとり世間普通の人のみではない、否いな我等イエス・キリストの僕しもべとして一種特別の人生観を抱く者は一入ひとしばこの問題に苦しむのである。実まことに我等は金力きんりょく権力その他何等なんらの勢力を有もたない、我等はいわば裸一貫はだかいっかんである、我等に何の権謀けんぼう術数じゅっすうもない。かかる者が複雑なる世に投ずるはあたかも「狼の中に羊の入いるがごとき」ものである。ここに大いなる危険がある、我等は如何いかにして身を全まっとうするのであるか、羊は如何いかにして狼に打ち勝つことが出来るのであるか。


  　イエスの十二弟子が初めて福音を宣べ伝えんがために遣おくられた時は丁度ちょうどこれであった、否いな当時の社会の状態と彼等の立場とを考えれば一層危険なるものであった。彼等の処世術しょせいじゅつは実じつにクリスチャンのそれの初穂はつほである。イエスは何と彼等を教えたもうたか、どんな餞別せんべつをもって彼等を餞はなむけたもうたか。


  
    我われ汝等を遣つかわすは羊を狼の中に入いるるがごとし、ゆえに蛇のごとく智さとく鳩のごとく単純なれ（マタイ十章十六節）

  


  と（邦訳聖書に鳩のごとく馴良おとなしかれとあるは確かに誤訳である）。曰く、「蛇のごとく智さとく鳩のごとく単純」、もしこれだけの短き言葉に止とどまっていたならばその意味は明瞭ということは出来ない。蛇のごとく智さとくとはどんな風に智さといのであるか、鳩のごとく単純とはどんな性質の単純であるか。世にはクリスチャンと称する人々までがイエスの教えを深く味わわないで、自分の浅はかな考えに当てはめてこの言葉を解しているものがないではない。すなわち彼等のある者は言う、我等が世に処しょして利口に振る舞うは決して悪いことではない、むしろキリストの要求したもう処ところであると。彼等はかくのごとく称となえて身の危険を逃のがれ避さくるにはなはだ巧たくみである。しかしこれ果たしてこの言ことばの精神であろうか。否いな、断じてそうではない。却かえってその正反対である。そのことは少しくイエスの教えを注意して研究すれば明らかである。


  　イエスの教えは決して断片的ではない。四福音書の載のする教訓はいずれも深き含蓄がんちくと前後の脈絡みゃくらくとを有もっている。イエスが十二弟子を送りたもうた時の言葉もまたそうであった、彼はこの「蛇のごとく智さとく鳩のごとく単純」をさらに親切に説明したもうたのである、


  
    一　慎みて人に戒心こころせよ、そは人ひと汝等を集議所しゅうぎしょに付わたし又その会堂にて鞭むちうつべければなり、又我がゆえによりて侯伯つかさ及および王の前に曳ひかるべし、これ彼等と異邦人に証あかしをなさんがためなり（十章十七、十八節）

    二　兄弟は兄弟を死に付わたし、父は子を付わたし、子は両親を訴えかつこれを殺さしむべし、又汝等わが名のためにすべての人に憎まれん（二十一、二十二節）

    三　弟子は師より優まさらず、僕は主より優まさらざるなり（二十四節）

    四　地に泰平おだやかを出いださんがために我来たれりと思うなかれ、泰平おだやかを出いださんとにあらず刃やいばを出いださんがために来たれり、それわが来たるは人をその父に背かせ女をその母に背かせ嫁をその姑しゅうとめに背かせんためなり、人の敵あだはその家の者なるべし（三十四―三十六節）

  


  　蛇のごとく智さとくとはこれである。イエスは決して左顧さこ右眄うべんして巧妙に身を処しょせよと教えたもうたのではなかった。彼はその反対に汝等は危険を避くることが出来ないのである、イエスの弟子はイエスの名のために苦しめられ迫害せられその近親より疑われ憎まれ敵として取り扱わるるの運命を有もっておるのであると宣告したもうたのである。しかしてこの事を明白に覚悟するのがすなわち彼のいわゆる「智さとく」である。あたかも蛇が頭かしらをもたげて危険の所在を十分知り抜くがごとくである。イエスの弟子となった者は世に処しょするに当たって先まず第一に、自己の将来の境遇は異常なる苦痛、迫害、危険であることを十分に知り抜かねばならぬ。これを知らずして自らイエスの弟子なりと信じつつ遂に世に囚とらわれた者の実例は数限りない。かつて善よき信者のごとく見えし者中なかごろ心を変じて世に降くだりし多くの紳士は皆これである。彼等には最初よりこの知恵が欠けていたのである。彼等はイエスの弟子としてこの世を通ることの如何いかに艱難危険なることであるかを知らなかった。これを知らずしてはすでにイエスの弟子たるの資格がないのである。この一事を知ることは確かに大いなる知恵である、すべての知恵に勝まさるの知恵である。それゆえイエスは又ある時「主よ何処いずこに往ゆきたもうとも我従わん」と言いし学者に対して答えたもうた、「狐は穴あり空の鳥は巣あり、されど人の子は枕する処ところなし」と（マタイ八章二十節）。しかり人の子の枕する処ところ無かりしは我等十分これを知っておる、果たしてしからば彼の弟子もまた同じ運命に遇あわずには済まない、これすなわち人に証あかしをなさんがために必要である。イエスの弟子として世に処しょせんとする者が先まず明白に覚悟せねばならぬのはこの事である。これを知った者は処世術しょうせいじゅつにおいて何よりも大いなるものを知ったのである。


  　次に鳩のごとく単純なれとはどういうことであるか、イエスは前の四の教訓の終おわり毎ごとに各々おのおの又左さの言ことばを附け加えたもうたのである。


  
    一　人ひと汝等を解わたさば如何いかに何を言わんと思い煩うなかれ、その時言うべき事は汝等に賜わるべし、これ汝等自ら言うにあらず汝等の父の霊その内に在ありて言うなり（十九、二十節）

    二　されど終わりまで忍ぶ者は救わるべし…我実まことに汝等に告げん汝等イスラエルの諸邑まちまちを廻めぐり尽くさざる間に人の子は来たるべし（二十二、二十三節）

    三　弟子はその師のごとく僕はその主のごとくならば足りぬべし、……このゆえに彼等を懼おそるるなかれ。そは掩おおわれて露あらわれざる者なく隠れて知られざる者なければなり。我幽暗くらきにおいて汝等に告げしことを光明あかるきに述べよ、耳をつけて聴きしことを屋上やのうえに宣のべ播ひろめよ。身を殺して魂を殺すことあたわざる者を懼おそるるなかれ、ただ汝等魂と身とを地獄に滅ぼし得うる者を懼おそれよ。二羽の雀は一銭にて売るにあらずや、しかるに汝等の父の許しなくばその一羽も地に隕おつることあらじ。汝等の頭かしらの毛またみな数えらる、ゆえに懼おそるるなかれ汝等は多くの雀よりも優まされり。さればおよそ人の前に我を識しると言わん者を、我もまた天にいます我が父の前にこれを識しると言わん（二十五―三十二節）

    四　我がために生命いのちを失う者はこれを得うべし（三十九節）

  


  　イエスは先まずその弟子が世の人に見ることの出来ないような大いなる艱難、苦痛、迫害、危険に遭あうことを免まぬかれないという警告を発して、しかる後これに対するの心得こころえを述べたもうた。彼は決して「ゆえに汝等十分研究して予あらかじめ避難の道を講ぜよ」とは教えたまわなかった、彼は決して「汝等の智嚢ちのうを絞り汝等の手段方法を尽くして身を全うせよ」とは教えたまわなかった。むしろその正反対である。彼は言いたもうた、「自ら思い煩うなかれ、ただ愛の父に委まかせよ。父を信頼して終わりまで忍ばば必ず救わるべし。否いな、終わりまでといわず、中途にしてすでに我汝を救わんがために来たらん。我自身汝等以上の経験を嘗なめて汝等に模範を示す者である。ゆえに我と同様の運命に遇あうことをむしろ満足せよ。かくのごとく愛の父なる神と我とに絶対的に信頼せば汝等何なんの恐るる処ところもない。否いな、ただに迫害を耐え忍ぶのみならず、さらに進んで戦いを挑いどむべし。帷幄いあくの中うちに聞きし福音を進撃喇叭らっぱをもって吹奏すいそうしつつ野外に突進すべし。神は常に汝等を守りたもうのである、しかして汝等の報いは必ず天において得らるるのである」と。なんと勇ましいかつ恃たのもしい命令ではないか。そこに何の利害の打算もない、何の策略も方便もない、何の恐怖も躊躇ちゅうちょもない。ただ神！キリスト！彼に対する信頼あるのみである。すべてをお委まかせして全く顧かえりみないのである。何等なんらの単純！その単純なるだけそれだけ力は強い。この単純無垢むくの信仰あるによって我等の処世術しょうせいじゅつは定きまるのである。外ほかに何も要いらない。金力きんりょく権力はもちろん、友さえも要いらない。ただ主イエス・キリストあれば足りるのである。キリストそのものが我等の処世術しょうせいじゅつであるのである。何となれば「これ汝等自らなすにあらず、汝等の父の霊その中うちに在ありてなすなり」であるからである。我等が世に勝つのではない。聖霊我等の中うちに在ありて、我等をして世に勝たしむるのである。我等の処世術しょせいじゅつとはただ聖霊を迎えることがそうである。


  　ああ、蛇のごとく智さとく鳩のごとく単純なれと。語は短くして意味は実じつに深遠無量である。その前半に大いなる警告の鐘を聞き、その後半に絶対的信頼の福音を聞く。この警告とこの福音とに送られて首途かどでを立つにあらずば、我等の征戦せいせんに勝利の望みはない。迫害を必期ひっきしただ一筋ひとすじに主にのみ頼より恃たのむによって、前途は磐石ばんじゃくのごとくに堅いのである。


  



  孤独の勝利


  



  　イエス・キリストの一生はそれ自体がすでに真理であった。彼はただにその言ことばをもって神を顕あらわしたまいしのみならず、又その行いをもって真理を顕あらわしたもうた。我等は思う、もし聖書の中うちより彼の説きたまいし教訓が除き去らるるとも彼の生涯に関する記事が存のこっておる限りは、我等は福音を失わないのであると。実に彼の生涯を探りて数限り無き深き真理を発見するのである。殊ことに彼が地上三十年の生活を全く孤独の裡うちに過ごしたまいしがごときは、我等のために大いなる教訓を垂たるるものなるを憶おもわざるを得ない。


  　第一に彼はその家庭においてすでに孤独であった。もちろん彼は母として聖きマリヤを有もっていた。彼女がイエスの生まれる前よりしてその神の子であるとの黙示もくしを受けていた事は聖書の記す処ところである（ルカ一章）。しかし聖書は又それと同時に彼が家族の人々より狂人として取り扱われたと記している（マルコ三章二十一節）。マリヤといえども未いまだ真しんの知己ちきではなかったのである（ルカ二章五十節、ヨハネ二章四節）。まして彼の兄弟は彼を解することが出来なかった（ヨハネ七章五節）。イエスは家庭にあってすでに孤独の人であった。


  　郷党きょうとうの隣人りんじんは如何いかがであったか。イエスはガリラヤ諸村しょそんで多少の信者を得たまいしときにも、独ひとり故郷ナザレにおいては人々皆躓つまずき遂に厭いとうて彼を棄すてたとある（マタイ十五章五十四節以下）。「彼は何処いずこよりこの知識を得しや、彼が大工の子にしてヤコブ、ヨセフ等の兄弟なるは我等のよく知る処ところである」と。かくして郷人きょうじんはイエスの大だいを認めることが出来なかった。彼がキリスト神の子であるとは夢にも思わなかった処ところであろう。実じつに預言者はその故郷にて尊とうとばるることなしである。恐らくガリラヤ諸村しょそんのうちナザレ人が最も彼を解し損なったのであろう。


  　家族しかり郷人きょうじんしかり。弟子は如何いかがであったか。弟子は最初から彼の人格を慕うて従ったものである。ゆえに何人なんびとが彼を誤解しようとも、少くとも弟子だけは彼の知己ちきであるべきはずである。しかしてその中うちにはペテロもいた、ヨハネもいた。彼等がイエス・キリストの忠実なる宣伝者であったことは事実である。しかしそれは後のちのことであった。イエスのこの世に在ありたまいし間あいだ弟子等たちの信仰はなお見すぼらしきものであった。十二人の中うち最も勝すぐれていたるぺテロさえ彼の死を解することが出来なかった（マタイ十六章二十二節）。彼の蹉跌つまずきに関するイエスの預言を読んで誰か泣かぬものがあろうか。鶏鳴かざる前に汝三度みたび我を知らずといわんと（マタイ二十六章三十四節等）、この悲しき預言は的中した。恃たのみ甲斐がいなきペテロよ、ましてその他をやである。イエスの捕えられし時に、一人いちにんの彼のために生命いのちを棄すてんとする弟子が無かったではないか。ゲッセマネ山上の血を注ぎての祈りの時さえ、弟子中の粋すいを抜きたるペテロ、ヨハネ、ヤコブの三人が意気地いくじ無くも揃そろって居睡いねむりを催もよおしていたではないか。ああ、大いなる悲劇！大いなる孤独！否いな、それ処ところではない。イエスを裏切りしその人は果たして何人なんびとであったか、その名を聞くも憎にくしげなるイスカリオテのユダはそもそも何人なんびとであったか。


  　我等はさらに眼を転じて当時の識者しきしゃを見よう。イエスの当時にももちろん学者はあった、宗教家はあった。せめて彼等の中うちになりともイエスの知己ちきがあったであろうか。旧約の預言に精通していた彼等こそイエスのキリストなることを先まず第一に覚さとり得うべきはずであった。しかしながら事実は却かえって正反対であった。彼等は学者、宗教家なりしがゆえに却かえってイエスを知ることが出来なかった。憐むべきは赤子の心を有もたざる智者達者ちしゃたっしゃである。憎むべきは偽善なる学者パリサイの徒とである。彼等は相寄って遂に神の子イエスを十字架に釘つけてしまった。祭司の長カヤパがイエスを罪人なりと宣告したその理由は、すなわちイエスが自己をキリスト神の子であると言うたからである。実じつにイエスを識しらざりし者にして学者宗教家のごときはない。恐らく今日においてもまたそうであろう。彼等の眼めはただこの世に向かって開かれている。ゆえに彼等がイエスの知己ちきたらざりしはむしろ神の聖旨みむねに出いづるのである、これすなわち彼等に対する審判さばきであったのである。


  　当時の国民は如何いかがであったか。大多数の群集の行動は無意味なるものであった。彼等はある時にはイエスの教えに驚嘆している（マタイ七章二十八節）、ある時には好奇心をもってぞろぞろと彼の跡あとを追うている（マタイ十二章十五節、十九章二節等）、ある時には又喝采かっさいしておる（マタイ二十一章九節等）。しかしながら何時いつも彼等には真心まこころがなかった、赤子せきしの心がなかった。彼等は到底とうていモップたるに過すぎない。見よピラトがイエスを赦さんと欲してバラバかイエスかと問いし時に、彼等は口を揃そろえてバラバを赦せと叫んだではないか。救い主の出現を待ち望んでいた彼等も、学者や宗教家と一緒になってイエスを十字架につけてしまったのである。彼等は真個ほんとうの平民ではなかった。ただ境遇上の平民たるに過ぎずしてその心は矢張やはり貴族的であったから、遂に平民の友を認むることが出来なかったのである。


  　最後に我等の考うべきは罪人と病人とである、社会の弱者である。実まことにイエス自身の宣のたまいし通り、心の貧しき者は福さいわいなるかな、哀かなしむ者は福さいわいなるかなである。彼等は自己の弱きを知っておる、彼等は自己を投げ出いだすことが出来る、赤子あかごの心を抱き得うべきは彼等である。ゆえにイエスの同情は偽善なる学者パリサイの徒にはあらずして、憐むべき罪人病者に向かって注がれた。彼は自ら罪人の友をもって任じた、彼は病める者に向かって満腔まんくうの同情を有もっていた。娼妓あそびめ、税吏みつぎとり、らい病人、盲者めくら、これ等らの者がイエスの友であったのである。そしてイエスに対してとにかく多少の信頼を懐いだいていたものもまた彼等であった。イエスが病者やめるものを癒したまいしは、皆その信仰を認めたもうた上の事であった。「汝の信仰汝を癒せり」とある。イエスの在世中多分最もよく彼を解したと思わるるベタニアのマリヤのごときも悪しき行いをなせる婦人であったと、福音書記者の一人は記しておる（ルカ七章三十七、三十九節）。実じつにイエスの知己ちきにしてもし求むべくんば、彼等弱者の中うちにあったのである。しかるに彼等の間にイエスを明らかに神の子であると信じていたものはなかった。預言者の中うちの最も大いなる者、恐らくかかる程度において彼を解していたものであろう。しからずんば復活を待たずして彼等の間に大いなる信仰が起こりしはずである。畢竟ひっきょう彼等といえども人以上のイエスを認むることが出来なかったのである。


  　ここにおいてイエスの生涯は全然孤独であった。国民彼を知るにあらず、識者しきしゃ彼を認むるにあらず、郷人きょうじん彼を知らず、家族知らず、弟子また知らず。天涯地角てんがいちかく彼はただ一人であった。世にもし寂寥せきりょうをかこつべき人ありとせばそれは実じつにイエスであった。何人なんびとの孤独か彼に比ぶることが出来ようか。


  　しかしながら福さいわいなるは彼である。人に対して無限の孤独を感じたまいし彼の心は決して寂寥せきりょうではなかった。一人の友を有もたざりし彼は却かえって常に悦よろこびに充みちたる人であった。彼はしばしば人を去りて独ひとり寂しき処ところに往ゆきたもうたとある（マルコ一章三十五節、ルカ四章四十二節等）。孤独なる彼が寂しき処ところに往ゆいて何をなしたもうたのであろうか。祈り！しかり心ゆく祈り、その友に言うごとくに面かおを合わせて神と言ものいうその祈り、これありて彼は寂しくなかったのである。家族は彼を狂人と見た、しかし神はわが愛する子よといいて慰めたもう。郷人きょうじんも弟子も彼を解しなかった、しかし父はよくその独子ひとりごを知りたもう。識者しきしゃも平民も彼を十字架に釘つけんと焦あせった、しかし父なる神はその国に彼を招きたもうたのである。病人やめるひとも罪人も彼の神の子であることを明らかに知り得なかった、しかし窮かぎりなき栄光とすべての者を制おさむる権威とは彼に賜わったのである。


  
    汝等散りて各人おのおのその属する所ところに往ゆきただ我を一人残さん、されど我独ひとりおるにあらず、父我と共にあるなり、……我すでに世に勝てり（ヨハネ十六章三十二、三十三節）

  


  　真まことに彼の言ことばの通りである。人は皆彼に背を向けて去った。しかし彼は孤独なるがごとくに見えて実じつは大いなる伴侶を有ゆうしたもうた。父のみは常に彼と共にありて最大の権威を彼に賜うた。すべて神の属ものは彼の属ものとなった（ヨハネ十七章十節）。世は彼を棄すてたけれども神は世を彼に与えたもうた。かくして彼を十字架に釘つけたる世は、彼を殺さずして却かえって自己を殺したのである。この世の主ぬしなる罪と死とはその時より権力を失って、イエス・キリストによる聖潔きよめと永生かぎりなきいのちとが世を支配するに至ったのである。驚くべき勝利。しかしてこれ孤独の勝利である、世に孤独にして父と共にある者の勝利である、人に知られずして神に知らるる者の勝利である。


  　しかしてイエスの生涯の孤独はただに神の子の勝利を語るのみではない。すべて真理は常に孤独にして世に勝つものなるを教うるのである。実まことに真理の力あるはその神より出いづるものなるがゆえである。真理は相寄って力を増すものではない。真理は寸毫すんごうも人に頼るものではない。真理は独ひとり立って強い。神によって立って独立は何よりの勢力である。今の人はいう団結は力なりと。しかし真理はそうではない。真理に取っては独立は力である。我等はイエスに倣ならい神の事業に与あずかるに、決して世の人のごとく共同の力を望まない。もし共同するにあらずば倒るるものならば、初めより神の事業ではないのである。我等は世に与くみしない、人の力を頼まない。我等に大いなる伴侶がある、イエス・キリストこれである。彼と共にあって我等は孤独をもって満足する、彼を磐いわとして立って独立は感謝すべき恵みである。


  



  キリスト信者の境遇


  



  　イエス・キリストを信じ彼に従わんとする者の現世げんせいにおける境遇は、決して安易やすらかなるものではない。否いな彼には不信者の知らざる苦労がある。イエスを信ぜざりしならば遭遇そうぐうせざるべかりし種々しゅじゅなる特別の患難が彼を俟まつのである。実まことに彼の福さいわいなる所以ゆえんは境遇以外においてある。イエスを信じて境遇の幸福を期待する者は、甚はなはだしく失望せざるをえない。しかしてこの失望のためにイエスを棄すてし者は決して少なくないのである。もちろん真しんにイエスに顕あらわれたる神の愛を識しりて彼に全生ぜんせいを献げたる者に取りては境遇の患難を恐るるの理由はないけれども、聖書に存のこれるイエスの教訓を探りてその特別の意味を知ることは、又信者の大いなる慰籍なぐさめたるに相違ないと思う。


  



  第一　迫害


  



  　我等は先まず山上の垂訓においてこの事に関する福音を発見する。イエスはここに福さいわいなるかなとの冒頭ぼうとうの下もとに、心の貧しき者、哀かなしむ者、柔和なる者、飢え渇くごとく義を慕う者、あわれみある者、心の清き者、平和を求むる者及び義しきことのために責めらるる者を挙げたまい、しかしてこれらの人々の福さいわいである理由はあるいは天国を有もつことができる、あるいは神を見る、あるいは神の子と称となえらるる、その他何いずれも神又は天国と親しき関係に立つことを得うるによるとの意味を語りたもうた。すなわちこれを換言すれば、彼等は福さいわいである何となれば信仰を有もつことを得うるからであるというに帰着するのであって、畢竟ひっきょう信者となるべき者の素質を説明したもうたに過すぎない。話題の主眼は信者その人にある。信者の福さいわいについて述べんとするに先だち、まず如何いかなる人が信者となるべきかを説明したもうたのである。さればそのすぐ次には語調を変え、今までの三人称を棄てて直ただちに「なんじら」と二人称に移り、なんじらは福さいわいなり、何となれば我がために人なんじらを罵ののしりまた迫害し偽りて各様さまざまの悪言あしきことをいわんと、露骨に明言したもうた。「なんじら」と呼びかけられしは群集にあらずして、特に彼を慕うて山の上まで従い行きし弟子たちである。殊ことにわがために迫害せられんとあれば、信者が特別に信仰のために受くる迫害の意味であることは疑うよしもない。ゆえにいわゆる山上の垂訓なる福音の中心は信者そのものにあることは明らかにして、しかもこの説教はイエスのガリラヤ伝道の初期に属するものであるから、すなわちイエスはその伝道の最初より信者の患難に関する福音を高唱こうしょうしたもうたのである。しかり福音である、ただし患難の福音である。「福さいわいなるかな、何となれば我がために患難を受くればなり」と、これ山上垂訓の根本精神である。イエスの眼には患難を離れて信者はなかった、迫害は信者の附つきものである。我がため、すなわちイエス・キリストのための迫害である。信者はイエスのために迫害を受けてもって、いよいよ明らかに彼について証あかしをすることができる。又迫害は信者自身をイエスに繋つなぐがためにも必要である。我等は彼のために苦しむだけ多く彼の愛を識しるのである。ゆえにこの迫害は信者ならでは経験することができない。又もし真正ほんとうの信者であるならばどうしても免まぬかるることができない。イエスは今何をも知らずにただ自分を慕うて足下そくかに跪ひざまずいている少数の弟子達を顧かえりみて、彼等が自ら天国を嗣つぐがために又神の子について証あかしをするがために避くべからざる患難を思い同情の念に禁たえざると同時に、彼等の人に勝まさりて特別に福さいわいなる理由もまた其処そこにあることを教えずしてはやむあたわざるを感じたもうたのであろう。従ってこの事に関する彼の言葉はいたく高調こうちょうに達している。


  
    わがために人汝等を罵ののしりまた迫害せめいつわりて様々さまざまの悪言あしきことをいわん、その時は汝等福さいわいなり、喜び楽しめ、天において汝等の報賞むくい多ければなり、そは汝等より前さきの預言者をもかくせめたりき（マタイ五章十一、十二節）

  


  　「天において報賞むくい多ければなり」と、我等が特別の迫害を忍び得うる最大の理由は此処ここにある。我等はイエスを信じてより最早もはやこの世に望みを繋つなぐものではない。此世このよは彼世かのよに入いるがための準備である、短き間の準備である。しかして此処ここに在ある間に患難を受くることが独ひとり自分のみならず他人が彼世かのよに入いるがために必要なりとして、特に神よりこれを負わせらるるならば、我等は感謝して受くるのほかはない。これを避くるは、此世このよの幸福のために彼世かのよの栄光を棄すつるのである。イエスの名のための迫害であるから、イエスをさえ棄すつるならばこの迫害はやむ。ただ彼を棄すてよ、しからば之これも得られぬ、彼かれも得られぬ、しかりあるいは万国をも得うるかも知れない。かかる試惑こころみはしばしば信者を襲うのである。しかしながらイエスを棄すてんとして、彼のみを棄すつることができない。彼と共に我が望みを抛なげうたざるをえない。否いな彼を棄すてて、我は我が現在げんせい及び将来の生命いのちをことごとく棄すつるのである。何となれば我等の生命いのちは今やイエスを泉として溢あふれて来るものであるからである。我等は天における報賞ほうしょうと此世このよにおける幸福との軽重けいちょうをよく知っている。彼かれを棄すてて之これを与えんというとも応ずることはできない。いわんや迫害の中うちに神は必ず我等を助けたもう。イエス御自身が我等と共に今もなお患なやみたもうのである。しからば迫害はむしろ我等に賜う特殊の恩恵おんけいである、必要なる恩恵おんけいである、我等はその中うちに在りて感謝しつつ栄光を顕あらわすべきである。


  



  第二　簡素なる生活


  



  　信者は富者ふしゃたるあたわずとはイエスの明言したもうた処ところではない。しかしながら彼は真まことの財たからの何であるかを我等に示したもうた。しみ喰い錆さび腐くさり盗人ぬすびと穿うがちて盗む所ところの地に財たからを蓄たくわうるなかれ、しみ喰わず錆さび腐くさらず盗人穿うがちて盗まざる所ところの天に財たからを貯たくわうべしとは彼の教えであった（マタイ六章十九、二十節）。真まことの財たからは地上に積み得うべき富とみではない、天に貯たくわうべき聖霊の賜たまものである。汝等の財たからのある所に心もまた在あり。地上の富とみを積まんとするものは、神の事を思わずして地の事を思うものである。人は神とマンモンとに兼かね仕うる事は出来ない（同二十四節）と、これ明白なるイエスの教えである。我等は財たからを天に積むと共に地上の富を貯たくわえ得うるものとは思わない。富者とめるものの天国に入いるよりは駱駝らくだの針の穴を通る方が易やすいと彼は宣のべたもうた（マタイ十九章二十四節）。もちろん富者とめるものは絶対に天国に入いり得ないのではない。しかしながら富者とめるものもし信者であるならば、彼は地上の富に自分の心を置くものでない事は明らかである。ゆえに彼はその富をもって自己の生活の裕福を計ることは出来ない。富者とめるものは財産をもって神のために仕つかうべし。自己の身を処しょするに簡素なりや否いなやは財産の多寡たかとは自おのずから別の問題である。イエスの教えは明らかに生活の簡素を説いておる、


  
    生命いのちのために何を食い何を飲み又身体からだのために何を衣きんと思い煩うなかれ、汝等空の鳥を見よ、野の百合ゆりを見よ（マタイ六章二十五節以下）

  


  と。すなわち自己の生活の裕福を計はかるものは信者たらざるの証徴しょうこである。しかしてこの事はイエス御自身の生活を憶おもえば一層明らかである。彼を多くの御馳走ごちそうもて饗応きょうおうせんとて心乱れていたマルタに対して、「汝は多端おおくの事により思い煩いて心労こころづかいせり、されど必要なるものは僅わずか、否いなむしろ唯ただ一つなり」（ルカ十章四十一、四十二節）と教えたまいしは、イエスの日常の生活の実じつに簡素極きわまるものでありしことを示している。さればイエスと一つになり、イエスのごとく父の聖旨みむねを行う事をもって糧かてとし、現在すでに溢あふるる恩寵おんちょうと未来に享受すべき永生えいせいの希望とにて心輝ける信者に取っては、簡素質朴かんそしつぼくの生活に安やすんずる事の決して偶然でないことを憶おもうのである。


  



  第三　偽りの信者との共存


  



  　信者を迫害するものは独ひとり不信者のみではない。信者と名のるものの間にもある。否いなこれら偽りの信者より受くる真まことの信者の患難は却かえって遥かに大きいのである。もし不信者を狼に譬たとうべき場合があるとすれば、彼等は狼の装よそおいをなせる狼であって紛まぎれもなき猛獣であるが、偽りの信者はこれに反はんし羊の皮を被かむりたる狼である。その装よそおいは柔和にして気高い。しかし裂けたる口と鋭き爪とがその下に隠れている。なれなれしく人に近づいて実じつはこれを噛かまんとするのである。口には主よ主よと称となえてイエスに頼れるもののごとく見せかけ、実はこの世に頼っているのである。その名は信者であるけれども実じつは全くこの世の奴隷である。しかもかかる偽りの信者が信者中の最大部分を占しむると聞いては人あるいは驚くであろうけれども、それが事実であることは少しく今日の教会の内情又はいわゆるキリスト教国なるものの状態を知るものの拒こばむあたわざる処ところである。しかして彼等に取っては真まことの信者は眼めの上の瘤こぶである。これを恐れ憚はばかり忌み嫌うこと蛇蝎だかつのごとくである。彼等はむしろ不信者を好む。この世は実じつは彼等の慕う処ところであるから、不信者と提携してこの世の勢力を漁あさり、又真まことの信者を駆逐くちくせんと欲する。古来こらい誠実単純なる信者を迫害したものはむしろ彼等に多かった。しかしてその手段や実に陰険悪辣あくらつである。教会の歴史はその恐るべき幾多いくたの実例を我等に示している。預言者を殺してその墓を樹たつる者が彼等である。しかるに彼等はキリスト教の初期以来今日に至るまで絶たえた事がないのみならず、その勢力は頗すこぶる侮あなどり難がたいものがある。我等は時として疑わざるをえない、神はかかる余計なるものを何故なにゆえ存置そんちしたもうのであろうかと。彼等は確かに信者の重荷である。これゆえにイエスは慰めていいたもうた


  
    天国は人ひと畑に美よき種を播まくに似たり。人々の寝いねたる間にその敵あだ来たり麦の中うちに稗子からすむぎを播まきて去れり、苗なえ生はえ出いで実みのりたる時稗子からすむぎも現われたり。主人の僕しもべ来たりて曰いけるは、主よ畑には美よき種を播まかざりしか、如何いかにして稗子からすむぎあるか。僕に曰いけるは敵人あだびとこれをなせり。僕しもべ主人にいいけるは、しからば我等行きてこれを抜き集むるはよきか。否いな、恐らくは汝等稗子からすむぎを抜き集めんとて麦をも共に抜くべし、収穫かりいれまで二つながら長そだて置け、我収穫かりいれの時先まず稗子からすむぎを抜き集めて焚やかんためにこれを束つかね、麦をば我倉わがくらに収おさめよと刈る者にいわん（十三章二十四―三十節）

  


  　収穫かりいれまで二つながら長そだて置けとある。我等は収穫かりいれまで辛抱せねばならぬ。麦なる信者はキリストによって天国に穫かり入いれらるる時まで、すなわちこの世に在ある限りは、稗子からすむぎなる似而非にてひなる信者との共存は免まぬかれないと明言したもうのである（収穫かりいれに至って彼等が如何いかにして抜き集めらるるかは、自おのずから別個べっこの問題である）。我等は常に偽りの信者と闘いつつただ収穫かりいれの日を待つべきである。何故なにゆえに稗子からすむぎが早く刈り取られないのであろうか。もちろん理由が無くてはならない。イエスはいいたもうた、稗子からすむぎを抜き集めんとして麦をも共に抜くの恐れがあるからであると。すなわち稗子からすむぎを麦と共に収穫かりいれの時まで畑に共存せしむるは、麦を害せざらんがために必要であるというのである。稗子からすむぎが成長するは稗子からすむぎのためではない、麦のためである、麦が収穫かりいれを待たずして棄すてらるるがごとき虞おそれのないために置かるるのであると。これは深く味わうべき教えであると思う。偽りの信者は我等の重荷である。しかし彼等あるがため我等には又特別の恵みがある。彼等と闘いつつある間に、我等は知らずしてイエスの福音の純じゅんの純じゅんなる核子がいしを現わし、又これを我がものとしつつあるのである。彼等より受くる迫害を忍ぶ間に神の栄光を輝かすこと多きのみならず、我等自身の信仰もまたこれによって鍛きたえらるるのである。しかして収穫かりいれの日が近づけば近づくほど彼等と我等との差違はいよいよ明白となり、遂に最後に彼等は必ずことごとく焚やかるるために抜き集めらるるのである。現世げんせいは来世らいせいのための準備の場所に過すぎない。もし来世らいせいのために必要ならば我等は如何いかなる闘いをも喜んで闘おう。稗子からすむぎの抜かれざるは一には麦の収穫かりいれを害せざらんがためである、二には稗子からすむぎそのものを抜くに容易ならしめんがためである。かくて偽りの信者はその悪戯あくぎをもって、実じつは真まことの信者の幸福と自己の滅亡とのために準備をなしつつあるのである。


  



  第四　近親よりの孤立


  



  　イエス・キリストを信じて次に来たる問題は自家屋内じかおくないにおける悲劇である。彼を主と仰ぎたる者はその身辺しんぺんを囲む温かき近親の団欒だんらんに一大波瀾はらんを起こさざらんとするもあたわない。これ素もとより彼の本意ではない。しかしながらイエスは言いたもう、


  
    地に泰平おだやかを出いださんがために我来たれりと思うなかれ。泰平おだやかを出いださんがためにあらず、刃やいばを出いださんがために来たれり。それ我わが来たるは人をその父より、女をその母より、嫁をその姑しゅうとより分かたんがためなり。人の敵あだはその家のものなるべし。我よりも父母ちちははを愛いつくしむ者は我に協かなわざる者なり、我よりも子女むすこむすめを愛いつくしむ者は我に協かなわざる者なり（十章三十四―三十七節）

  


  　これ実まことに堪たえがたき事である。誰たれかイエスを信じてこの事のために泣かざる者ぞ。信者の悲しみはここにある。ここに彼は血肉の愛情と神の子の要求とのディレンマに陥おちいるのである。イエスに従わんとして払うべき最大の犠牲はこれである。これを恐れて遂にイエスを棄すてた者は決して少なくない。しかし我等はイエスを棄すてることはできない。わが救いはただ彼に在あるのである、わが希望はただ彼に在あるのである。しからば立ちて彼に従わんか。わが福音は泰平おだやかにあらず刃やいばなりと彼は明言したもう、その家の者を敵あだとするにあらざれば我に従うを得ずと彼は教えたもう。しかしてイエスによって神の我等に賜う特別なる恩恵の代価として、これは実じつにやむをえざる犠牲である。イエスはこの谷を一つ隔へだてて我等を待ちたもう、我に従わんと欲せばその谷を超えて来たれと。我等は一度ひとたびはここを超えなければならない。しからずんば彼の在おわせる処ところに往ゆいて真まことに彼を主と仰ぐことはできないのである。我等のイエスを信ずるは決してただに自分の救いのみのためではない。もし彼に従う事は自分のみの救いの途みちであって、我わが愛する父母ふぼ子女しじょとその首途かどでにおいて袂たもとを別わかったきり永久に再会の望みがないならば、我は独ひとり救わるるの恩恵をあるいは拒絶するかも知れない。実まことに「もしわが兄弟わが骨肉のためにならんには、あるいはキリストより絶はなれ沈淪ほろびに至らんもまた我わが願い」である（ロマ九章三節）。しかし福さいわいなる事にイエス・キリストはわが救い主であって、又わが骨肉の救い主である。彼を離れてわが骨肉の救いはない。彼は先まず近親中より我を選び我を召したもう。しかして我わが彼に従うは、これやがて又骨肉の救いの途みちが開かるる本もとであるに相違ない。彼は現げんに約束したもうのである、


  
    すべて我わが名のために兄弟きょうだい姉妹しまい父母ふぼ妻子さいしを離るる者は百倍を受けん（十九章二十九節）

  


  と。ここに百倍とあるは失いたる父母ふぼ妻子さいし同胞どうほうを回復するの意味であることは、同じ教訓を伝えしマルコ伝 の記事を見れば疑うことができない。そこにはさらに註釈ちゅうしゃくを加えて、「すなわち兄弟きょうだい姉妹しまい父母ふぼ児女じじょを迫害と共に受けん」とある（マルコ十章三十節）。すなわち近親を離るるは後のちにこれを獲えんがためである。この希望ありて我等の悲しみは癒さるるのである。堪たえがたき悲劇、しかしながら避くべからざる悲劇。我等は神の特別なる恵みを彼等のために祈りつつ、暫しばらく近親より孤立せねばならぬ。これ我等自身のためである、又彼等のためである。


  



  第五　地上の天国


  



  　イエス・キリストを主と仰ぐものは世よりの迫害を免まぬかれないのみならず、近親との禿離かいりという最も辛つらき経験を嘗なめ、貧窮ひんきゅうの生活に甘んじ、偽りの信者と闘いつつ、しかもなお日に日に新たなる恩恵を感謝し、かつその前途に輝く希望を懐いてこの世の一生を送るのである。少なからぬ犠牲を払い軽からぬ苦痛を負わせらるる裏うらには、又特別なる福さいわいを恵まるるによりてすべてこれらを忍び得てなお余りあるのである。しかし彼の境遇はこれには止とどまらない、その上にもう一つ特別のものがある。信者同志の間に出来る温かき社会である。これは地上の天国と称すべきものである。もちろん人数は少ない、又この世の人の作る社会のような立派な規則制度はない。否いなその社会には規則なるものは一もない、ただ愛のみである。イエス・キリストに在ありて結ばるる愛のみである。キリストがその社会の唯一の支配者である。彼は常にその中うちに在ありて我等を慰めかつ励ましたもう。しかして彼よりの慰籍いしゃと奨励しょうれいとをもって、我等もまた互いに慰め励まし合うのである。我等は必ずしも人よりの同情を欲するものではない。しかしこの世に旅人とし寄寓者やどれるものとして存在し来世らいせいの窮かぎりなき栄光のみを目あてとして進むものが二三人もしくは数十人互いに相識しるときは、ここに特別の深き同情は湧き来たらざるをえない。これは不信者の間には見ることのできない深き愛である。かかる愛に繋つながれて、彼等はたとえ諸方しょほうに散在さんざい孤立こりつすといえども、その間あいだに固かたき団結は自おのずから出来上できあがるのである。彼等の真まことの国は天に在ある。そこを望んで彼等は生くるのであるけれども、その天国の小なるものを現げんにこの世において握ることを得えて彼等は歓喜と感謝とに溢あふれざるを得ない。この社会あるがために彼等の信仰と希望との強めらるることは決して少なくないのである。しかしながら誤解するなかれ、これは今のいわゆる教会ではない、


  
    もし汝等の中うち二人のもの地において心を合わせ何事なにごとにても求めなば、天に在います我が父は彼等のためにこれを成したもうべし、そは我が名のために二三人の集まれる処ところには、我もその中うちに在あればなり（十八章十九、二十節）

  


  　これは今の教会と根本においてその性質を異ことにするものである。これはイエスの名のために二三人のもの心を合わせているのである。ゆえにまた必ずイエスがその中うちに在ありたもう。すなわち我等の小なる家庭がそれである。またその外ほかに少数の同志がある、しかり少数ではあるが、イエス御自身が加わっていたもうのである。しかして彼の我等を愛したもうその深き愛をもって又互いに相あい愛するのである。この社会はこれを実験せずしてその味を想像することはできない。イエスを信じ天国の希望を共にするもののみがこれを味わうことを得うるのである。


  　迫害、貧ひん、偽ぎ信者との共存、近親者との禿離かいり、しかして地上の天国、これ必ずしも信者の境遇の総すべてではあるまい。しかしその主要なるものたるは明らかである。しかして何いずれもそのよって来たる所以ゆえんを尋ぬれば、一として深き聖旨に出いづる恩恵ならざるはない。これを辛つらしとし堪たえがたしとするは未いまだイエスを主と仰がざる人である。我等はすでに自己に降くだりし恩恵と後のちに顕あらわるべき栄光の絶大なるを憶おもうときは、この短き一生の間における暫時ざんじの軽き苦しみを忍ぶがごときは何でもないのみならず、これらの苦しみそのものが又恵みであることを知ってただ感謝の声を発するの外ほかないのである。（マタイ伝研究の一節）


  



  誘惑


  



  　人はこの世に在ありて種々しゅじゅの誘惑に悩まされねばならぬ。本来ほんらい神に象かたどられて造られし人が自ら進んで罪を犯すのはずはない。彼の罪はことごとく誘われるのである。人類堕落の起源なるアダムの罪がすでにそれであった。しからば我等は誘惑の絶滅せんことを願うべきか。否いな我等は誘惑なき世にただ安然あんぜんと置かれんことを欲しない。我等は誘惑と闘いこれに打ち勝たんことを願う。自由の意思をもって誘惑に引かれず、これを拒絶排斥するの力を与えられんことを願う。すなわち我等の祈りは、


  
    我等を試探こころみに遇あわせず悪より救い出いだしたまえ（マタイ六章十三節、ルカ十一章四節）

  


  ではない。邦訳聖書にかくあるは誤訳である。「試探こころみに遇あわせず」ではない、


  
    我等を試探こころみの中うちに引き入れたもうことなく却かえって悪より救い出いだしたまえ

  


  である。誘惑来たらば来たれ、我等は彼に遭遇することを恐れない。ただその中うちに引き入れらるることなく、彼をして空むなしく退却せしめんことを欲するのである。彼の特性は誘いざないではなくして試みである。彼に試みらるるを恐るるに及ばない、ただ彼に誘いざなわれざるを要する。試みらるれども誘いざなわれず、これ我等の願いである。しかり願いであるけれどもその力が無い。試みられて誘いざなわれざることは稀まれである。しからば如何いかにしてその力を得ることができるか。


  　我等はこれを自己の経験に照らして知る、試惑こころみに遭あいて誘いざなわれんとするときに我等の理想や良心や知識は何なんの力ともならざることを。自みずからその事の余りに卑いやしくかつ愚かなるをよく弁わきまえつつも、なお誘いざなわれ行く我を引き止むるあたわざるは我等の実験である。この時我に向かって教訓を説くも風馬牛ふうばぎゅうである。我等はただかつて同じような試惑こころみに遭遇してしかも遂に誘いざなわれざりし人が、その切実なる経験をもって我等に同情してくれんことを要求する。彼が側そばに立ちて我を慰め、我が左の手を悪魔に渡した時に緊しかと右の手を握ってくれるならば、我は誘いざなわれんとして誘いざなわるるをえない。我のみではない、彼もかかる痛切なる試惑こころみに悩んだのである、彼もこの堪たえがたき心持ちを味わったのである。しかも遂に動かなかった、遂に踏み止とどまった、誘惑は空むなしく彼より手を退ひいたのである。その彼がいま我を助くるのである、彼はわが心持ちを隈くまなく解してくれる。彼の同情は適切である、かつ有力である。かかる伴侶が我と共に在あるならば、我は試みらるるとも決して誘いざなわるることはないのである。


  　しからばかかる伴侶が世に存在しているか、あらゆる試惑こころみに遭遇してしかもことごとくこれに打ち勝ったという人が果たして在あるであろうか。曰く在ある。ただしただ一人である。天上天下てんじょうてんか、古往こおう今来こんらいただ一人しかない。彼はすなわちイエス・キリストである。


  　イエスは神の子である。しかし彼は同時に紛まぎれ無き人間であった。我等と均ひとしき血と肉とを備え、空気を吸いパンを噛かじりたもうた。人たるの要素はことごとくこれを具備ぐびしたもうた。彼が神の子であるとはその聖善せいぜんの霊性についていうのであって、肉によればすなわちダビデの裔すえであったのである（ロマ一章三、四節）。従って彼にももちろん誘惑が臨のぞんだ。しかり実じつに我等と全く同じように様々の試惑こころみが常時いつも彼を悩ましたのである。ただにユダヤの野の四十日間のみではない。決してそうではない。現に彼の晩年においても大いなる試惑こころみが時々彼を襲うていることを我等は四福音書の記事によって窺うかがい知るに難かたくない（マタイ二十章二十節、ヨハネ六章十五節、十章二十四節等）。否いなただに又晩年のみならず、三十年の隠れたるナザレ生活もまたそうであったろう。聖書はその事につき何の記録をも残さないけれども、我等はそう信じて差し支えはない。彼は何処どこまでも人に相違なかったのである。その故郷ふるさとにて伝道をなしたまいし時、彼の生立おいたち以来の生活を熟知せる隣人は、あの普通人と別に違わなかったイエスに「すべてこれらの事は何処いずこより来たりしや」といいて信ぜざりしに徴ちょうしても、思い半なかばに過すぐるものがある（マタイ十三章五十四節以下）。マタイ伝四章等とうに載のせられたるいわゆるイエスの試惑こころみは決して一時いちじの物語ではない。彼の全生涯を通つうじての試惑こころみとそれに対するイエスの態度との縮図に外ほかならぬことは、その記事を翫味がんみして知る処ところである。


  　第一ここに試惑こころみの種類が三つ示されている。四十日間の飢餓うえの後のちに来たれるパンの試惑こころみはその一である、聖殿せいでんの頂上より身を躍らして万人の喝采かっさいを博はくせんとする名誉の試惑こころみはその二である、悪魔に跪拝きはいして全世界を手に入れんとする富の試惑こころみはその三である。肉慾と名誉と富と、これはこれ人類試惑しわくの三大代表者ではないか。我等に迫り来る凡百ぼんびゃくの試惑こころみは畢竟ひっきょうこの三のものをもって代表させることが出来るのである。我等はユダヤの野におけるイエスの三試惑しわくを偶然のものとして見逃し去ることは出来ない。ここに深き意味がある。痛切なる肉慾の試惑こころみと赫々かくかくたる名誉の試惑こころみと強大なる富の試惑こころみと、この三に遭遇するはすなわち一切の試惑こころみに遭遇することである、この三に打ち勝つはすなわちあらゆる試惑こころみに打ち勝つことである。かくのごとくに見てこの四十日間のイエスの経験は、実じつは我等の一生に深き関係ある大事件である。


  　イエスは四十日四十夜食らうことをせず遂に飢えたりとある。イエスもまた人である。永ながき間の絶食によって彼の感じたまいし飢餓きがの程度はよくこれを想像することができる。実まことに飢餓きがの前には徳義も恥もないのが人の例つねである。肉の糧に対する痛切なる要求の下もとには霊の糧を憶おもうがごとき余裕はない。イエスは今この飢餓きがに陥りたもうた。しかして彼は人であると同時に神の子である。彼はその飢えを癒すに難かたくない。小石の累々るいるいたる曠野あれのも彼に取っては穀物の倉に均ひとしい。彼一たびその神の子たるの能力ちからを揮ふるいたまわんか、石を変へんじてパンとなし得うべく、もってその堪たえがたき飢えを癒すに足る。事は容易にしてかつ刻下こくかの急である。悪魔の心付こころづきしはここであった。ゆえに来たり囁ささやいて云いう、汝もし神の子ならば命じて石をパンとなせと。人なるイエスの心は動かざらんとするもあたわなかったであろう。しかし彼は知りたもうた、自己の肉慾の満足のために奇蹟を行うは神の子たるの特権を濫用らんようするのである、その時とき霊が形を潜ひそめて肉が跋扈ばっこするのである、これすなわち霊の肉に対する降服こうふくである、飢えのために神を忘るるものであると。彼はたとえ一瞬の間たりとも父なる神を忘るることはできない。彼の心は動かんとして又父に一瞥いちべつを与えた。しかして限り無き慰籍いしゃと力とはたちまちそこより流れ来たった。肉慾は暫しばらくその要求を撤回した。すなわち


  
    人はパンのみにて生くるものにあらず、ただ神の口より出いづるすべての言ことばによる

  


  と。信仰である、信仰である。神を信ずる者は神を忘れ自己の手をもて肉の糧を獲えんと欲することはできない。神は我等の必要物ぶつをことごとく知りたもう。我等は一片のパンといえども神与えたもうにあらずんばこれを口にすべきではない。まず神の国とその義とを求めよ、しからばこれらのものは皆汝等に加えらるべしである。（マタイ六章三十二、三十三節）


  　第一の試惑こころみは見事みごとに斥しりぞけられた。しかしたちまち又第二の試惑こころみがやって来た。それは肉慾ほど痛切ではなかったかも知れない。さりながら赫々かくかくたる光輝こうきをもって眼めを眩げんせんとする聖殿せいでんの絶頂よりの飛躍と天使の奉仕、これ救い主に有あり得うべき奇蹟であって神の子にふさわしき名誉である。しかのみならず聖書の言葉までが裏書うらがきをしている。如才じょさいなき悪魔は今やイエスの武器をもって却かえって彼を刺さんとするのである。彼の心は又も迷わざるをえない。事は単に自分の肉体の満足のみではない、世を救うための奇蹟である、聖書の言葉の実現である。ここに再び霊性と野心との戦いが開かれた。しかしながらイエスは遂に自己の野心を充みたすがために、一瞬時しゅんじたりとも父を忘るることが出来なかった。人なる彼が自己に事つかうるときは、すなわち父なる神を離るる時である。これ彼の忍ぶあたわざる処ところであった。彼は神をして自己に仕つかえしむることは出来なかった。主たる汝の神を試こころむべからずと、父に対する一瞥いちべつは又も彼をして試惑こころみに打ち勝たしめた。


  　肉慾彼を誘いざなうべからず、名誉また彼を惑まどわしむるに足らず。ここにおいて残る処ところは唯ただ一あるのみである。富！肉慾ほど痛切ではないかも知れない、名誉ほどきらびやかではないかも知れない。しかし人の心を誘いざなう力の強大なるかくのごときは又少ないのである。今の世において殊ことにそうであるが、二千年の昔においても多く異なる処ところはなかったであろう。富は実力である、権威である。肉慾に淡あわく空名くうめいに憧れざる着実ちゃくじつの士しにしてこの試惑こころみの前に膝を屈したる者は幾何いくばくぞ。悪魔に取りて今は最後の手段に訴うべき時である。このゆえにその提供は思い切って大きくあった。一時じの満足一時じの冒険ではない、万国とその栄華、これ彼の奥の手である。これを尽くして最早もはや彼の手は空むなしくなるのである。従ってその要求は今や最も露骨ろこつであった。曰く汝もし俯伏ひれふして我を拝せばこれらをことごとく汝に与うべしと。代価は極めて廉やすい、ただ俯伏ひれふして彼を拝するのである。かくのごとくして万国とその栄華は得られるのである。救い主の使命を完まっとうするの捷径ちかみちはここに在あるのではないか、万国を一日も速く神に献げんがためにただの一度悪魔を拝することは果たして忍び得ざることであろうか。人なるイエスは確かにかかる試みを感じたもうたに相違ない。彼は我等の感ずるすべての試みを感じたもうのである。ここに三たび霊性と欲望との戦いが戦われた。そして三たび父の一瞥いちべつが彼を救うた。殊ことに悪魔の態度の鮮あざやかでありしだけ、イエスの心に醒さめたる父の姿もまた鮮あざやかであった。彼は今や聖書の言葉のみをもってしては物足りなかった。彼自身の霊性は先まず激語げきごを放って悪魔の面貌かおに痛棒つうぼうを喰らわしめた。曰くサタンよ退けと。実じつにこれで足りるのである。しかし聖書の言葉はさらに彼のために最後の止とどめを刺してくれたのであった、


  
    主たる汝の神を拝しただこれにのみ事つかうべし

  


  と。これである、これである。これで事がきまるのである。肉慾の試惑こころみも名誉の試惑こころみもはた富の試惑こころみも、これさえあれば恐るるに足りない。


  　かくのごとくしてイエスの試惑こころみは終わった。ついに悪魔彼を離れ天使たち来たり事つかうとある。しかし誤解してはならない。繰り返して言う、イエスの一生中再び試惑こころみが臨のぞまなかったのではない。彼の地上の生活は何処どこまでも人としての生活であった。ゆえに幾多いくたの試惑こころみが絶えず彼を悩ましたに相違ない。ただ闘いの結果はいつもこれであったのである。勝利は常に彼に在あったのである。試みらるれども遂に罪を犯さず、弱き肉体をもってして霊性の勝利を謳歌おうかしたもう。その秘訣は外ほかにはない、ただ彼の眼が父を離れなかったからである。父の温顔おんがんこそは実じつに一切の試惑こころみに勝まさる力であった。これを見守りて悪魔の声は耳の底に達とどかないのである。イエスは我等の受くべきすべての試惑こころみを受けて、しかもただ常に父と共に在ありたまいしがゆえに、かつて一度も誘いざなわれたまわなかったのである。


  　そのイエス・キリスト今は聖霊により我等の心に宿りたもう。我等は彼の姿を見ない、その声を聞かない、しかし確実にその力を感ずる。彼が十字架上に顕あらわしたまいし愛を見て彼の前に跪ひざまずきしより、今まで有もちしことなき不思議なる力が現実に我を支配しておることを実験する。眼にて見るあたわざる彼が常に我が伴侶として側かたわらに在あり、我を助けたもうことを実験する。彼はわが唯一の伴侶である。事毎ことごとに我が訴うる者は彼である。訴えて慰められざるはない。殊ことに彼は我等の受くべき一切の誘惑ゆうわくをすでに経験したもうたのである。我等は如何いかなる誘惑をもって訴うるも彼の応えたまわざるものとては無い、熱き涙と温かくして緊かたき手とが常に我を待つのである。


  
    我等が弱きを思いやることあたわざる祭司の長おさは我等に在あらず、彼はすべての事に我等のごとく試みられたれど罪を犯さざりき（へブル四章十五節）

  


  　実に恃たのもしきものにして彼の同情のごときはない。何となれば弱き我等のすべての経験を自みずから嘗なめ、しかもことごとくこれにうち勝ちたもうたからである。彼を伴侶とすることを得て、我等はもはや誘惑を恐れない。来たれ、肉慾、名誉、富の試惑こころみ。我はただわが友イエスに赴おもむく。我はただ仰いで彼に訴うる。しかして彼の同情を受くるときに、誘惑の手は自おのずから我を離るるのである。力は我にない、しかし勝利はある。彼によって我は如何いかなる誘惑にもうち勝つのである。


  



  十字架を負うの歓び


  



  　イエス・キリストをわが主であると感じ、主よと呼びて彼に頼ることは必ずしも難しくない。自己衷心ちゅうしんの要求に忠実なる者にして少しく彼の性格について学び得えし者に取っては、かく感じかく呼ぶことはむしろ自然である。現げんに今日多数の人々が自みずからイエスの弟子なりと称して生活しているのである。慕うべき彼の聖名みなを口にして彼に信頼するの心を表わすは決して悪しきことではない。かくのごとくして我等もまた彼の足跡そくせきを踏まんと欲するのである。しかしながら彼に従うことは彼を主と呼ぶことのごとく容易ではない。彼の人格に讃美の心を傾倒けいとうする者も、彼に従わんとしてしばしば躊躇ためらうのである。「もし我に従わんと欲おもう者は己を棄て、その十字架を負うて我に従え」と、これ彼の提出したもう要求である。実じつに難問である、人生最大の難問である。我等はイエスの生涯殊ことにその死を憶おもうときは、自みずからもまた十字架を負うて彼に従うの、すなわち彼に酬むくゆるの所以ゆえんであることを知り、彼の要求の決して過当かとうならざるを思う。しかして又幾度いくたびかこれを実行せんと試むるのである。しかしながら事は実じつに容易ではない。十字架！これを彼方かなたに置いて仰ぎ見れば栄光かがやくを覚ゆる。これを自みずから手にせんとすれば我手わがて戦おののくのである。何ぞ主の十字架の貴とうとくして己が十字架の厭いとわしきや。その罪標すてふだに「ユダヤ人の王イエス」と記されしを見ては実まことに感激に堪たえない。しかるに見よそこに我が姓名を記されては我は慄然りつぜんたらざるをえない。我は満身の勇気を鼓こしてこれを負わんとするも力足りない。強しいてこれを肩にせんとすれば、我眼わがめ眩くらみてもはや主の十字架の栄光をさえも見ることが出来なくなる。その時我が内心もまた我を裏切って言うのである、「汝、田地でんちを買いたれば往きて視みざるをえざるにあらずや、汝五いつくびきの牛を買いたればこれを試こころむるために往ゆかずや、汝妻を娶めとりたるにあらずや」と（ルカ十四章十八―二十節）。かくして我は遂に十字架を負うことが出来ないのである。自みずから主よと呼びながらその跡あとに随ついて往ゆくことが出来ない。自分の要求は何事なにごとでも彼の名に託よって祈りながら、ただ一つの彼の要求を受け容いるることが出来ない。これ信者の苦衷くちゅうである。これを憶おもうて心痛まざるものは、偽善者にあらずんば白痴である。


  　実じつに十字架を負うことは人生の最大問題である。かかる重大にして困難なる問題が自分の力で解決しえようはずはないのである。信者が事をなすに一々いちいち祈りを要するならば、ましてこの難問をや。これは祈るに最もふさわしき問題である。祈ってそのままに聴きかるべき事柄である。如何いかなる祈りが聴きかれずとも、この祈りだけは聴きかれない心配がない。何となればこれ主の欲したもう処ところである。神御自身の要求である。かかる祈りこそ安んじて主の名に託よって捧ささぐべきである。今日未いまだその時機でないならば願わくは明日これを成らせたまえと、かくのごとくして我は日に日にわが神に迫るのである、朝あしたより夕ゆうべまで刻々こくこくに主の招きを待つのである。その時が何時いつ到来するかは知らない、ただ祈りつつ今か今かと待つのである。


  　かくする内うちに主と我との交わりはいよいよ親しみを加える。従来いままで襖ふすまを隔てて聞きしようなる彼の声は次第に耳元みみもとに近くなる、帷とばりの陰に蔽おおわれてありし彼の姿は著いちじるしく明瞭に見うるようになる。殊ことにその十字架上の姿はいよいよ深き印象をわが心に刻んで最早もはや暫しばらくも忘れがたくなる。我等のため、特に我がため、かかる死を味わいたまいしと思へば、その限りなき愛の心はわが全心を潤うるおして我を囚とらえてしまうのである。「キリストの愛我を勉はげませり」、かくまで彼に愛せられて我心わがこころは酔わざるをえない。今や彼は深くわが衷心ちゅうしんの髄ずいにまで喰い入っている。彼を振り放さんとするもあたわない。彼を脱のがれんがため出いでて野に往ゆけば、すなわち彼もまた我と共に野に往ゆくのである。入いりて雑踏ざっとうの巷ちまたに隠れんとするも、彼はなお来たりて我が眼前がんぜんに立つのである。眼を閉とづれば彼の姿いよいよ鮮あざやかに浮かび、耳を蔽おおえば彼の声益々ますます冴さやかに聞こゆる。睡ねぶりて彼を忘れんとすれば、すなわち夢に彼を見るのである。ああ、神の子イエス・キリストは今やわが恋である。何人なんびとも彼に奪われしわが熱情を割さくことは出来ない。我自身といえどもまた奈何いかんともすることが出来ない。彼が招くのである、彼が我名わがなを呼びつつあるのである。聞かざらんと欲するも聞こゆる。彼の呼ぶのが明瞭に聞こゆる。ああ呼ぶ、呼ぶ。我は往ゆかざるをえない、誰が往ゆかずとも我だけは往ゆかざるをえない。よしその道は何であろうとも我は往ゆかざるをえない。彼に呼ばれて我が時は来たのである。今や十字架より外ほかに我が負うべきものはないのである。美田びでんも新妻しんさいも五いつくびきの牛も我を止とどむることは出来ない。我自身の無力もまた何の妨げにならない。キリストの愛我を余儀よぎなくするのである。彼の手に助けられて十字架は遂にわが肩に上のぼるのである。


  　かつてこれに触れんとして我手わがて戦おののきし十字架は素もとより苦痛である、悲哀ひあいである。そのことは今といえども少しも変わらない。死はその影である。これを負うて死の苦き杯を飲まざらんと欲するもあたわない。これを持つ手は血と涙とに塗まみれざるをえない。別離の悲哀ひあいはどうしても渡らなければならぬ谷である。骨肉の親しみより離れ、生活の保証より離れ、この世の人の幸福と称するすべての条件より離れて、孤独貧窮ひんきゅう迫害の衣きぬを着なければならない。これを外側より見て何の美うつくしき姿があろうか。何の温かき装よそおいがあろうか。十字架は何処どこまでも十字架である。これは白金はっきんや大理石にて作りし床とこの間まの飾物かざりものではない。これはかつて棘いばらの冠を戴いただきたる人が、その上に両手を展のべて血を流したる木の架かせである。これに良き薫かおりのするはずはない。死が恐るべきものである以上十字架は恐るべきものである、これを負うは苦痛である、悲哀ひあいである。


  　ああ、しかしながら十字架に絶大の歓びがある。これを負う者の胸にこの世ならぬ歓びがある。外なる人は迫害に悩むとも内なる人はいいがたき歓喜に充みちて、ただ感謝を繰り返すの外ほかないのである。彼の外貌うわべの零落れいらくすると均ひとしく、否いなそれよりも遥か以上に彼の胸裏きょうりの光景は一変するのである。彼の狭き胸の中うちに新しきエルサレムが描かれるのである。天国天国といいて遠き彼方かなた墓の向こう側に想像しいたるその神の国が、今や歴然とわが胸裏きょうりわが周囲に実現するのである。「我等此処ここに在ありて恒つねに存たもつべき城邑みやこなし、ただ来たらんとする城邑みやこを求む」。しかしながら我等の希望は空しき想像ではない。この世に在ありて少しも実験するあたわざる空しき想像のみに希望を置くは我等の耐うるあたわざる処ところである。我等は信頼すべき確実なる商人と取り引きをするにもなお見本を取り寄するのである。すなわち彼が見本通りの商品を提供することにおいて信頼して疑わないのである。これ弱いといえば弱いのであろう。しかしながら人生の事実である。これあるがゆえに神を見るにもキリストを要したのである。天国の希望もまたそうである。我等此処ここに在ありて恒つねに存たもつべき城邑みやこはない。しかし来たらんとする城邑みやこの質かたはこれを有もつことが出来る。天国の模型はこれを実見じっけんすることが出来るのである。これを実見じっけんして我等の心は安んずるのである。多年ただ想像の裡うちにありし新しきエルサレムを今わが身辺に実見じっけんして、我はいい知れぬ歓喜に溢あふれざるをえないのである。ハレルヤ！わが故国ここくはこれである。わが行先ゆくさきはこれである。この世の労働を終えて暮鐘ぼしょうの音ねに送られつつ、わが帰り行く楽しき家はこれである。かかる家が墓の彼方かなたに待つならば、死は実に感謝すべき旅路である。かかる天国の質かたを握ること、それが十字架を負うの歓びである。しかして十字架を負うにあらざればこの歓びは味わうことが出来ないのである。


  　天国とは多分たぶん父なる神及および主イエス・キリストの愛のほか、何の法則も束縛もなき自由にして平安なる国であろう。今十字架を負いたる我が心はすなわちそれである。主イエスに身を委ねながらなお腐れ縁の切れざる彼かの主此この主に時々は秋波しゅうはを送らざるを得ざりし昔の辛つらさを、今や奇麗きれいに洗い流したのである。今や主の愛のほかに我を縛る縄なわはない。盗賊の来たるがごとく密ひそかに我心わがこころに忍び込むこの世の主を迎うるの苦心くしんは要いらない。ただ慕わしき主イエスのみのために安んじてわが全生ぜんせいを捧ささげまつるのである。彼が右みぎせよと命じたまわんか、何の顧慮こりょする処ところもなく右みぎするのである。彼が左ひだりせよと命じたまわんか、唯々いいとして左ひだりするのである。かくして今日こんにち彼かれの国に召したまわんか、我は何の後髪うしろがみ引かるる思いなくして喜び勇んで出立しゅったつするのである。実に人心じんしんを解放するものにして十字架のごときはない。これを負うてあたかも静かなる大洋に漕こぎ出いでたるの感がある。その洋々ようようとしてしかも安らかなる光景は、これを実見じっけんせざるものに説明することが出来ない。その見渡すかぎり隅すみから隅すみまで暉々ききたる日光の照らすに委まかせたる壮快なる景色は確かに現世げんせい的ではない。此処ここに彼かの国の面影おもかげを認むることが出来る。この自由と平安とは多分たぶん天国の生活の反映であろうと思う。


  　天国とは多分たぶん純じゅんなる無私の愛をもって兄弟姉妹の相あい交わる処ところであろう。先さきんじて其処そこに在ある者は後おくれて来たりし者を迎うるに、相あい抱いだいて喜び祝しゅくする処ところであろう。十字架を負える者の小さき社会はまたそれである。彼の家庭は今や一点の緩ゆるみなき、触ふるれば凛々りんりんと鳴り響くようなる純金の愛をもって堅かためらるるのである。彼の先達せんたつは彼を迎えんがために、「遠くより走り往ゆき……いとも善よき服ころもをこれに衣きせその指に環わをはめ、その足に履くつを穿はかせ、又肥えたる犢こうしを宰ほふりて共に楽しむ」のである（ルカ十五章）。もしこれをしも天国の質かたでないというならば、天国とは望むに足たらぬ処ところであると思う。世の人々が悔くやみの詞ことばをもって見送りつつある間に、同志の者はすでに「所ところを備えて」彼を歓迎するの準備をなしているのである。人生の失敗者のごとくして送り出された時に、彼の恵まれたる新生活が初まるのである。墓の彼方かなたの復活もまたかかる者にあらずして何ぞや。我は復活の状態を理論によって断定することは出来ない。しかしその心持こころもちはこれを味わうことが出来る。天国における兄弟の交わりはこれを此世このよにおいて経験することが出来る。永生えいせいの歓びはすでに今よりこれを感ずる事が出来る。


  　けだし神はキリストを信ずる者に約束するに永生えいせいをもってしたもうた。しかし我等の神は何処どこまでも思いやり深き神である。彼はただ約束のみに止とどめたまわない。彼は我等の希望を堅かたく繋つながんがために約束に添えて質かたを賜うたのである。


  
    我等を汝等と共にキリストに堅固かとうしかつわれらに膏あぶらを沃そそぎしものは神なり、彼また我等に印いんしかつ質かたとして霊みたまを我等の心に賜えり（後コリント一章二十一、二十二節）

    それこの事（復活）に応かなう者と我等をなしたもう者は神なり、彼かれ霊みたまをその質かたとなして我等に賜えり。（同五章五節）

    万事すべてのことをその意こころのままに行う者おのれの旨むねに循したがいて予あらかじめ我等を定め、キリストに在ありて嗣子よつぎとなることを得しむ……汝等もキリストを信じ我等が業ぎょうを嗣つぐの質かたなる約束の聖霊をもって印いんせらる（エペソ一章十三節）

  


  　げに如何いかにも神らしき質かたである。この貴とうとき質かたを与えられて、我等は来たらんとする城邑みやこにすべての望みをかけるのである。しからばこれを受くるがために我もまた何か献ささげ物をなすべきではないか。わが全心ぜんしんを彼に捧ささぐるの印しるしとして何かふさわしき贈物おくりものがないか。あたかもよしキリスト自みずからその選定をなしたもう。曰く十字架を負えと。これあるかな。聖霊に応こたうるに十字架をもってして、神と人との約束は成立するのである。この十字架を負うにあらずんば聖霊は確実に我がものとはならない。神の約束の質かたを受くるには、この一つの条件だけは履ふまなければならない。しかしてこれを履ふみさえすれば我は確実に印いんせらるるのである。わが行先ゆくさきは面上めんじょうに記されて、我は紛まごう方かたなき嗣子よつぎとなるのである。すなわち此世このよに在ありてすでに天国を実験し、なおその上に最も確実なる来世らいせいの希望を抱くことを得うる。これ十字架を負うの歓びである。


  
    およそ神の国のために家あるいは父母ふぼあるいは兄弟あるいは妻あるいは児女じじょを離るる者は、今世こんせいにて幾倍を受け来世らいせいには永生かぎりなきいのちを受けざる者なし（ルカ十八章二十九、三十節）

  


  　およそ人の歓びとしてこれよりも大いなるものを想像することは出来ない。十字架の黒き影は死の苦痛である。しかしこれを負う者の胸の中うちはかかる歓喜もて輝くのである。彼は慕いまつる主の呼びたもうがままに余儀よぎなくして立ったのであるが、今はその歓喜の絶大なるに驚嘆せざるをえない。かくて彼の残生ざんせいはただ感謝感謝の連続である。しかして遂に最後の感謝を遺のこして窮かぎりなき栄光に入いるのである。


  



  心の貧しき者は福なり


  



  
    二人祈らんとて殿みやに登りしがその一人はパリサイ人、一人は税吏みつぎとりなりき（ルカ十八章十節）

  


  　一は宗教家である、他は俗吏ぞくりである。祈祷と断食とによって神に親しむは前者の得意とする処ところである、誅求ちゅうきゅうと苛斂かれんとの中うちに自家じかの懐ふところを肥こやさんとするは後者に有ありがちの罪悪である。いま二人の者ともに祈らんとて殿みやに登る、彼等は果たして如何いかに何を祈るか。


  
    パリサイの人ひと立ちて自みずからかく祈れり、神よ、我は他の人のごとく強索うばい、不義、姦淫せず、またこの税吏みつぎとりのごとくにも有あらざるを謝しゃす、我われ七日間に二次ふたたび断食し又すべて獲うるものの十分の一を献ささげたり（同章十一、十二節）

  


  　彼は流石さすがに宗教家であった。彼は神の前に立ちて己おのが日頃の行いを回想し、その正しきを感謝せずにはおられなかった。彼はこの時道徳上の勝利を感じて一般人に対し殊ことにその側かたわらに立てる俗吏ぞくりに対して深き誇りを抑おさえあえなかった。我わが徳行とくこうを見よ、わが信仰の力を見よと、恐らく彼は心の中うちに囁ささやき、しかして自みずから満足したであろう。彼は又神に対する義務をも欠かざるを知った。一週二回の断食と十分一の献物ささげものとはわが怠おこたる処ところにあらず、我は神に対しても何の疚やましきことあるなし、俯仰ふぎょう天地てんちに愧はじざる者は我なり、とかくのごとくに思い廻めぐらして、彼は畢竟ひっきょう自己讃美の裡うちにその祈祷きとうを終った。


  　これに反はんし憐むべきは税吏みつぎとりであった。素養そようの深きものあるなく、徳行とくこうの誇るべきものあるなく、宗教的義務の励行れいこうあるなく、却かえって平常の生活を顧かえりみれば顧かえりみる程ほど慚愧ざんきの念ねんに堪たえざるものが多かった。彼はかつて貧しき村人むらびとを責むるに荒あららかなる言語ことばと不親切なる態度とをもってしたることを思い起こしたであろう。金銭勘定に淡泊たんぱくならずして不義の財かねを手にしたることをも思い起こしたであろう。怠慢、冷酷、利己その他たあらゆる罪悪の追想ついそうにそぞろ胸痛み足の歩みもとかく渋しぶりがちであった。しかのみならず彼は神に対して何の尽くすべきをも尽くさない。彼は自己の胸中きょうちゅうを探りて何の確信をも発見することが出来ない。祈りに往ゆくという、しかし余よに果たして信仰なるものがあるのであろうか。否いな、徳なく智ちなく愛なきはもちろん、わが信仰と称しょうすべきものさえ有もたない。余よは正まさに無一物むいちぶつである。何をもって神に見まみゆることを得えようか、とかくのごとく彼は感じたであろう。されば彼に取っては神殿に近よる事さえ何となく心苦しかった、


  
    税吏みつぎとりは遥かに立ちて天をも仰ぎ見ずその胸を打ちて、「神よ、罪人なる我を憐みたまえ」と曰えり（同章十三節）

  


  　彼は今自己の心の貧寒ひんかんなるを思うて悲しみに堪たえない、何と祈るべきかをも知らない、神に向かって自己をいい表わすに他に言葉はない。ただ「罪人」である、しかり実じつに罪人なる我である。何の誇るべきものもない。ただ「憐みたまえ」である。「神よ罪人なる我を憐みたまえ」と、これより他に彼の祈るべき言葉はなかった。神は我に何一つ善よき物のなきをことごとく知りたもう。願わくはかかる我を憐みたまえと言いて、我なるものを神の前に投げ出いだすの他ほかはなかった。憐むべき税吏みつぎとり！共に祈りしパリサイの人に対しても如何いかに心愧はずかしく感じたことであろう。


  　しかしながらイエスはなお附け加えて言いたもう、「我汝等に告げん、此この人は彼かの人よりは義とせられて家に帰りたり」と（同章十四節）。この憐むべき税吏みつぎとりの方がかの尊敬すべきパリサイの人よりも、神の前に義とせられたのであると、神は信仰と道徳との優れたる宗教家よりも、罪の思い出のみ多くして力無く心貧しき一俗吏ぞくりを愛めでたもうのであると。ここに人の眼と異なりたる観察がある。ここにこの世の判断と正反対なる評価がある。税吏みつぎとりは何故なにゆえに義とせられ、パリサイの人は何故なにゆえに義とせられなかったのであるか。


  
    イエスに按さわられんがため人々幼児おさなごを携つれ来たりしに弟子たち見てこれを責いましめたり、イエス幼児おさなごを呼び弟子に曰いけるは、幼児おさなごを我に来たらせよ、彼等を禁いましむるなかれ、神の国におる者はかくのごとき者なり、誠まことに汝等に告げん、およそ幼児おさなごのごとくに神の国を承うけざる者はこれに入いることをえざるなり（同章十五―十七節）

  


  　イエスが幼児おさなごを近づけたまいしは無邪気なるがゆえではない、純潔なるがゆえではない。その母を承うくる態度の何処どこまでも信頼一方いっぽうであるからである。幼児おさなごの母に対するやただ絶対の信頼のほか何もない。愛せらるるも縋すがるのである、叱しからるるも縋すがるのである。「たとえ彼かれ我われを殺すとも彼に頼より恃たのまん」と（ヨブ十三章十五節）、これ幼児おさなごの本心である。しかしてそのかくのごとくなるは何のゆえであるか。問う迄までもなく自身何の力をも有しないからである。自みずから何の恃たのむべき処ところなきがゆえに、心をうち開いてただ母よと頼より縋すがるの他ほかを知らないのである。幼児おさなごに自みずから恃たのむ処ところの生ずる時は、すなわち母に対する信頼のややに薄うすらぐ時である。至極しきょくの無力、ゆえに絶対の信頼。しかしてイエスは曰いたもう、「およそ幼児おさなごのごとくに神の国を承うけざる者はこれに入いることをえざるなり」と。幼児おさなごが母を承うくるごとくに神の国を承うくる者のみが、これに入いることをうるのであると。すなわち知る、無力無一物むいちぶつはこれ神の国に入いるの条件ではないか。自みずから顧かえりみて罪のほか何の善よき物なく、心貧しくしてただ愧はづるのみなりしかの税吏みつぎとりの義とせられしは実まことに故ゆえあるかな。彼は多分たぶんわが信仰と称しょうすべきものすらなきを悲しんだであろう。いわんや確信というがごとき力は一つも有もたなかった。それにもかかわらず神の前に義とせられたのである。否いなそれの故ゆえに義とせらるることをえたのである。母に縋すがる幼児おさなごに何の確信あらんや。彼にしてもし自みずから語りうるならば言うであろう、「我にわが信仰なるものあるなし」と。しかりわがものと称しょうしうる何一つも無ければこそ、そのままにただ母を仰あおぐのである。税吏みつぎとり彼かれ何故なにゆえ神に縋すがることをえたるか。彼に徳なく智ちなく愛なく、実じつに彼の信仰と称しょうすべき力さえも無かったからである。罪人なる我をと言いて、その身そのまま神の前に投げ出すことをえたるは、すなわち彼にパリサイの人のごとき自ら誇るべき何物も有もたなかったからである。我等はどうかすると自己の信仰の弱きを歎なげきて、はなはだしきはもはや神に縋すがるの力も我にはなしとさえ思うことがないではない。しかしながら神に縋すがるの力とは果たして何の謂いいであるか。幼児ようじが母に縋すがるに何の力を要するか。力無くてこそ勿怪もっけの福さいわいである。我に何の誇るべく恃たのむべきものなく、わが信仰と称しょうすべきものも無くなった時に、初めてイエス・キリストを我が主と仰あおぐことができる。言うをやめよ、我が信仰我が確信と。信仰がわがものとなり、わが家又はわが金というがごとく自己の所有物財産の一つに数えらるる時、信仰はもはや信仰ではなくなったのである。信仰は信頼である、依頼いらいである。税吏みつぎとりは幼児おさなごの母に依頼いらいするごとくに神に信頼するをえたから、義とせられたのである。


  
    ある宰つかさ問うて曰いけるは、善よき師よ永生かぎりなきいのちを嗣つぐために我われ何をなすべきか、イエス彼に曰いけるは……戒めは汝が知る処ところなり、姦淫するなかれ、殺すなかれ、盗むなかれ、妄証いつわりのあかしを立たつるなかれ、汝の父と母とを敬え、答えけるは、これみな我が幼きより守れる者なり、イエスこれを聞きて曰いけるは汝なお一つを欠く、その所有もちものをことごとく売りて貧しき者に施ほどこせ、さらば天において財たからあらん、しかして来たり我に従え、彼かれ大いに富める者なりしかばこれ聞きて甚いたく憂えたり（同章十八―二十三節）

  


  　宰つかさとあればいずれ高き身分の人であった。従って相当の素養そようを有し又社会より尊敬せられていたる人であろう。果たして彼は永生えいせいを嗣つぐべき途みちを問うて、戒めをもって答えられし時、直ただちに「これ皆わが幼きより守れるものなり」と言うている。彼はここに自己の誇りを感ずると共に、イエスの答こたえの余りに平凡なるを怪しんだであろう。彼は思うた、もし永生えいせいを嗣つぐの条件が普通道徳に在あるならば余よはすでに十分その資格を有もっている者である、又もしその上に何か高尚なる行為を要するならば余よのごときは完全なる徳性とくせいを本もととして必ずこれを成就するに適てきするならんと。かくして彼はイエスの口より宗教の奥義を聞かんことを俟まったのである。しかるにイエスの答こたえは又しても意想外いそうがいであった。汝なお一つを欠く、すなわちその所有もちものを売りて貧者ひんしゃに施ほどこし、しかして我に従えと。条件は又も卑近ひきんなる事であった、しかしながら難しきことであった。彼は遂にいたく憂えて実行しえなかったとある。しかして福音書記者はここに自己の意見をさし加えて、「彼大いに富める者なりしかば云々」と言うている。彼かれのいたく憂えし理由は、単に彼が財産上の富者ふしゃなりしがゆえであろうか。そうではあるまい。彼にしてもし先さきの税吏みつぎとりのごとき心貧しき人であったならば如何いかん。彼かれのイエスに従うをえざりしは、財産の富者ふしゃたりしがゆえよりもむしろ心霊の富者ふしゃたりしがゆえである。彼をしてイエスの答こたえに対し豪然ごうぜんと「これみな我が幼きより守れる者なり」と言わしめたる、その彼の高ぶりの心が彼を妨げて、所有もちものを貧者ひんしゃに施ほどこすを肯がえんぜしめなかったのである。彼は恐らく心の中うちにつぶやいたであろう、余よの所有もちものは決して不義の財たからにあらず、余の正当なる道徳と努力との結果に外ほかならない、これをゆえなく貧者ひんしゃに施ほどこすにあらずば永生かぎりなきいのちを嗣つぐあたわずとは解かいし難がたき言ことばであると。かくて彼は遂に蹟つまずいた。彼の徳性とくせい彼をして蹟つまづかしめたのである。神殿にて自己の徳行とくこうを数え立てて祈りしパリサイの人の義とせられざりしごとく、この宰つかさもまたイエスに義とせらるることが出来なかったのである。


  
    イエスその甚いたく憂えしを見ていいけるは、富める者の神の国に入いるは如何いかに難かたいかな、富める者の神の国に入いるより駱駝らくだの針の孔あなを通るは却かえって易やすし（同章二十四、二十五節）

  


  　我等はここに彼の他の言葉を連想せざるをえない、曰く、


  
    汝等富める者は禍わざわいなるかな、すでに安楽たのしみを受くればなり（ルカ六章二十四節）

    汝等貧しき者は福さいわいなり、神の国はすなわち汝等の所有ものなればなり（同章二十節）

  


  　富める者といい貧しき者といい、これを財産上の貧富ひんぷの意味に解かいして意味が通じないではない。しかし宰つかさの話はその前後の関係より見るも、心霊において殊ことに徳行とくこうにおいて富める者の却かえってそのために妨げられ、幼児おさなごのごとき信頼を神に投げかくるをえざることの教訓であると見るがふさわしい。しかのみならず右に掲げしと同じ言葉が、マタイ伝に在ありては有名なる山上の垂訓の冒頭語ぼうとうごとして左さのごとく記されているのである、


  
    心の貧しき者は福さいわいなり、天国はすなわちその人の有ものなればなり（マタイ五章三節）

  


  と。


  　我等は最早もはや信仰の弱きを歎なげかない。却かえって「わが信仰」なるもののない事を喜ぶのである。我に人を心服しんぷくせしむるだけの徳がない、善を行うの勇気がない、誘惑を斥しりぞくるの力がない、人を愛するの愛がない。我心わがこころに平和がない、歓喜がない、希望がない、我心わがこころに善よき物とては一つもなきを発見する毎ごとに、我は昔のごとくに失望しない。その時我は悲しみをかえて直ただちに喜びとなすのである。その時我は罪人なる税吏みつぎとりのごとくにひたすら胸を打ちて神よ我を憐みたまえと祈りうることを喜ぶのである。その時十字架上のイエスの姿が最も鮮あざやかに我心わがこころに映ずることを感謝するのである。かくのごとくにしてもはや我は失望するの時がない。実まことに「福さいわいなるかな心の貧しき者は」である、彼は心の貧しきがゆえに神の国を承うけ継つぐことをうるのである。


  



  感恩の残生


  



  
    キリストの愛我等を強しゆ、我等思うに一人にん万人ばんじんのために死したれば万人ばんじんすでに死したるなり、その万人ばんじんのために死したるは生ける者をして以後こののち自己のために生きず、己等おのれらのため死して又復活したる者のために生きしめんとてなり（後コリント五章十四、十五節）

  


  　キリスト世に在ありたまいし間、日々夜々ひびよよ起おくるより寝いぬるまで、ただ我等を救わんとの愛よりほか何もなかった。彼は全く自己のために生きずして我等のために生きたもうた。彼に喜びありしか、すなわち我等のための喜びであった。彼に悲しみありしか、すなわちまた我等のための悲しみであった。彼はしばしば独ひとり山に入いりて深き祈りに耽ふけりたもうた。その時彼の口に上のぼりし言葉は、「我に」又は「我を」にあらずして、ことごとく「彼等に」又は「彼等を」であった。十字架上における最後の祈りはその最も代表的なるものである、


  
    父よ彼等を赦したまえ、そのなす処ところを知らざるがゆえなり（ルカ二十三章二十四節）

  


  彼の感謝もまた常に我等の救いのために喜びたまいし時であった（マタイ十一章二十五節、ヨハネ十一章四十一節）。彼に又大いなる苦しみの祈りがあった、


  
    吾わが父よ、もしかなわばこの杯さかずきを我より離はなちたまえ、されど我が心のままを成さんとするにあらず、聖旨みこころに任まかせたまえ（マタイ二十六章三十九節）

    今我わが心憂え悼いためり、何を言わんや、父よ、この時より我を救いたまえと言わんか、否いなこれがために我われこの時に至れるなり、願わくは父よ、汝の名の栄さかえを顕あらわせ（ヨハネ十二章二十七節）

  


  ただにこれのみではない、十字架上にて天地暗黒くらやみとなりし後のち大声にて呼ばわりたまいしというかの有名なる


  
    エリ、エリ、ラマ、サバクタニ（我わが神、我わが神、何ぞ我を棄てたもうや）

  


  のごとき、彼の最も深刻なる苦痛の迸ほとばしりであって、その果たして如何いかなる心をもってかく叫びたまいしかは深き研究を要するのである。あるいはこれらの危機に臨のぞみては、イエスもまた自己の事をもって訴えたまわざるをえなかったのであろうか。「我」、「我」とのみいいて、毎時いつものように「彼等」のために祈りたまいしものではないように見ゆる。しかしながらこの貴とうとき祈りの意味を解かいするがためには、彼を我等の立場に置いては大いなる謬あやまりである。彼の立場に我等を置いて見なければわからない。暫しばしの隙すきも無く始終しじゅう我等の救いのためにのみ心を砕きたまいし神の子イエスの立場に仮に我等を置いて見て、少しくその心持こころもちを窺うかがうことができる。我等いうに足らぬものといえども、愛する骨肉こつにく又は友人のためにその救われんことを祈って心を痛めし経験がないではない。その時我等の誠まことを籠こめ涙を流しての祈りにも拘かかわらず、愛する者が益々ますます神を離れ暗黒あんこくの方へと進んで往ゆいたならば如何いかがであろうか。その時我に取って彼の堕落、彼の叛逆より苦しいものはないのである、彼のゆえに我は胸を抉えぐらるるのである、彼のゆえに我は神より棄てられしかのように感ずるのである。我の苦しみを癒すの途みちは他ほかではない、彼が神に立ち帰ることである。悪しき子を有もちたる親の心がそれである。かかる親が悲しみの余あまり神よ何ぞ我を棄てたもうやと祈りしと聞いて、彼が自己の事を訴えたるものと解すべきであろうか。子ゆえに彼は生き甲斐がいあるを感ずるのである。彼が「我」というはすなわち彼の子の謂いいに外ほかならない。子のそむく事すなわち彼の苦痛である。子の棄てらるる事すなわち彼の棄てらるる事である。キリスト三年の証あかしをもってして、人は未いまだ自己の罪と神の愛とを覚さとらず、却かえってその叛逆を重ねて遂に神の独子ひとりごを磔殺たくさつせんとす。ここに彼の堪たえがたき苦痛なきをえんや、ここに彼の深き失望なきをえんや。もし聖旨みこころにかなわばこの時より我を救いたまえと祈りて、彼はすなわち我等の知らざる時に我等自身の最も願わしき事を代かわりて祈りたもうたのであった。


  
    我等は祈るべき処ところを知らざれども、聖霊自みずから言いがたきの歎なげきをもって我等のために祈りぬ（ロマ八章二十六節）

  


  とはキリスト在世ざいせいの間よりすでに実現せられたる真理である。実じつに愛の熱火ねっかは彼と我との区別を焼き尽くさずんばやまない。キリストの心に我等はもはや他人ではなくなった。「彼等」と呼びたもう余裕はなくなったのである。エリ、エリ、ラマ、サバクタニと訴えたまいし時キリストの信仰薄らいだのであるなどと言う者は何人なんびとであるか。親の心子知らず、自みずから子を有もちて初めてこれを知る。自己のためでなくただ愛する人のために熱き涙をもって満腔まんくうの祈りを献ささげたる経験を有もたざる者は、キリストの苦しみについて語るを暫しばらく差し控うべきである。


  　その在世ざいせいの間あいだ常にかくのごとく人のすべて思う処ところに過すぐる愛をもって我等のためにのみ生きたまい、しかして終ついにその測り難き愛のため却かえって我等の弑しいする処ところとなりたもう。しかも驚くべきは彼の愛である。事ここに至りて、彼はその我等を救うがために避くべからざる唯一の途みちなることをむしろ喜びたもうたのである、


  
    これがために我われこの時に至れるなり

    我が往ゆくは汝等の益えきなり（ヨハネ十六章七節）

    我われ汝等のために所ところを備えに往ゆく（同十四章二節）

    これ新約の我が血にして罪を赦さんとて衆すべての人のために流す処ところのものなり（マタイ二十六章二十八節）

  


  汝等いまこの事を覚さとらずして我を無きものにせんとす、しかしながら我を離れては汝等は孤子みなしごとなるのである。これ我の堪たえざるところ。ゆえに


  
    我われ汝等を捨てて孤子みなしごとせず、また汝等に来たらん

    我われ父に求めん、父必ず別に慰むる者を汝等に賜いて窮かぎりなく汝等と共に在おらしむべし（ヨハネ十四章十六、十八節）

  


  ああ、愛し、憎まれ、いよいよ愛し、遂に殺さるるやなお捨て置くに忍びず、さらに慰むる霊によりて再び来たりたもう。その切々せつせつの愛、その執拗しつようの愛、その無私の愛。天下てんか何いずくに又かかる大愛たいあいを見る事をえようか。試こころみに万国ばんこく歴史を繙ひもといて開闢かいびゃく以来の偉人、聖人、英雄、豪傑、その名は何であれ、人という人の胸を探りて見よ。ナザレの工人こうじんイエスの抱きたるこの愛だけは古往今来こおうこんらい絶対にその類例を発見することができない。これのみは実まことに人らしき香においの絶えてせざる純乎じゅんことして純じゅんなる愛そのものである。これよりも大いなる、これよりも深き、これよりも熱き、これよりも美わしき愛を想像することはできない。もし神が愛であるというならば、この愛こそはすなわち神の愛ではないか。


  　かかる愛をもって我等は愛せられたのである、又愛せられつつあるのである。我等のその事を知ると知らざるとに論ろんなく、かかる愛は我等の有ものとなっているのである。しかしてその絶大の恩恵を我等に知らしめんがため、神は又適当なる時に善よき師と善よき友とを送りて我等のために証人あかしびととならしめたもうた。我等は遂に眼が醒さめた。十字架上のイエスを主よといいてうち仰ぐことができた。その時より従来じゅうらい想像もせざりし不思議なる恩寵は益々ますます豊かに加えられたのである。又現げんに加えられつつあるのである。ああ、感激すべきキリストの愛！我等彼に酬むくゆるに何をもってすべきか。


  　我等は知らない、他ほかに方法を知らない。ただ彼がその貴とうとき身を我等に渡したまいしごとくに、我等の（汚れたりといえども）身をまた彼に渡すの他ほかを知らないのである。我等をして自己に対する所有権を放棄せしめ、ただキリストの僕しもべとして生きしめんがために、彼は生命いのちまでをも捨てたもうたのである。彼は御自身の貴とうとき生命いのちを代価として我等を贖うがために提供したもうたのである。しからばすなわち我等はもはやすでに価あたいをもって買われたる身ではないか。


  
    汝等は汝等の属ものにあらざる事を知らざるか、そは汝等は価あたいをもって買われたる者なればなり（前コリント六章十九、二十節）

  


  実じつにそうである。我等は今や我等のものではない。我等は自己に死してキリストに生きたのである。現在いまの生命いのちはこれキリストの我等に預けたまえるものに過すぎない。すでに預け物であるならば、その預け主の欲するがままに使わでは済すまぬではないか。これを少しなりとも彼の意思以外我がために使うは、彼のものを窃ぬすむに異ことならぬ。彼が如何いかに欲したもうかと、それが我が残生ざんせいを使用するの唯一の標準である、規矩きくである、実まことに「この後のち自己のために生きず、我等のため死して又復活したまえる彼のために」生くるのほかないのである。さらば現在いまの生命いのちを我等に預けたまえる彼の欲したもう処ところは果たして何であろうか。


  
    一切すべてのもの神より出いづ、彼かれキリストにより我等をして己おのれと和やわらがしめかつその和やわらがしむる職つとめを我等に授さずく、すなわち神キリストに在ありて世を己おのれと和やわらがしめその罪をこれに負わせず、かつ和やわらがしむる言ことばを我等に委ねたまえり、このゆえに我等召されてキリストの使者つかいとなれり（後コリント五章十八―二十節）

    天のうち地の上のすべての権を我に賜えり、このゆえに汝等往ゆきて万国ばんこくの民にバプテスマを施ほどこしこれを父と子と聖霊の名に入れて弟子とせよ（マタイ二十八章十八、十九節）

  


  神はキリストによって世を己おのれと和やわらがしめたもうや、直ただちに少数の人を召してその和やわらがしむる職つとめをこれに授けたもうた。天上天下てんじょうてんかすべての権をキリストに与えたまいしに次ついで彼の要求したまいし事は、これを万国ばんこくの民に証あかしする事であった。万人ばんじん救済の途みちはキリストによって開けたのである。今は此処ここに人を導く案内者を要するのみである。起たちて万国ばんこくの民のためにキリストの福音を証あかしするの仕事のみが残っているのである。しかも「収稼かりいれものは多くして工人はたらくものは少なし」（マタイ九章三十七節）。田はたは色つきて豊かなる神の愛はふさふさと穂ほを垂たるるも、人これを顧かえりみずして虚むなしく飢えに泣いている。骨肉こつにく同胞皆そうである。かかる間に独ひとり我等のみ召されて、なお暫時しばしのこの世の生命いのちを預けられたる所以ゆえんはもはや疑うべくもない。今や彼の我等に向かって要求したもう処ところは明らかである。政治、産業、富国強兵乃至ないし社会改良皆可かなり、ただ未いまだキリストの愛を知らざる兄弟を如何どうしてよいのであるか。彼等をもすべて我等と同じく召さんがために、キリストはその貴とうとき血を流したもうたではなかったか。キリストの命にかけて愛したまいし彼等を我等が棄て置くことはできない。我等もまたパウロと声を合わせて叫ばざるをえない、


  
    もしわが兄弟わが骨肉こつにくのためにならんには、あるいはキリストより絶はなれ沈倫ほろびに至らんもまたわが願いなり（ロマ九章三節）

  


  と。彼等が救わるるの途みちは他ほかにあることなし、我等の証あかしに俟まつのである。しからば現在いま我等に託ゆだねられたる暫時しばしの残生ざんせいはいとも貴とうときものといわねばならぬ。肉体とよ、実まことに「肉は益なし、生命いのちを賜うる者は霊なり」（ヨハネ六章六十三節）。しかしながら我等の肉体は今やキリストの肢えだである、


  
    汝等の身みはキリストの肢えだなるを知らざるか、……汝等の身みは汝等が神より受けたる我等の内にある聖霊の殿みやにして、汝等は汝等の属ものにあらざる事を知らざるか（前コリント六章十五、十九節）

  


  神聖なるかな我等の肉体、これをこの世の事のために消費して可かならんやである。我等の残生ざんせいは実まことにただ感恩かんおんの残生ざんせいである。彼が我等のためにのみ生きたまいしごとくに、我等もまた彼のためにのみ生くるの他ほかはない。


  
    わが生けるはキリストのため又死ぬるも我が益なり、されど肉体に在ありて生けることもしわが工はたらきの果みを結ぶ根本もととなるべくば、何いずれを選ぶべきか我これを知らず（ピリピ一章二十一、二十二節）

  


  ただ知る、ここになお何時いつまでかの残生のこるいのちを託ゆだねられて、世に在ある限り聖霊の導くままに彼の事業に与あたることを 得えしめられたというその事の、また特別なる恩恵であっていい難がたき感謝を重かさぬるの他ほかなきことを。ああ、感謝のための残生ざんせいあり、しかして残生ざんせいのために又感謝あり。かくて感謝は感謝を生み、世を去る時までその尽つくるを知らないのである。


  



  付録 内村鑑三による紹介文


  



  
    本書に収録されている「十字架を負うの歓び」が「聖書之研究」誌に掲載された時、同誌主筆の内村鑑三が付した紹介文。

  


  　編者【内村】曰う、藤井武君は明治四十四年卒業の東京帝国大学出身の若き法学士である。今日まで京都府又は山形県に職を奉ぜられしが、イエスに倣ならい十字架を負う生涯の慕わしさに、過るクリスマスを期して官職を辞せられ、君の小家族と共に上京せられ、今は余輩と同じく柏木の地に静かなる住家を構えられたのである。すでに著しく君の霊を恵みたまいし父なる神が又君の肉をも恵み、もし君のためならずば、我等君の同志のために、君に平安と健康とを賜いて、君をして長く福音の園に働かしめたまわんことは余輩の切なる祈りである。君の這般このたびの進退については人各その見る所あらん。然れども余輩は自身の実験に照らして見て、主イエスがマリヤに宣のたまいし言を君の心に囁ささやきたまいつつあることを信ぜざるを得ない、曰く「マリヤはすでに善き業を選びたり、これは彼より奪うべからざる者なり」と。（ルカ十章四十二節）


  　実まことに人に頼らずして神にのみ頼ることは最も歓よろこばしきことである。政府の米を食わず、また教会のパンをも食わず、補給はひとえにこれを神にのみ仰ぎて、我等は聖意みこころに適かなう福音の宣伝に従事することが出来るのである。自由の福音は自由の身をもってせずしてこれを伝うることは出来ない。
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